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弘
前
観
桜
会

　
　  

１
０
０
周
年

　　「
弘
前
観
桜
会
」
は
、１
９
１
８
年
（
大

正
７
年
）
５
月
３
日
に
始
ま
り
、
１
９

６
１
年
（
昭
和
36
年
）
に
「
弘
前
さ
く
ら

ま
つ
り
」と
改

称
し
、今
年
で

１
０
０
周
年

と
い
う
節
目
を
迎
え
る
。
弘
前
さ
く
ら
ま
つ
り
期

間
中
、
観
光
人
力
車
の
公
園
内
運
行
・
弘
前
公
園

中
濠
観
光
船
・
弘
前
さ
く
ら
桟
敷
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
が
予
定
さ
れ
、
弘
前
観
桜
会
１
０
０
周
年
記
念

日
の
５
月
３
日
に
は
懐
か
し
い
雰
囲
気
の
パ
レ
ー

ド
や
花
火
を
計
画
し
て
い
る
。
な
お
４
月
21
日
か

ら
５
月
６
日
の
間
、
和
装
で
来
場
さ
れ
た
方
は
、

本
丸
・
北
の
郭
、
弘
前
城
植
物
園
、
藤
田
記
念
庭

「見得を切ったリンゴアート」

撮影・文／鳴海　紀

10月20日に約3万5千個のりんごを使用し
た、縦約17m、横約９ｍの日本最大級のリ
ンゴアートが展示されました。デザインは、
日本が世界に誇る東洲斎写楽「三世大谷鬼
次の奴江戸兵衛」です。10月26日に撮影。
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市

土
手
町
循
環
１
０
０
円
バ
ス
で
巡
る

洋
館
・
前
川
國
男
建
造
物

　
弘
前
市
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
は
土
手
町
循
環
１
０
０

円
バ
ス
の
利
用
に
よ
っ
て
手
軽
に
探
訪
す
る
こ
と

が
出
来
る
。

園
の
入
園
料
が
無
料
に
な
る
。

　
さ
く
ら
を
楽
し
む
ポ
イ
ン
ト
は
次
の
５
つ
。

①
桜
が
開
花
し
て
満
開
に
な
る
ま
で
の
、
花
の
色
の
移
り
変
わ
り

②
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
と
八
重
桜
、
花
の
盛
り
を
二
度
味
わ
え
る

③
弘
前
市
庁
舎
屋
上
か
ら
眺
め
た
外
濠
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く
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の
散
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際
に
見
ら
れ
る
花
筏

⑤
土
手
町
循
環
１
０
０
円
バ
ス
か
ら
見
る
外
濠
の
さ
く
ら

弘
前
城
本
丸
の
石
垣
修
理

　
本
丸
の
石
垣
が
膨
ら
み
、
地
震
な
ど
で

石
垣
が
崩
壊
す
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
現

在
石
垣
修
理
が
行
わ
れ
て
い
る
。
平
成
27

年
度
に
天
守
を
約
70
ｍ
曳
屋
さ
せ
、
平
成

28
年
度
よ
り
石
垣
の
石
の
一
つ
一
つ
に
番

号
を
振
り
な
が
ら
石
垣
を
解
体
す
る
工
事

が
行
わ
れ
て
い
る
。
公
園
二
の
丸
に
は
工

事
見
学
用
の
展
望
台
が
設
置
さ
れ
て
い
る

た
め
、
い
つ
で
も
見
学
可
能
。
天
守
が
元
の
位
置
に
戻
る
の
は
２
０
２
１
年

度
、
石
垣
工
事
が
終
了
す
る
の
は
２
０
２
３
年
度
の
予
定
だ
。

珈
琲
の
街
弘
前
・
ア
ッ
プ
ル
パ
イ
の
街
弘
前

　
弘
前
に
は
昭
和
４
（
１
９
２
９
）
年
に
創
業
し
た
東
北
最
古
の
カ
フ
ェ
「
万

茶
ン
」
を
は
じ
め
、
藤
田
記
念
庭
園
の
洋
館
、

弘
前
市
民
会
館
、百
石
町
展
示
館
な
ど
、お
し
ゃ

れ
な
カ
フ
ェ
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
さ
ら
に
弘
前

で
は
「
ア
ッ
プ
ル
パ
イ
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
が
作

ら
れ
る
ほ
ど
、
た
く
さ
ん
の
店
が
競
っ
て
自
慢

の
ア
ッ
プ
ル
パ
イ
を
作
っ
て
い
る
。
散
策
の
途

中
、
カ
フ
ェ
に
立
ち
寄
っ
て
珈
琲
と
ア
ッ
プ
ル

パ
イ
を
味
わ
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

　
こ
の
う
ち
前
川
國
男
の
建
造
物
は
右
表
の
中
、
赤
波
線
で
あ
る
。
こ
の
他
、

木
村
産
業
研
究
所
（
弘
前
こ
ぎ
ん
研
究
所
）・
弘
前
中
央
高
等
学
校
講
堂
・
弘

前
市
立
病
院
・
弘
前
市
斎
場
も
前
川
國
男
の
作
品
だ
。

　
前
川
國
男
は
ル
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
に
師
事
し
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造

の
可
能
性
を
追
求
し
、
東
京
文
化
会
館
な
ど
多
数
の
公
共
建
築
物
を
設
計
し

た
。
な
お
、前
川
國
男
建
築
作
品
の
全
容
は
木
村
産
業
研
究
所
内 

弘
前
こ
ぎ

ん
研
究
所
２
階
「
前
川
國
男
プ
チ
博
物
館
」
の
見
学
で
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
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前
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男
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博
物
館
に
つ
い
て
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会
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『あすなろ倶楽部』編集協力員による各地域の名所・旧跡を紹介するコーナーです。

市庁舎屋上から見た満開の桜

旧東奥義塾外人教師館

弘前市庁舎

弘前市民会館 大ホールと管理棟

藤田記念庭園の洋館
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３
２―

０
５
９
５
）

・
弘
前
観
桜
会
１
０
０
周
年
事
業
に
つ
い
て

　
　
弘
前
商
工
会
議
所
（
☎
０
１
７
２―

３
３―

４
１
１
１
）

・
弘
前
観
光
全
般
に
つ
い
て

　
　
弘
前
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
（
☎
０
１
７
２―

３
５―

３
１
３
１
）

『あすなろ倶楽部』編集協力員による各地域の名所・旧跡を紹介するコーナーです。

市庁舎屋上から見た満開の桜

旧東奥義塾外人教師館

弘前市庁舎

弘前市民会館 大ホールと管理棟

藤田記念庭園の洋館
から見た庭園

石垣解体（平成29年10月20日）

文
化
セ
ン
タ
ー
前

陸
奥
新
報
前

市
役
所
前

下
土
手
町

中
土
手
町

下
車
バ
ス
停
留
所

見
学
で
き
る
洋
館
・
前
川
建
築
物

日
本
聖
公
会
弘
前
昇
天
教
会

（
大
正
時
代
に
建
て
ら
れ
た

ゴ
シ
ッ
ク
様
式
・
赤
レ
ン
ガ

造
り
の
聖
堂
）

百
石
町
展
示
館

（
豪
商
宮
川
甚
兵
衛
が
建
て

た
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
・
土
蔵
造

り
の
建
物
）

旧
弘
前
市
立
図
書
館
・
旧
東

奥
義
塾
外
人
教
師
館
・
弘
前

市
庁
舎（
本
館
）・
旧
八
師
団

長
官
舎
・
藤
田
記
念
庭
園
・

弘
前
市
民
会
館
・
弘
前
市
立

博
物
館

青
森
銀
行
記
念
館
（
青
森
県
初
の
銀
行
〈
旧
五
十
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〉
と
し
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堀
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が
設
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）

ニ
ュ
ー
キ
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ス
ル
ホ
テ
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前
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本
基
督
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団
弘
前
教
会
（
元
寺
町
）

カ
ト
リ
ッ
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弘
前
教
会
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百
石
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小
路
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弘
前
市
緑
の
相
談
所

22

平
成
29
年
度
冬
季
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
報
告
／

文
芸
欄

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

〰
〰
〰
〰

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

お問い合せ先

弘前観桜会100周年
バージョンのたか丸くん

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

〰
〰
〰
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すこやか長寿コーナーは各地域の地域通信員（シニアライター）が取材した

長寿な方を掲載し、元気の秘訣等を紹介するコーナーです。 長寿コーナー長寿コーナー長寿コーナー長寿コーナーすこやかすこやかすこやかすこやか

◉
坂
田
武
博 

地
域
通
信
員

　
沼
山
助
内
さ
ん
と
は

囲
碁
の
仲
間
と
し
て
、

30
年
ほ
ど
の
お
付
き
合

い
に
な
り
ま
す
。
３
年

前
、
市
が
主
催
し
た
青

森
市
・
大
連
市
の
友
好

10
周
年
旅
行
の
際
、
囲

碁
交
流
に
参
加
し
ま
し

た
。
飛
行
機
の
中
で
も

詰
碁
の
勉
強
を
し
て
い

る
、
勉
強
熱
心
な
沼
山

さ
ん
。
一
昨
年
は
ね
ん

り
ん
ピ
ッ
ク
長
崎
大
会

に
参
加
さ
れ
、
囲
碁
で

最
高
齢
者
賞
を
受
け
ま

し
た
。
私
個
人
と
し
て

計
画
し
た
利
尻
・
礼
文

の
旅
へ
沼
山
さ
ん
を
お

誘
い
し
た
際
に
は
、﹁
碁
盤
が
あ
れ
ば
一
緒
に
行
く
﹂
と
、
囲
碁
へ
の
熱

い
思
い
を
見
せ
ま
し
た
。
移
動
の
際
に
は
、
飛
行
機
・
フ
ェ
リ
ー
乗
り

場
と
も
急
ぎ
足
で
歩
く
元
気
さ
に
感
心
。

　
県
大
会
で
も
、
八
戸
の
大
会
で
も
、
大
会
の
大
小
に
関
係
な
く
常
に

優
勝
を
目
指
す
と
い
う
強
い
向
上
心
を
持
っ
て
い
ま
す
。
い
つ
も
自
信

を
持
ち
、
精
神
面
が
強
い
沼
山
さ
ん
を
私
も
見
習
い
た
い
も
の
で
す
。

　
東
北
町
の
原
燃
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー
で
、﹁
白
魚
・
蜆
・
長
芋
・

牛
乳
囲
碁
大
会
﹂
を
15
年
続
け
た
の
も
、
顔
が
広
く
情
熱
を
も
っ
て
取

り
組
ん
で
い
た
だ
い
た
お
か
げ
で
す
。
現
在
も
﹁
囲
碁
三
昧
の
会
﹂
の

会
長
を
務
め
て
い
ま
す
。
ま

た
、
大
会
で
お
会
い
し
た
時

に
﹁
長
寿
の
秘
訣
を
教
え
て

あ
げ
る
よ
﹂
と
お
っ
し
ゃ
っ

て
く
だ
さ
っ
た
り
、
浅
虫
で

年
２
回
行
っ
て
い
る
一
泊
囲

碁
交
流
で
は
、
ワ
イ
ン
や
山

ぶ
ど
う
の
差
し
入
れ
を
下

さ
っ
た
り
、
大
変
気
さ
く
な

方
で
す
。

　
弘
前
の
さ
く
ら
ま
つ
り
は
、

特
に
気
に
入
っ
て
２
年
続
け

て
来
ま
し
た
。
追
手
門
か
ら

杖
を
つ
い
て
歩
き
、
本
丸
を

一
周
し
て
、
翠
明
荘
へ
。
フ

ラ
ン
ス
人
の
仲
居
さ
ん
に
お

酌
を
し
て
も
ら
い
な
が
ら
、

﹁
モ
ン
マ
ル
ト
ル
の
丘
︵
パ
リ

で
一
番
高
い
丘
︶
を
歩
い
た

よ
﹂
と
楽
し
そ
う
に
話
し
て

い
ま
し
た
。
昨
年
は
、
人
力

車
と
和
舟
に
も
乗
り
、
船
頭

さ
ん
の
歌
を
聴
い
た
沼
山
さ

ん
は
﹁
弘
前
風
の
曲
を
公
募

し
た
ら
い
い
よ
﹂
と
提
案
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
今
、
沼
山

さ
ん
の
101
年
の
自
分
史
を
執

筆
中
で
、
間
も
な
く
出
来
上

が
る
そ
う
で
す
。

東
北
町

沼
山
助
内 

さ
ん
︵
101
歳
︶

囲
碁
一
筋
の
沼
山
さ
ん

◉
澤

　忠
昭 

地
域
通
信
員

いざ、利尻・礼文へ

翠明荘で仲居さんと

　
　
　

　﹁
ア
イ
ス
ク
リ
〜
ア

イ
ス
ク
リ
〜
﹂﹁
シ
ジ

ミ
〜
シ
ジ

ミ
〜
﹂﹁
焼

き
芋
〜
焼
き
芋
〜
﹂
昔

懐
か
し
い
売
り
声
。
こ

の
三
本
柱
で
ご
両
親
は

じ
め
、
奥
様
と
お
子
さ

ん
を
養
い
生
き
抜
い
て

き
た
平
山
さ
ん
。

　
昭
和
４
年
４
月
25

日
、
農
家
の
長
男
と
し

て
生
ま
れ
る
。
飯
詰
尋
常
高
等
小
学
校
を
卒
業
し
、
昭
和
19
年
に
大
湊

海
軍
幹
部
養
成
課
程
に
入
所
、
敗
戦
の
た
め
実
家
に
帰
る
。
知
人
の
勧

め
で
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
売
り
を
始
め
る
。
自
転
車
か
ら
始
め
た
ア
イ
ス

ク
リ
ー
ム
売
り
は
、
運
動
会
・
宵
宮
・
祭
り
を
中
心
に
青
森
市
・
八
戸
市
・

下
北
地
域
へ
売
り
歩
く
ま
で
に
繁
盛
し
た
。
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
売
れ

な
い
時
期
は
、
東
津
軽
郡
を
中
心
に
十
三
湖
の
シ
ジ
ミ
を
売
っ
た
。
仕

事
帰
り
の
途
中
で
山
菜
を
採
り
、
馴
染
み
の
お
客
さ
ん
に
あ
げ
る
。
人

と
の
触
れ
合
い
を
モ
ッ
ト
ー
に
し
て
い
る
平
山
さ
ん
ら
し
い
エ
ピ
ソ
ー

ド
だ
。
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
売
り
を
約
20
年
、
シ
ジ
ミ
売
り
を
約
30
年
続

け
た
。
37
歳
頃
か
ら
焼
き
芋
売
り
を
開
始
。
東
京
の
北
千
住
で
リ
ヤ
カ
ー

を
引
っ
張
っ
て
、
飲
食
街
と
会
社
街
を
行
っ
た
り
来
た
り…

。
約
40
年

続
け
た
焼
き
芋
売
り
の
一
番
の
思
い
出
は
、
渥
美
清
さ
ん
の
﹁
男
は
つ

ら
い
よ
﹂
の
撮
影
で
焼
き
芋
用
の
道
具
一
式
を
貸
し
出
し
た
こ
と
。
自

分
が
出
演
を
頼
ま
れ
た
と
勘
違
い
し
た
と
照
れ
笑
い
。

　
現
在
の
楽
し
み
は
自
宅
裏
の

畑
と
山
菜
採
り
。
人
に
頼
ま
れ

れ
ば
、
今
で
も
祭
の
屋
台
の
ア

ル
バ
イ
ト
を
引
き
受
け
て
い
る
。

最
後
に
長
生
き
の
秘
訣
を
お
聞

き
し
た
と
こ
ろ
、﹁
一
、
好
き
嫌

い
な
く
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食

事
を
す
る
こ
と
﹂﹁
一
、
物
事
に

こ
だ
わ
ら
な
い
こ
と
﹂
の
二
点

を
挙
げ
た
。
若
々
し
く
人
を
そ

ら
さ
な
い
、
商
売
が
好
き
で
笑

顔
が
印
象
的
な
平
山
さ
ん
で

あ
っ
た
。

五
所
川
原
市

平
山
盛
勝 

さ
ん
︵
88
歳
︶

津軽の寅さん

自
然
の
恵
み
と
人
と
の
触
れ
合
い
を

　モ
ッ
ト
ー
に
生
き
る
津
軽
の
寅
さ
ん

利尻・礼文の旅　浴衣で乾杯！

自宅裏の畑
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ト
を
引
き
受
け
て
い
る
。

最
後
に
長
生
き
の
秘
訣
を
お
聞

き
し
た
と
こ
ろ
、﹁
一
、
好
き
嫌

い
な
く
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食

事
を
す
る
こ
と
﹂﹁
一
、
物
事
に

こ
だ
わ
ら
な
い
こ
と
﹂
の
二
点

を
挙
げ
た
。
若
々
し
く
人
を
そ

ら
さ
な
い
、
商
売
が
好
き
で
笑

顔
が
印
象
的
な
平
山
さ
ん
で

あ
っ
た
。

五
所
川
原
市

平
山
盛
勝 

さ
ん
︵
88
歳
︶

津軽の寅さん

自
然
の
恵
み
と
人
と
の
触
れ
合
い
を

　モ
ッ
ト
ー
に
生
き
る
津
軽
の
寅
さ
ん

利尻・礼文の旅　浴衣で乾杯！

自宅裏の畑
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弱
体
を
乗
り
越
え
、
白

神
ア
ッ
プ
ル
マ
ラ
ソ
ン
大

会
連
続
14
回
を
完
走
し
た

川
口
さ
ん
。
私
と
出
会
っ

た
の
も
同
じ
白
神
ア
ッ
プ

ル
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
参
加

し
て
い
た
か
ら
で
す
。
マ

ラ
ソ
ン
の
ラ
イ
バ
ル
で
あ

り
、
励
ま
し
合
う
仲
間
の

よ
う
な
方
で
す
。
ニ
コ
ニ

コ
と
人
懐
っ
こ
く
、
毎
日

の
マ
ラ
ソ
ン
を
欠
か
さ
な

い
そ
の
ス
タ
ミ
ナ
は
目
を

見
張
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
こ
か
ら
は
、
川
口
さ

ん
ご
自
身
が
執
筆
な
さ
っ

た
も
の
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
　
＊

　
私
の
若
い
頃
を
振
り
返
っ
て
思
う
こ
と
は
、
ど
ん
な
人
に
も
苦
難
が

あ
り
、
そ
れ
に
耐
え
ら
れ
る
﹁
体
﹂
と
﹁
心
﹂
を
鍛
え
な
け
れ
ば
と
常

に
思
っ
て
い
ま
す
。
私
は
三
戸
小
学
校
入
学
直
前
に
重
い
肺
炎
に
侵
さ

れ
両
親
の
手
厚
い
看
護
と
医
師
の
治
療
の
お
陰
で
全
快
し
ま
し
た
。
私

は
病
弱
で
あ
っ
た
の
で
、
柔
道
初
段
の
父
よ
り
小
中
学
校
の
頃
、
相
撲

と
柔
道
の
受
け
身
を
教
え
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
心
身
と
も
に
強
健

に
な
り
岩
手
県
立
福
岡
中
学
校
に
入
学
、
相
撲
部
副
部
長
と
し
て
奮
闘

し
ま
し
た
。
去
年
も
92
歳
で
ア
ッ
プ
ル
マ
ラ
ソ
ン
に
参
加
し
て
完
走

し
、
体
力
と
気
力
を
養
う
こ
と
が
い
か
に
大
切
で
あ
る
か
を
感
じ
ま
し
た
。

ひ
そ
か
な
後
半
の
人
生
の
旅
人

◉
葛
西
憲
之
助 

地
域
通
信
員

川
口
光
勇 

さ
ん
︵
92
歳
︶

弘
前
市

　
戦
争
中
に
広
島
に
派
遣
さ

れ
、
間
も
な
く
悲
惨
な
原
爆
で

被
爆
。
後
遺
症
を
持
ち
な
が
ら

も
九
死
に
一
生
を
得
ま
し
た
。

山
口
県
で
終
戦
の
報
を
聞
き
、

父
母
兄
妹
に
迎
え
ら
れ
懐
か
し

い
故
郷
に
帰
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
そ
の
後
私
は
師
範
学
校

に
入
学
し
、
弘
前
大
学
文
理
学

部
２
年
に
編
入
し
、
ヤ
ス
パ
ー

ス
哲
学
に
専
念
し
常
に
ド
イ
ツ

語
に
熱
中
、
現
在
も
続
け
て
い

ま
す
。
在
職
中
は
そ
の
学
び
を

活
か
し
板
柳
高
校
で
﹁
倫
社
新

聞
﹂
を
発
行
、
傍
ら
被
爆
者
に

関
す
る
﹁
ま
な
ざ
し
の
便
り
﹂

等
を
発
行
。
現
在
総
計
８
５
５

５
号
に
な
り
ま
す
。
こ
の
こ
と

に
対
し
﹁
読
売
教
育
賞
﹂
を
受

賞
、
日
本
原
水
爆
被
害
者
団
体

協
議
会
よ
り
﹁
表
彰
状
﹂
を
受

賞
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
経

験
よ
り
﹁
挫
折
体
験
は
人
生
の

宝
﹂
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
現

在
も
毎
日
マ
ラ
ソ
ン
を
続
け
て

い
ま
す
。
青
森
の
県
民
長
寿
を

目
指
し
て
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

◉
鈴
木
リ
ヨ 

地
域
通
信
員

佐
々
木
ツ
タ
子 

さ
ん
︵
86
歳
︶

八
戸
市

　
佐
々
木
ツ
タ
子
さ
ん

は
昭
和
６
年
11
月
15
日

生
ま
れ
の
未
年
。
盛
岡

市
に
３
男
５
女
の
５
女

と
し
て
生
ま
れ
る
が
、

母
は
１
歳
の
頃
に
亡
く

な
っ
た
た
め
、
記
憶
は

全
く
な
い
。
実
家
は
雑

貨
問
屋
を
経
営
し
て
い

た
が
、
後
に
長
兄
が
旅

館
に
転
業
。

　
岩
手
県
立
女
子
専
門
学
校
を
卒
業
し
、
服
飾
学
院
で
更
に
２
年
間
学
ん

だ
。
家
業
の
手
伝
い
を
し
て
い
た
27
歳
の
と
き
、
八
戸
で
自
動
車
エ
ン
ジ

ニ
ア
︵
デ
ィ
ー
ゼ
ル
関
係
︶
の
事
業
家
で
あ
る
亥
年
の
佐
々
木
繁
さ
ん
34

歳
と
結
婚
。﹁
お
見
合
い
も
な
く
、
未
と
亥
の
相
性
が
い
い
か
ら
と…

。

私
た
ち
は
占
い
婚
で
す
﹂
と
笑
う
。
お
話
が
11
月
に
あ
り
、
12
月
に
結
納
、

翌
年
１
月
４
日
に
法
霊
神
社
で
挙
式
。
隣
に﹁
主
人
に
似
た
弟
さ
ん
が
座
っ

て
い
て
、
び
っ
く
り
仰
天
︵
ご
主
人
は
所
用
で
間
に
合
わ
ず
︶。﹂
な
ん
と

も
大
様
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
大
笑
い
。
家
電
の
揃
う
恵
ま
れ
た
新
居
で
、
新

婚
生
活
を
ス
タ
ー
ト
し
、
息
子
を
一
人
も
う
け
、
父
の
事
業
を
継
ぐ
。
相

性
抜
群
の
御
主
人
は
黄
泉
の
国
へ
旅
立
た
れ
、
来
年
で
17
回
忌
に
な
る
。

　
趣
味
は
俳
句
・
コ
ー
ラ
ス
・
書
道
・
旅
行
等
。
俳
句
と
コ
ー
ラ
ス
は
Ｐ

Ｔ
Ａ
の
有
志
で
ク
ラ
ブ
を
立
ち
上
げ
た
。
指
導
者
や
会
員
が
少
し
ず
つ
変

わ
り
な
が
ら
も
38
年
続
い
て
い
る
。

　
小
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
学
年
委
員
長
に
な
っ
た
こ
と
が
、
社
会
活
動
を
す
る

き
っ
か
け
と
な
り
、
盛
美
会
八
戸
支
部
会
長
︵
短
大
Ｏ
Ｂ
会
︶、
高
校
の

母
姉
会
会
長
等
、
い
ろ
い
ろ
な
お
役
目
や
奉
仕
活
動
に
携
わ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　
平
成
16
年
か
ら
城
下
小
学
校
、
八
戸
小
学
校
の
５
年
生
に
俳
句
指
導
の

講
師
を
行
っ
て
お
り
、
海
や
寺
社
仏
閣
、
公
園
等
を
吟
行
し
句
を
作
ら
せ
、

天
地
人
・
秀
作
・
佳
作
を
選
ん
で
添
削
。
作
品
が
褒
め
ら
れ
る
と
子
供
た

ち
の
表
情
が
生
き
生
き
す
る
。﹁
目
が
輝
い
て
、
自
信
が
つ
い
た
よ
う
だ
。

他
の
教
科
も
積
極
的
に
勉
強
す
る
よ
う
に
な
っ
た
﹂
と
担
任
が
評
す
る

ほ
ど
。
ま
た
、
月
２
回
、
八
戸
小
学
校
で
百
人
一
首
の
読
み
手
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
行
っ
て
い
る
。

　
朝
は
６
時
30
分
に
起
床
し
朝
食
は
自
分
で
和
食
を
作
る
。
肉
・
野
菜
類

の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
何
で
も
食
べ
、
お
や
つ
は
和
菓
子
・
煎
餅
・
果
物
を

適
度
に
。
夜
は
10
時
就
寝
。
物
事
は
一
朝
一
夕
に
は
で
き
な
い
、
常
に
社

会
に
役
立
つ
こ
と
を
心
掛
け
て
い
る
。
モ
ッ
ト
ー
は
誠
実
・
真
っ
直
ぐ
・

謙
虚
・
信
仰
︵
観
音
祭
り
︶。
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
、
自
分
の
事
は

自
分
で
す
る
。
健
康
で
あ
れ
ば
も
う
一
度
社
寺
巡
拝
を
し
た
い
な
あ
、
と

の
こ
と
。

　
ツ
タ
子
さ
ん
は
、
お
話
上
手
で
明
る
く
、
お
お
ら
か
な
人
柄
。
エ
ネ
ル

ギ
ッ
シ
ュ
な
行
動
は
年
齢
を
感
じ
さ
せ
な
い
。
健
康
の
秘
訣
は
﹁
子
供
の

笑
顔
﹂﹁
触
れ
合
い
﹂。
こ
れ
が
元
気
の

素
だ
と
感
謝
す
る
。
俳
句
の
師
、
森
澄

雄
先
生
に
お
褒
め
い
た
だ
い
た
沢
山
の

句
の
中
か
ら
２
句
紹
介
し
ま
す
。

　
老
鴬
や

　次
の
札
所
へ

　峠
越
え

　衣
川

　遠
か
が
や
き
に

　桜
散
る

　
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
・
ご
健
吟
を
楽

し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

追
記
：
平
成
30
年
の
前
期
・
デ
ー
リ
ー

東
北
新
聞
社
の
俳
壇
の
選
者

に
選
ば
れ
た
そ
う
で
す
。
喜

ば
し
き
知
ら
せ
で
し
た
。

俳
句
で
子
供
た
ち
と
触
れ
合
い
、

　
　
　
　

  

笑
顔
で
元
気
を
も
ら
う

２列目 中央

平成29年度マラソン大会　5キロ完走 小学校で俳句指導

八戸小学校の授業風景１列目 左から３番目
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弱
体
を
乗
り
越
え
、
白

神
ア
ッ
プ
ル
マ
ラ
ソ
ン
大

会
連
続
14
回
を
完
走
し
た

川
口
さ
ん
。
私
と
出
会
っ

た
の
も
同
じ
白
神
ア
ッ
プ

ル
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
参
加

し
て
い
た
か
ら
で
す
。
マ

ラ
ソ
ン
の
ラ
イ
バ
ル
で
あ

り
、
励
ま
し
合
う
仲
間
の

よ
う
な
方
で
す
。
ニ
コ
ニ

コ
と
人
懐
っ
こ
く
、
毎
日

の
マ
ラ
ソ
ン
を
欠
か
さ
な

い
そ
の
ス
タ
ミ
ナ
は
目
を

見
張
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
こ
か
ら
は
、
川
口
さ

ん
ご
自
身
が
執
筆
な
さ
っ

た
も
の
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
　
＊

　
私
の
若
い
頃
を
振
り
返
っ
て
思
う
こ
と
は
、
ど
ん
な
人
に
も
苦
難
が

あ
り
、
そ
れ
に
耐
え
ら
れ
る
﹁
体
﹂
と
﹁
心
﹂
を
鍛
え
な
け
れ
ば
と
常

に
思
っ
て
い
ま
す
。
私
は
三
戸
小
学
校
入
学
直
前
に
重
い
肺
炎
に
侵
さ

れ
両
親
の
手
厚
い
看
護
と
医
師
の
治
療
の
お
陰
で
全
快
し
ま
し
た
。
私

は
病
弱
で
あ
っ
た
の
で
、
柔
道
初
段
の
父
よ
り
小
中
学
校
の
頃
、
相
撲

と
柔
道
の
受
け
身
を
教
え
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
心
身
と
も
に
強
健

に
な
り
岩
手
県
立
福
岡
中
学
校
に
入
学
、
相
撲
部
副
部
長
と
し
て
奮
闘

し
ま
し
た
。
去
年
も
92
歳
で
ア
ッ
プ
ル
マ
ラ
ソ
ン
に
参
加
し
て
完
走

し
、
体
力
と
気
力
を
養
う
こ
と
が
い
か
に
大
切
で
あ
る
か
を
感
じ
ま
し
た
。

ひ
そ
か
な
後
半
の
人
生
の
旅
人

◉
葛
西
憲
之
助 

地
域
通
信
員

川
口
光
勇 

さ
ん
︵
92
歳
︶

弘
前
市

　
戦
争
中
に
広
島
に
派
遣
さ

れ
、
間
も
な
く
悲
惨
な
原
爆
で

被
爆
。
後
遺
症
を
持
ち
な
が
ら

も
九
死
に
一
生
を
得
ま
し
た
。

山
口
県
で
終
戦
の
報
を
聞
き
、

父
母
兄
妹
に
迎
え
ら
れ
懐
か
し

い
故
郷
に
帰
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
そ
の
後
私
は
師
範
学
校

に
入
学
し
、
弘
前
大
学
文
理
学

部
２
年
に
編
入
し
、
ヤ
ス
パ
ー

ス
哲
学
に
専
念
し
常
に
ド
イ
ツ

語
に
熱
中
、
現
在
も
続
け
て
い

ま
す
。
在
職
中
は
そ
の
学
び
を

活
か
し
板
柳
高
校
で
﹁
倫
社
新

聞
﹂
を
発
行
、
傍
ら
被
爆
者
に

関
す
る
﹁
ま
な
ざ
し
の
便
り
﹂

等
を
発
行
。
現
在
総
計
８
５
５

５
号
に
な
り
ま
す
。
こ
の
こ
と

に
対
し
﹁
読
売
教
育
賞
﹂
を
受

賞
、
日
本
原
水
爆
被
害
者
団
体

協
議
会
よ
り
﹁
表
彰
状
﹂
を
受

賞
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
経

験
よ
り
﹁
挫
折
体
験
は
人
生
の

宝
﹂
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
現

在
も
毎
日
マ
ラ
ソ
ン
を
続
け
て

い
ま
す
。
青
森
の
県
民
長
寿
を

目
指
し
て
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

◉
鈴
木
リ
ヨ 

地
域
通
信
員

佐
々
木
ツ
タ
子 

さ
ん
︵
86
歳
︶

八
戸
市

　
佐
々
木
ツ
タ
子
さ
ん

は
昭
和
６
年
11
月
15
日

生
ま
れ
の
未
年
。
盛
岡

市
に
３
男
５
女
の
５
女

と
し
て
生
ま
れ
る
が
、

母
は
１
歳
の
頃
に
亡
く

な
っ
た
た
め
、
記
憶
は

全
く
な
い
。
実
家
は
雑

貨
問
屋
を
経
営
し
て
い

た
が
、
後
に
長
兄
が
旅

館
に
転
業
。

　
岩
手
県
立
女
子
専
門
学
校
を
卒
業
し
、
服
飾
学
院
で
更
に
２
年
間
学
ん

だ
。
家
業
の
手
伝
い
を
し
て
い
た
27
歳
の
と
き
、
八
戸
で
自
動
車
エ
ン
ジ

ニ
ア
︵
デ
ィ
ー
ゼ
ル
関
係
︶
の
事
業
家
で
あ
る
亥
年
の
佐
々
木
繁
さ
ん
34

歳
と
結
婚
。﹁
お
見
合
い
も
な
く
、
未
と
亥
の
相
性
が
い
い
か
ら
と…

。

私
た
ち
は
占
い
婚
で
す
﹂
と
笑
う
。
お
話
が
11
月
に
あ
り
、
12
月
に
結
納
、

翌
年
１
月
４
日
に
法
霊
神
社
で
挙
式
。
隣
に﹁
主
人
に
似
た
弟
さ
ん
が
座
っ

て
い
て
、
び
っ
く
り
仰
天
︵
ご
主
人
は
所
用
で
間
に
合
わ
ず
︶。﹂
な
ん
と

も
大
様
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
大
笑
い
。
家
電
の
揃
う
恵
ま
れ
た
新
居
で
、
新

婚
生
活
を
ス
タ
ー
ト
し
、
息
子
を
一
人
も
う
け
、
父
の
事
業
を
継
ぐ
。
相

性
抜
群
の
御
主
人
は
黄
泉
の
国
へ
旅
立
た
れ
、
来
年
で
17
回
忌
に
な
る
。

　
趣
味
は
俳
句
・
コ
ー
ラ
ス
・
書
道
・
旅
行
等
。
俳
句
と
コ
ー
ラ
ス
は
Ｐ

Ｔ
Ａ
の
有
志
で
ク
ラ
ブ
を
立
ち
上
げ
た
。
指
導
者
や
会
員
が
少
し
ず
つ
変

わ
り
な
が
ら
も
38
年
続
い
て
い
る
。

　
小
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
学
年
委
員
長
に
な
っ
た
こ
と
が
、
社
会
活
動
を
す
る

き
っ
か
け
と
な
り
、
盛
美
会
八
戸
支
部
会
長
︵
短
大
Ｏ
Ｂ
会
︶、
高
校
の

母
姉
会
会
長
等
、
い
ろ
い
ろ
な
お
役
目
や
奉
仕
活
動
に
携
わ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　
平
成
16
年
か
ら
城
下
小
学
校
、
八
戸
小
学
校
の
５
年
生
に
俳
句
指
導
の

講
師
を
行
っ
て
お
り
、
海
や
寺
社
仏
閣
、
公
園
等
を
吟
行
し
句
を
作
ら
せ
、

天
地
人
・
秀
作
・
佳
作
を
選
ん
で
添
削
。
作
品
が
褒
め
ら
れ
る
と
子
供
た

ち
の
表
情
が
生
き
生
き
す
る
。﹁
目
が
輝
い
て
、
自
信
が
つ
い
た
よ
う
だ
。

他
の
教
科
も
積
極
的
に
勉
強
す
る
よ
う
に
な
っ
た
﹂
と
担
任
が
評
す
る

ほ
ど
。
ま
た
、
月
２
回
、
八
戸
小
学
校
で
百
人
一
首
の
読
み
手
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
行
っ
て
い
る
。

　
朝
は
６
時
30
分
に
起
床
し
朝
食
は
自
分
で
和
食
を
作
る
。
肉
・
野
菜
類

の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
何
で
も
食
べ
、
お
や
つ
は
和
菓
子
・
煎
餅
・
果
物
を

適
度
に
。
夜
は
10
時
就
寝
。
物
事
は
一
朝
一
夕
に
は
で
き
な
い
、
常
に
社

会
に
役
立
つ
こ
と
を
心
掛
け
て
い
る
。
モ
ッ
ト
ー
は
誠
実
・
真
っ
直
ぐ
・

謙
虚
・
信
仰
︵
観
音
祭
り
︶。
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
、
自
分
の
事
は

自
分
で
す
る
。
健
康
で
あ
れ
ば
も
う
一
度
社
寺
巡
拝
を
し
た
い
な
あ
、
と

の
こ
と
。

　
ツ
タ
子
さ
ん
は
、
お
話
上
手
で
明
る
く
、
お
お
ら
か
な
人
柄
。
エ
ネ
ル

ギ
ッ
シ
ュ
な
行
動
は
年
齢
を
感
じ
さ
せ
な
い
。
健
康
の
秘
訣
は
﹁
子
供
の

笑
顔
﹂﹁
触
れ
合
い
﹂。
こ
れ
が
元
気
の

素
だ
と
感
謝
す
る
。
俳
句
の
師
、
森
澄

雄
先
生
に
お
褒
め
い
た
だ
い
た
沢
山
の

句
の
中
か
ら
２
句
紹
介
し
ま
す
。

　
老
鴬
や

　次
の
札
所
へ

　峠
越
え

　衣
川

　遠
か
が
や
き
に

　桜
散
る

　
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
・
ご
健
吟
を
楽

し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

追
記
：
平
成
30
年
の
前
期
・
デ
ー
リ
ー

東
北
新
聞
社
の
俳
壇
の
選
者

に
選
ば
れ
た
そ
う
で
す
。
喜

ば
し
き
知
ら
せ
で
し
た
。

俳
句
で
子
供
た
ち
と
触
れ
合
い
、

　
　
　
　

  

笑
顔
で
元
気
を
も
ら
う

２列目 中央

平成29年度マラソン大会　5キロ完走 小学校で俳句指導

八戸小学校の授業風景１列目 左から３番目
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すこやか長寿コーナーは各地域の地域通信員（シニアライター）が取材した

長寿な方を掲載し、元気の秘訣等を紹介するコーナーです。 長寿コーナー長寿コーナー長寿コーナー長寿コーナーすこやかすこやかすこやかすこやか

◉
瀬
川
万
喜
太 

地
域
通
信
員

村
田
俊
雄 

さ
ん
︵
86
歳
︶

八
戸
市

　
八
戸
市
妙
に
お
住
ま
い
の
村
田
俊
雄

さ
ん
は
、
昭
和
６
年
12
月
19
日
生
ま
れ

の
86
歳
。
11
月
の
妙
団
地
町
内
だ
べ
り

ん
ぐ
会
で
、﹁
日
本
周
遊
マ
イ
カ
ー
で

の
旅
﹂
を
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
発
表
し

ま
し
た
。

　
去
年
の
５
月
10
日
、
自
宅
を
愛
車
の

ワ
ゴ
ン
車
で
出
発
。
前
沢
Ｓ
Ａ
で
車
中

泊
、
翌
日
仙
台
港
か
ら
フ
ェ
リ
ー
で
名

古
屋
港
へ
と
移
動
し
、
車
で
の
全
国
一

人
旅
が
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
日
そ
の

日
の
移
動
経
路
や
移
動
距
離
も
克
明
に
記
録
し
、
そ
の
様
子
を
写
真
に

収
め
、
詳
し
く
説
明
し
ま
し
た
。

　
旅
行
の
路
程
は
次
の
通
り

５
月
14
日
　
四
国
か
ら
高
松
市
・
丸
亀
城
・
道
後
温
泉
・
今
治
城
へ

５
月
16
日
　
三
崎
港
か
ら
フ
ェ
リ
ー
で
佐
賀
関
港
へ
。
湯
布
院
の
ホ
テ

ル
で
一
泊
。

　
　
　
　
　
阿
蘇
山
、
平
戸
な
ど
九
州
を
巡
り
門
司
へ
。
山
口
県
へ
入

り
萩
市
の
伊
藤
博
文
別
邸
な
ど
観
光
名
所
を
訪
ね
る
。

５
月
24
日
　
出
雲
、
舞
鶴
、
琵
琶
湖
へ
て
名
古
屋
港
か
ら
東
名
高
速
道

を
抜
け
日
本
平
Ｐ
Ａ
で
仮
泊
。

５
月
25
日
　
足
柄
Ｓ
Ａ
、
安
達
太
良
Ｓ
Ａ
、
利
府
塩
釜
Ｉ
Ｃ
か
ら
三
陸

道
を
へ
て
道
の
駅
﹁
や
ま
だ
﹂
で
仮
泊

５
月
26
日
　
三
陸
道
を
経
て
正
午
前
に
自
宅
到
着

　
１
日
２
０
０
㎞
〜
４
６
０
㎞
を
車
と

フ
ェ
リ
ー
で
移
動
し
、
車
中
泊
、
仮
泊
、

ホ
テ
ル
泊
を
重
ね
八
戸
市
か
ら
本
州
・

四
国
・
九
州
を
観
光
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
に
は
脱
帽
し
ま
す
。

　
村
田
俊
雄
さ
ん
は
一
昨
年
奥
様
を
亡

く
さ
れ
ま
し
た
が
、
生
前
に
愛
車
の
ワ

ゴ
ン
車
を
奥
様
の
た
め
に
車
椅
子
で
も

昇
降
で
き
る
よ
う
に
改
良
し
、
ご
夫
婦

で
北
海
道
か
ら
沖
縄
な
ど
各
地
を
共
に

ド
ラ
イ
ブ
で
観
光
し
て
き
ま
し
た
。
三
回
忌
を
終
え
た
去
年
、
16
泊
17

日
の
旅
を
パ
ソ
コ
ン
を
頼
り
に
計
画
し
ま
し
た
。
ほ
か
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
や
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
競
技
に
も
卓
越
し
、
各
地
の
県
大
会
な
ど

で
優
勝
。
八
戸
市
の
﹁
よ
い
歯
の
先
輩
コ
ン
ク
ー
ル
﹂
で
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
会
長

賞
を
受
賞
す

る
な
ど
活
躍

さ
れ
て
い
ま

す
。
今
後
も

健
康
や
行
動

力
を
持
ち
続

け
る
秘
訣
な

ど
を
ご
教
授

い
た
だ
き
た

い

も

の

で

す
。

16
泊
17
日
・
４
６
０
０
㎞
・
車
の
旅

癌
の
手
術
後
、
ま
さ
か
の
喜
び

中
岫
み
つ 

さ
ん
︵
88
歳
︶

十
和
田
市

活
動
家
で
あ
っ
た
。

　
大
正
琴
の
演
奏
活

動
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
と
終
始
体
調

に
留
意
し
な
が
ら
活

動
を
続
け
て
き
た

が
、
去
年
87
歳
の
と

き
に
癌
の
病
に
か
か

り
大
手
術
。
退
院
と

な
る
ま
で
の
３
ヵ
月

の
療
養
生
活
後
、
何
か
軽
い
事
で
も
と
考
え
た
結
果
、
家
計
簿
に
心
を

配
る
こ
と
と
し
た
。
現
在
65
冊
の
家
計
簿
と
な
っ
て
い
る
。
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
も
軽
い
動
き
の
連
続
で
楽
し
く
続
け
て
い
た
。
同
時
に
家

庭
菜
園
を
始
め
、
野
菜
〜
植
え
る
〜
結
果
ま
で
を
具
体
的
に
記
録
し
て

い
た
。

　
し
か
し
無
理
を
し
な
い
よ
う
に
と
考
え
、
介
護
施
設
に
入
居
の
お
願

い
を
し
た
と
こ
ろ
﹁
あ
な
た
は
介
護
施
設
に
世
話
に
な
る
ほ
ど
体
調
は

衰
え
て
い
な
い
﹂
と
言
わ
れ
、
さ
ら
に
﹁
思
考
力
の
低
下
も
な
く
、
短

時
間
の
運
動
が
で
き
る
体
調
で
あ
る
﹂
と
判
断
さ
れ
た
。
日
頃
の
安
全

な
動
き
が
功
を
奏
し
た
か
と
ふ
り
返
る
。
癌
の
手
術
を
し
た
こ
と
は
忘

れ
な
い
が
〝
ま
さ
か
？
の
大
喜
び
〞

で
あ
っ
た
。

　
以
来
日
常
の
仕
事
や
、
各
行
事
の

活
動
に
は
平
静
に
留
意
し
な
が
ら
歩

い
て
い
る
。
今
年
は
89
歳
を
迎
え
る

年
と
な
る
。

な
か
ぐ
き

な
か
ぐ
き

◉
田
鎖
周
治 

地
域
通
信
員

　
日
本
一
の
銅
産
出
量
を
誇

る
天
間
林
村
︵
七
戸
町
︶
の

上
北
鉱
山
に
父
の
転
職
の
た

め
移
り
、
上
北
鉱
山
小
学
校

に
三
年
生
で
転
入
し
、
高
等

科
を
卒
業
。
鉱
山
経
理
課
の

財
務
係
に
就
い
た
こ
と
は
、

本
人
と
し
て
は
実
に
幸
い
で

あ
っ
た
。
そ
れ
と
同
時
に
大

変
な
苦
労
も
あ
り
、
面
白
い

事
も
多
か
っ
た
と
の
こ
と
。

　
子
供
が
２
人
目
の
と
き
十
和
田
市
に
移
り
、
体
力
に
十
分
留
意
し
な

が
ら
健
康
に
過
ご
し
て
来
た
。
昭
和
58
年
、
健
康
保
持
の
た
め
大
正
琴

を
始
め
、
十
和
田
市
の
介
護
施
設
や
五
戸
・
六
戸
の
老
人
施
設
を
回
り

演
奏
す
る
と
い
う
大
き
な
役
目
も
賜
っ
た
。

　
大
正
琴
は
グ
ル
ー
プ
ご
と
の
参
加
だ
が
、
指
導
者
が
替
わ
る
た
び
に

練
習
方
法
が
変
わ
り
戸
惑
い
も
あ
っ
た
。
同
時
期
に
市
公
民
館
主
催
の

﹁
民
謡
ク
ラ
ブ
﹂
に
入
り
、
数
多
く
の
会
場
を
訪
ね
多
く
の
人
々
に
民

謡
を
聞
か
せ
大
き
な
効
果
を
得
る
こ
と
が
出
来
た
。
老
人
ク
ラ
ブ
の
役

員
と
し
て
活
動
し
て
以
来
、
婦
人
部
健
康
活
動
の
た
め
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
も
始
め
た
。
練

習
の
結
果
、
県
大
会
女

子
６
位
に
入
賞
。
ま
た

市
の
大
会
で
は
女
子

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
賞
、
ほ

か
優
勝
の
経
験
も
あ
り

一緒に旅したマイカーと

今回の旅を町内で発表 興味のグラウンド・ゴルフ
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◉
瀬
川
万
喜
太 

地
域
通
信
員

村
田
俊
雄 

さ
ん
︵
86
歳
︶

八
戸
市

　
八
戸
市
妙
に
お
住
ま
い
の
村
田
俊
雄

さ
ん
は
、
昭
和
６
年
12
月
19
日
生
ま
れ

の
86
歳
。
11
月
の
妙
団
地
町
内
だ
べ
り

ん
ぐ
会
で
、﹁
日
本
周
遊
マ
イ
カ
ー
で

の
旅
﹂
を
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
発
表
し

ま
し
た
。

　
去
年
の
５
月
10
日
、
自
宅
を
愛
車
の

ワ
ゴ
ン
車
で
出
発
。
前
沢
Ｓ
Ａ
で
車
中

泊
、
翌
日
仙
台
港
か
ら
フ
ェ
リ
ー
で
名

古
屋
港
へ
と
移
動
し
、
車
で
の
全
国
一

人
旅
が
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
日
そ
の

日
の
移
動
経
路
や
移
動
距
離
も
克
明
に
記
録
し
、
そ
の
様
子
を
写
真
に

収
め
、
詳
し
く
説
明
し
ま
し
た
。

　
旅
行
の
路
程
は
次
の
通
り

５
月
14
日
　
四
国
か
ら
高
松
市
・
丸
亀
城
・
道
後
温
泉
・
今
治
城
へ

５
月
16
日
　
三
崎
港
か
ら
フ
ェ
リ
ー
で
佐
賀
関
港
へ
。
湯
布
院
の
ホ
テ

ル
で
一
泊
。

　
　
　
　
　
阿
蘇
山
、
平
戸
な
ど
九
州
を
巡
り
門
司
へ
。
山
口
県
へ
入

り
萩
市
の
伊
藤
博
文
別
邸
な
ど
観
光
名
所
を
訪
ね
る
。

５
月
24
日
　
出
雲
、
舞
鶴
、
琵
琶
湖
へ
て
名
古
屋
港
か
ら
東
名
高
速
道

を
抜
け
日
本
平
Ｐ
Ａ
で
仮
泊
。

５
月
25
日
　
足
柄
Ｓ
Ａ
、
安
達
太
良
Ｓ
Ａ
、
利
府
塩
釜
Ｉ
Ｃ
か
ら
三
陸

道
を
へ
て
道
の
駅
﹁
や
ま
だ
﹂
で
仮
泊

５
月
26
日
　
三
陸
道
を
経
て
正
午
前
に
自
宅
到
着

　
１
日
２
０
０
㎞
〜
４
６
０
㎞
を
車
と

フ
ェ
リ
ー
で
移
動
し
、
車
中
泊
、
仮
泊
、

ホ
テ
ル
泊
を
重
ね
八
戸
市
か
ら
本
州
・

四
国
・
九
州
を
観
光
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
に
は
脱
帽
し
ま
す
。

　
村
田
俊
雄
さ
ん
は
一
昨
年
奥
様
を
亡

く
さ
れ
ま
し
た
が
、
生
前
に
愛
車
の
ワ

ゴ
ン
車
を
奥
様
の
た
め
に
車
椅
子
で
も

昇
降
で
き
る
よ
う
に
改
良
し
、
ご
夫
婦

で
北
海
道
か
ら
沖
縄
な
ど
各
地
を
共
に

ド
ラ
イ
ブ
で
観
光
し
て
き
ま
し
た
。
三
回
忌
を
終
え
た
去
年
、
16
泊
17

日
の
旅
を
パ
ソ
コ
ン
を
頼
り
に
計
画
し
ま
し
た
。
ほ
か
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
や
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
競
技
に
も
卓
越
し
、
各
地
の
県
大
会
な
ど

で
優
勝
。
八
戸
市
の
﹁
よ
い
歯
の
先
輩
コ
ン
ク
ー
ル
﹂
で
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
会
長

賞
を
受
賞
す

る
な
ど
活
躍

さ
れ
て
い
ま

す
。
今
後
も

健
康
や
行
動

力
を
持
ち
続

け
る
秘
訣
な

ど
を
ご
教
授

い
た
だ
き
た

い

も

の

で

す
。

16
泊
17
日
・
４
６
０
０
㎞
・
車
の
旅

癌
の
手
術
後
、
ま
さ
か
の
喜
び

中
岫
み
つ 

さ
ん
︵
88
歳
︶

十
和
田
市

活
動
家
で
あ
っ
た
。

　
大
正
琴
の
演
奏
活

動
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
と
終
始
体
調

に
留
意
し
な
が
ら
活

動
を
続
け
て
き
た

が
、
去
年
87
歳
の
と

き
に
癌
の
病
に
か
か

り
大
手
術
。
退
院
と

な
る
ま
で
の
３
ヵ
月

の
療
養
生
活
後
、
何
か
軽
い
事
で
も
と
考
え
た
結
果
、
家
計
簿
に
心
を

配
る
こ
と
と
し
た
。
現
在
65
冊
の
家
計
簿
と
な
っ
て
い
る
。
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
も
軽
い
動
き
の
連
続
で
楽
し
く
続
け
て
い
た
。
同
時
に
家

庭
菜
園
を
始
め
、
野
菜
〜
植
え
る
〜
結
果
ま
で
を
具
体
的
に
記
録
し
て

い
た
。

　
し
か
し
無
理
を
し
な
い
よ
う
に
と
考
え
、
介
護
施
設
に
入
居
の
お
願

い
を
し
た
と
こ
ろ
﹁
あ
な
た
は
介
護
施
設
に
世
話
に
な
る
ほ
ど
体
調
は

衰
え
て
い
な
い
﹂
と
言
わ
れ
、
さ
ら
に
﹁
思
考
力
の
低
下
も
な
く
、
短

時
間
の
運
動
が
で
き
る
体
調
で
あ
る
﹂
と
判
断
さ
れ
た
。
日
頃
の
安
全

な
動
き
が
功
を
奏
し
た
か
と
ふ
り
返
る
。
癌
の
手
術
を
し
た
こ
と
は
忘

れ
な
い
が
〝
ま
さ
か
？
の
大
喜
び
〞

で
あ
っ
た
。

　
以
来
日
常
の
仕
事
や
、
各
行
事
の

活
動
に
は
平
静
に
留
意
し
な
が
ら
歩

い
て
い
る
。
今
年
は
89
歳
を
迎
え
る

年
と
な
る
。

な
か
ぐ
き

な
か
ぐ
き

◉
田
鎖
周
治 

地
域
通
信
員

　
日
本
一
の
銅
産
出
量
を
誇

る
天
間
林
村
︵
七
戸
町
︶
の

上
北
鉱
山
に
父
の
転
職
の
た

め
移
り
、
上
北
鉱
山
小
学
校

に
三
年
生
で
転
入
し
、
高
等

科
を
卒
業
。
鉱
山
経
理
課
の

財
務
係
に
就
い
た
こ
と
は
、

本
人
と
し
て
は
実
に
幸
い
で

あ
っ
た
。
そ
れ
と
同
時
に
大

変
な
苦
労
も
あ
り
、
面
白
い

事
も
多
か
っ
た
と
の
こ
と
。

　
子
供
が
２
人
目
の
と
き
十
和
田
市
に
移
り
、
体
力
に
十
分
留
意
し
な

が
ら
健
康
に
過
ご
し
て
来
た
。
昭
和
58
年
、
健
康
保
持
の
た
め
大
正
琴

を
始
め
、
十
和
田
市
の
介
護
施
設
や
五
戸
・
六
戸
の
老
人
施
設
を
回
り

演
奏
す
る
と
い
う
大
き
な
役
目
も
賜
っ
た
。

　
大
正
琴
は
グ
ル
ー
プ
ご
と
の
参
加
だ
が
、
指
導
者
が
替
わ
る
た
び
に

練
習
方
法
が
変
わ
り
戸
惑
い
も
あ
っ
た
。
同
時
期
に
市
公
民
館
主
催
の

﹁
民
謡
ク
ラ
ブ
﹂
に
入
り
、
数
多
く
の
会
場
を
訪
ね
多
く
の
人
々
に
民

謡
を
聞
か
せ
大
き
な
効
果
を
得
る
こ
と
が
出
来
た
。
老
人
ク
ラ
ブ
の
役

員
と
し
て
活
動
し
て
以
来
、
婦
人
部
健
康
活
動
の
た
め
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
も
始
め
た
。
練

習
の
結
果
、
県
大
会
女

子
６
位
に
入
賞
。
ま
た

市
の
大
会
で
は
女
子

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
賞
、
ほ

か
優
勝
の
経
験
も
あ
り

一緒に旅したマイカーと

今回の旅を町内で発表 興味のグラウンド・ゴルフ
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　地
域
通
信
員
（
シ
ニ
ア
ラ
イ
タ
ー
）
は
長
寿
な
方

（
１
０
０
歳
以
上
高
齢
者
）
の
生
活
習
慣
・
生
活
ス
タ
イ

ル
等
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
り
、
地
域
で
活
動
し
て
い
る

方
や
サ
ー
ク
ル
を
取
材
し
て
い
ま
す
。
そ
の
情
報
を
広
く

県
内
外
に
紹
介
・
広
報
す
る
こ
と
で
、
県
民
の
健
康
意
識

の
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
調
査
活
動
を
通
し
て
、

地
域
通
信
員
（
シ
ニ
ア
ラ
イ
タ
ー
）
の
社
会
活
動
の
活
性

化
に
繋
げ
て
い
ま
す
。
長
寿
な
生
活
調
査
・
発
信
事
業

は
、
こ
の
２
つ
の
目
的
の
も
と
に
青
森
県
長
寿
社
会
振
興

セ
ン
タ
ー
が
行
っ
て
い
る
事
業
に
な
り
ま
す
。

　「
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
」
は
認
定
さ
れ
た
地
域
通
信

員
を
対
象
と
し
て
、
実
践
的
な
研
修
を
行
い
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
下
記
の
４
会
場
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　全
会
場
と
も
に
、
午
前
は
「
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
の
使
い

方
」
と
題
し
、
青
森
県
長
寿
社
会
振
興
セ
ン
タ
ー
の
職
員

が
講
義
を
行
い
ま
し
た
。
始
め
に
写
真
を
撮
る
ポ
イ
ン
ト

を
説
明
、
そ
の
後
各
自
持
参
し
た
カ
メ
ラ
で
写
真
を
撮

り
、
メ
ー
ル
で
送
信
す
る
ま
で
の
流
れ
を
講
義
し
ま
し

た
。　午

後
は
「
文
章
の
ま
と
め
方
の
コ
ツ
」
と
題
し
て
、
東

奥
印
刷
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長
の
中
門
清
司
氏
よ
り
、

文
章
を
書
く
時
の
注
意
や
原
稿
の
ま
と
め
方
に
つ
い
て
お

話
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
中
に
は
実
際
に
機
関
誌
に
載
せ
た

記
事
の
添
削
を
紹
介
し
、
よ
り
具
体
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
た
参
加
者
も
。
ど
の
会
場
で
も
参
加
者
は
積
極
的
に

質
問
す
る
な
ど
し
て
研
修
会
に
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

　ご
参
加
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ま
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

今
回
の
研
修
を
活
か
し
て
今
後
の
活
動
が
よ
り
活
発
に
な

る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
！

平成29年度  長寿な生活調査・発信事業

地域通信員フォローアップ研修終了！！

お近くに「こんなに元気な高齢者の方がいる」「活躍している高齢者がいる」「サークルでこんな活動をしている」
などの情報がありましたら、青森県長寿社会振興センターへお知らせください。地域通信員が取材へ参ります。

≪連絡先≫  TEL：０１７－７７７－６３１１　FAX：０１７－７３５－１１６０

・中野渡靜子（十和田市）　
・小林　礼子（十和田市）
・山本　順治（七戸町）
・市沢みつゑ（十和田市）
・甲田　愛子（七戸町）
・工藤　裕児（五戸町）
・石井　昌光（五戸町）

・見付　清文（五戸町）
・松橋　昭治（六戸町）
・松橋　洋子（六戸町）
・蛯名　啓一（十和田市）
・工藤　福志（十和田市）
・藤田　友志（東北町）
・中沢四五郎（十和田市）

・伊藤　順悦（八戸市）
・工藤　愼一（おいらせ町）
・鈴木　　工（八戸市）
・吉添　　隆（八戸市）
・尾崎　敬助（八戸市）
・藤川　節子（八戸市）
・菊田　幸雄（五戸町）

・浅坂　順一（八戸市）
・小松　弘美（八戸市）
・田鎖　周治（八戸市）
・千葉　幸子（八戸市）
・小泉　則雄（六戸町）
・松山　隆豊（八戸市）

青 森 会 場 ２月16日（金）

八 戸 会 場 ２月20日（火） 十和田会場 ２月23日（金）

　八
戸
市
に
お
住
い
の
地
域
通
信
員
、
鈴
木
リ
ヨ
さ
ん
（
76
歳
）
が
同
市
に
住
む

佐
々
木
ツ
タ
子
さ
ん
（
86
歳
）
に
取
材
を
行
い
ま
し
た
。
地
域
通
信
員
が
ど
の
よ

う
に
取
材
活
動
を
し
、
記
事
に
ま
と
め
て
い
る
か
を
ラ
ジ
オ
放
送
で
伝
え
る
た

め
、
青
森
放
送
株
式
会
社
の
夏
目
浩
光
さ
ん
が
現
場
に
て
取
材
を
録
音
。
鈴
木
リ

ヨ
さ
ん
は
録
音
機
器
を
準
備
し
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
聞
く
か
を
箇
条
書
き
で
ま

と
め
て
か
ら
取
材
を
開
始
し
ま
し
た
。
会
話
の
中
で
何
を
言
い
た
か
っ
た
の
か
、

取
材
後
に
何
度
も
録
音
テ
ー
プ
を
聞
き
直
し
記
事
に
ま
と
め
て
い
る
と
の
こ
と
。

　取
材
活
動
を
通
し
て
、「
自
分
よ
り
も
高
齢
の
方
の
話
を
聞
く
と
、
多
く
の
知

識
を
得
る
こ
と
が
で
き
て
楽
し
い
」「
今
ま
で
の
自
分
よ
り
も
積
極
的
に
な
れ

た
」
と
鈴
木
さ
ん
は
語
る
。

　

※

２
月
24
日
（
土
）「
あ
お
も
り
長
寿
セ
ミ
ナ
ー
」
で
放
送
さ
れ
ま
し
た
。

シ
ニ
ア
ラ
イ
タ
ー

　
鈴
木
リ
ヨ
さ
ん
の
取
材
が

あ
お
も
り
長
寿
セ
ミ
ナ
ー
で
放
送
さ
れ
ま
し
た
！

シ
ニ
ア
ラ
イ
タ
ー

　
鈴
木
リ
ヨ
さ
ん
の
取
材
が

あ
お
も
り
長
寿
セ
ミ
ナ
ー
で
放
送
さ
れ
ま
し
た
！

五所川原会場 ２月13日（火）

《十和田地区》

《八戸地区》

《五所川原地区》

《青森地区》

・笹森　愼一（鶴田町）

・米谷　隆子（つがる市）

・小沼　憲行（鯵ヶ沢町）

・秋元　　隆（弘前市）

・藤森　登喜（五所川原市）

・坂田　武博（弘前市）

・澤　　忠昭（五所川原市）

・平山　雄一（五所川原市）

・千葉　敏照（青森市）

・北舘　英輝（横浜町）

・畠山　弘子（弘前市）

・阿部　弘一（青森市）

平成29年度認定　地域通信員（シニアライター）名簿
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習
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・
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、
地
域
で
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や
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す
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撮
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送
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し
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「
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と
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会
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加
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な
ど
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。
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よ
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！
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に
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、
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に
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に
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に
取
材
活
動
を
し
、
記
事
に
ま
と
め
て
い
る
か
を
ラ
ジ
オ
放
送
で
伝
え
る
た

め
、
青
森
放
送
株
式
会
社
の
夏
目
浩
光
さ
ん
が
現
場
に
て
取
材
を
録
音
。
鈴
木
リ

ヨ
さ
ん
は
録
音
機
器
を
準
備
し
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
聞
く
か
を
箇
条
書
き
で
ま

と
め
て
か
ら
取
材
を
開
始
し
ま
し
た
。
会
話
の
中
で
何
を
言
い
た
か
っ
た
の
か
、

取
材
後
に
何
度
も
録
音
テ
ー
プ
を
聞
き
直
し
記
事
に
ま
と
め
て
い
る
と
の
こ
と
。

　取
材
活
動
を
通
し
て
、「
自
分
よ
り
も
高
齢
の
方
の
話
を
聞
く
と
、
多
く
の
知

識
を
得
る
こ
と
が
で
き
て
楽
し
い
」「
今
ま
で
の
自
分
よ
り
も
積
極
的
に
な
れ

た
」
と
鈴
木
さ
ん
は
語
る
。

　

※

２
月
24
日
（
土
）「
あ
お
も
り
長
寿
セ
ミ
ナ
ー
」
で
放
送
さ
れ
ま
し
た
。

シ
ニ
ア
ラ
イ
タ
ー

　
鈴
木
リ
ヨ
さ
ん
の
取
材
が

あ
お
も
り
長
寿
セ
ミ
ナ
ー
で
放
送
さ
れ
ま
し
た
！

シ
ニ
ア
ラ
イ
タ
ー

　
鈴
木
リ
ヨ
さ
ん
の
取
材
が

あ
お
も
り
長
寿
セ
ミ
ナ
ー
で
放
送
さ
れ
ま
し
た
！

五所川原会場 ２月13日（火）

《十和田地区》

《八戸地区》

《五所川原地区》

《青森地区》

・笹森　愼一（鶴田町）

・米谷　隆子（つがる市）

・小沼　憲行（鯵ヶ沢町）

・秋元　　隆（弘前市）

・藤森　登喜（五所川原市）

・坂田　武博（弘前市）

・澤　　忠昭（五所川原市）

・平山　雄一（五所川原市）

・千葉　敏照（青森市）

・北舘　英輝（横浜町）

・畠山　弘子（弘前市）

・阿部　弘一（青森市）
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　地
域
通
信
員
（
シ
ニ
ア
ラ
イ
タ
ー
）
は
長
寿
な
方

（
１
０
０
歳
以
上
高
齢
者
）
の
生
活
習
慣
・
生
活
ス
タ
イ

ル
等
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
り
、
地
域
で
活
動
し
て
い
る

方
や
サ
ー
ク
ル
を
取
材
し
て
い
ま
す
。
そ
の
情
報
を
広
く

県
内
外
に
紹
介
・
広
報
す
る
こ
と
で
、
県
民
の
健
康
意
識

の
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
調
査
活
動
を
通
し
て
、

地
域
通
信
員
（
シ
ニ
ア
ラ
イ
タ
ー
）
の
社
会
活
動
の
活
性

化
に
繋
げ
て
い
ま
す
。
長
寿
な
生
活
調
査
・
発
信
事
業

は
、
こ
の
２
つ
の
目
的
の
も
と
に
青
森
県
長
寿
社
会
振
興

セ
ン
タ
ー
が
行
っ
て
い
る
事
業
に
な
り
ま
す
。

　「
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
」
は
認
定
さ
れ
た
地
域
通
信

員
を
対
象
と
し
て
、
実
践
的
な
研
修
を
行
い
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
下
記
の
４
会
場
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　全
会
場
と
も
に
、
午
前
は
「
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
の
使
い

方
」
と
題
し
、
青
森
県
長
寿
社
会
振
興
セ
ン
タ
ー
の
職
員

が
講
義
を
行
い
ま
し
た
。
始
め
に
写
真
を
撮
る
ポ
イ
ン
ト

を
説
明
、
そ
の
後
各
自
持
参
し
た
カ
メ
ラ
で
写
真
を
撮

り
、
メ
ー
ル
で
送
信
す
る
ま
で
の
流
れ
を
講
義
し
ま
し

た
。　午

後
は
「
文
章
の
ま
と
め
方
の
コ
ツ
」
と
題
し
て
、
東

奥
印
刷
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長
の
中
門
清
司
氏
よ
り
、

文
章
を
書
く
時
の
注
意
や
原
稿
の
ま
と
め
方
に
つ
い
て
お

話
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
中
に
は
実
際
に
機
関
誌
に
載
せ
た

記
事
の
添
削
を
紹
介
し
、
よ
り
具
体
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
た
参
加
者
も
。
ど
の
会
場
で
も
参
加
者
は
積
極
的
に

質
問
す
る
な
ど
し
て
研
修
会
に
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

　ご
参
加
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ま
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

今
回
の
研
修
を
活
か
し
て
今
後
の
活
動
が
よ
り
活
発
に
な

る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
！

平成29年度  長寿な生活調査・発信事業

地域通信員フォローアップ研修終了！！

お近くに「こんなに元気な高齢者の方がいる」「活躍している高齢者がいる」「サークルでこんな活動をしている」
などの情報がありましたら、青森県長寿社会振興センターへお知らせください。地域通信員が取材へ参ります。

≪連絡先≫  TEL：０１７－７７７－６３１１　FAX：０１７－７３５－１１６０

・中野渡靜子（十和田市）　
・小林　礼子（十和田市）
・山本　順治（七戸町）
・市沢みつゑ（十和田市）
・甲田　愛子（七戸町）
・工藤　裕児（五戸町）
・石井　昌光（五戸町）

・見付　清文（五戸町）
・松橋　昭治（六戸町）
・松橋　洋子（六戸町）
・蛯名　啓一（十和田市）
・工藤　福志（十和田市）
・藤田　友志（東北町）
・中沢四五郎（十和田市）

・伊藤　順悦（八戸市）
・工藤　愼一（おいらせ町）
・鈴木　　工（八戸市）
・吉添　　隆（八戸市）
・尾崎　敬助（八戸市）
・藤川　節子（八戸市）
・菊田　幸雄（五戸町）

・浅坂　順一（八戸市）
・小松　弘美（八戸市）
・田鎖　周治（八戸市）
・千葉　幸子（八戸市）
・小泉　則雄（六戸町）
・松山　隆豊（八戸市）

青 森 会 場 ２月16日（金）

八 戸 会 場 ２月20日（火） 十和田会場 ２月23日（金）

　八
戸
市
に
お
住
い
の
地
域
通
信
員
、
鈴
木
リ
ヨ
さ
ん
（
76
歳
）
が
同
市
に
住
む

佐
々
木
ツ
タ
子
さ
ん
（
86
歳
）
に
取
材
を
行
い
ま
し
た
。
地
域
通
信
員
が
ど
の
よ

う
に
取
材
活
動
を
し
、
記
事
に
ま
と
め
て
い
る
か
を
ラ
ジ
オ
放
送
で
伝
え
る
た

め
、
青
森
放
送
株
式
会
社
の
夏
目
浩
光
さ
ん
が
現
場
に
て
取
材
を
録
音
。
鈴
木
リ

ヨ
さ
ん
は
録
音
機
器
を
準
備
し
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
聞
く
か
を
箇
条
書
き
で
ま

と
め
て
か
ら
取
材
を
開
始
し
ま
し
た
。
会
話
の
中
で
何
を
言
い
た
か
っ
た
の
か
、

取
材
後
に
何
度
も
録
音
テ
ー
プ
を
聞
き
直
し
記
事
に
ま
と
め
て
い
る
と
の
こ
と
。

　取
材
活
動
を
通
し
て
、「
自
分
よ
り
も
高
齢
の
方
の
話
を
聞
く
と
、
多
く
の
知

識
を
得
る
こ
と
が
で
き
て
楽
し
い
」「
今
ま
で
の
自
分
よ
り
も
積
極
的
に
な
れ

た
」
と
鈴
木
さ
ん
は
語
る
。

　

※

２
月
24
日
（
土
）「
あ
お
も
り
長
寿
セ
ミ
ナ
ー
」
で
放
送
さ
れ
ま
し
た
。

シ
ニ
ア
ラ
イ
タ
ー

　
鈴
木
リ
ヨ
さ
ん
の
取
材
が

あ
お
も
り
長
寿
セ
ミ
ナ
ー
で
放
送
さ
れ
ま
し
た
！

シ
ニ
ア
ラ
イ
タ
ー

　
鈴
木
リ
ヨ
さ
ん
の
取
材
が

あ
お
も
り
長
寿
セ
ミ
ナ
ー
で
放
送
さ
れ
ま
し
た
！

五所川原会場 ２月13日（火）

《十和田地区》

《八戸地区》

《五所川原地区》

《青森地区》

・笹森　愼一（鶴田町）

・米谷　隆子（つがる市）

・小沼　憲行（鯵ヶ沢町）

・秋元　　隆（弘前市）

・藤森　登喜（五所川原市）

・坂田　武博（弘前市）

・澤　　忠昭（五所川原市）

・平山　雄一（五所川原市）

・千葉　敏照（青森市）

・北舘　英輝（横浜町）

・畠山　弘子（弘前市）

・阿部　弘一（青森市）
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あすなろ友の会の活動
「あすなろ友の会」は、高齢者の生きがいと健康づくり及び仲間づくりの推進を目的に自主的に活動しています。

　あ
す
な
ろ
友
の
会
津
軽
支
部
で
は
、
２
月
14
日
午
前
10
時
半
か
ら
弘
前
市
高
崎

「
弘
前
フ
ァ
ミ
リ
ー
ボ
ウ
ル
」
で
、
会
員
30
名
が
参

加
し
て
「
親
睦
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
」
を
開
催
し
た
。

　ボ
ウ
リ
ン
グ
で
寒
さ
を
吹
っ
飛
ば
せ
と
ば
か
り
に

男
女
と
も
熱
戦
が
展
開
。
多
く
の
珍
プ
レ
ー
が
展
開

さ
れ
、笑
い
が
絶
え
な
か
っ
た
。
１
人
２
ゲ
ー
ム
の
結

果
は
次
の
通
り
。

①
植
田
康
雄
　２
７
９
点

　②
栗
林
欣
一
　２
６
５
点

③
北
山
勝
芳
　２
６
０
点

　④
水
木
健
仁

　⑤
岡
野

勇
司

　⑥
工
藤
嘉
子

　⑦
鳴
海
紀

　⑧
小
野
野
里

⑨
本
間
晴
子

　⑩
木
村
て
つ
子

　
　
　
　
　
　
　
　（
津
軽
支
部

　本
間

　操
）

　猛
吹
雪
の
１
月
25
日
、
弘
前
市
民
会
館
で
開
か
れ
た
音
楽
セ
ミ
ナ
ー
に
33
名
が
参

加
し
た
。
講
師
は
弘
前
医
療
福
祉
大
学
副
学
長
、
音
楽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
・
赤
と

ん
ぼ
会
長
の
相
澤
保
正
先
生
。

　北
原
白
秋
作
詞
、
中
山
晋
平
作
曲
の
「
砂
山
」

で
は
、「
す
ず
め
さ
よ
な
ら 

さ
よ
な
ら
あ
し
た
」

の
部
分
は
ス
ズ
メ
に
向
か
っ
て
優
し
く
歌
い
、

「
う
み
よ
さ
よ
な
ら 

さ
よ
な
ら
あ
し
た
」
は
堂
々

と
歌
う
、
こ
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
芸
術
だ
。
ヒ
ッ

ト
す
る
曲
は
詞
も
曲
も
い
い
等
々
。
こ
の
よ
う
な

お
話
を
聞
き
、
童
謡
の
ほ
か
「
鐘
の
鳴
る
丘
」
や

「
大
き
な
古
時
計
」
な
ど
を
歌
う
。

　知
っ
て
歌
っ
て
癒
や
さ
れ
る
一
日
だ
っ
た
。

　
　
　（
津
軽
支
部

　鳴
海

　紀
）

後
は
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
。

　最
後
に
お
待
ち
か
ね
の
お
弁
当
タ
イ
ム
と
な
り
、
ビ
ー
ル
を
飲
ん
だ
り
、
お
し
ゃ

べ
り
を
し
た
り
と
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
解
散
と
な
っ
た
。

（
青
森
支
部

　木
原

　一
明
）

▼
津
軽
支
部

恒
例
の
音
楽
集
会

　師
走
に
入
り
慌
た
だ
し
い
中
、
12
月
９
日
に

ラ
・
プ
ラ
ス
青
い
森
で
「
う
た
ご
え
と
演
奏
の
集

い
」
を
１
２
０
名
の
参
加
者
で
開
催
し
た
。

　オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
ト
リ
オ
セ
ブ
ン
ホ
ー
プ
に
よ
る

生
演
奏
。「
川
の
流
れ
の
よ
う
に
」
の
曲
が
流
れ
、

参
加
者
の
気
持
ち
を
掴
ん
だ
。
続
い
て
童
謡
や
懐

か
し
の
演
歌
な
ど
、
大
合
唱
で
歌
い
あ
げ
一
部
終

了
。
二
部
は
し
っ
と
り
と
し
た
名
曲
の
演
奏
か
ら
ス

タ
ー
ト
。
８
年
前
に
亡
く
な
っ
た
ご
主
人
の
大
好
き

だ
っ
た
「
シ
ク
ラ
メ
ン
の
か
ほ
り
」
を
奥
様
が
感
情

を
込
め
て
歌
い
、
ほ
ろ
っ
と
す
る
場
面
も
あ
っ
た
。

　そ
の
後
大
合
唱
で
「
高
校
３
年
生
」
な
ど
、
普
段
出
し
た
こ
と
の
な
い
大
声
で
歌

い
続
け
、
あ
っ
と
い
う
間
に
楽
し
い
時
間
も
終
わ
り
。
と
思
い
き
や
、
会
場
が
一
瞬

暗
く
な
り
、
黒
の
レ
ー
ス
の
ド
レ
ス
を
ま
と
っ
た
妖
艶
な
美
女
が
登
場
し
、
瀬
川
瑛

子
の
「
命
く
れ
な
い
」
を
歌
い
だ
し
た
。
思
わ
ぬ
サ
プ
ラ
イ
ズ
に
会
場
は
大
喝
采
の

嵐
。
な
ん
と
美
女
は
友
の
会
の
男
性
会
員
だ
っ
た
の
だ
。
次
回
は
ど
ん
な
サ
プ
ラ

イ
ズ
を
見
せ
て
く
れ
る
の
か
と
て
も
楽
し
み
。

　帰
り
際
、「
と
て
も
楽
し
か
っ
た
わ
」
と
嬉
し
い
言
葉
を
た
く
さ
ん
頂
い
た
。

　
　（
青
森
支
部

　古
川

　な
み
い
）

　天
候
に
恵
ま
れ
た
２
月
10
日（
土
）、93
名
の
参

加
者
で
キ
ュ
ー
テ
ィ
ー
ブ
ロ
ン
ズ
（
吉
本
興
業
所

属
）
の
お
笑
い
を
聞
く
会
を
開
催
し
た
。

　少
し
太
め
の
ボ
ケ
担
当
「
こ
さ
ぶ
ろ
う
」
さ
ん

と
、
ス
タ
イ
ル
の
い
い
伊
達
メ
ガ
ネ
を
か
け
た

ツ
ッ
コ
ミ
担
当
「
せ
ん
ぞ
う
」
さ
ん
。
２
人
の
息

の
合
っ
た
お
笑
い
に
会
場
は
爆
笑
の
連
続
。
オ
カ

リ
ナ
が
得
意
な
こ
さ
ぶ
ろ
う
さ
ん
は
、
口
笛
を
吹

き
な
が
ら
鼻
で
オ
カ
リ
ナ
を
奏
で
た
り
、
突
き
出

た
お
腹
で
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
な
が
ら
奏
で
た
り

と
、
会
場
を
笑
い
の
渦
に
巻
き
込
む
。
お
笑
い
の

▼
青
森
支
部

う
た
ご
え
と
演
奏
の
集
い

親
睦
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

キ
ュ
ー
テ
ィ
ー
ブ
ロ
ン
ズ
お
笑
い

▼
下
北
支
部

楽
し
か
っ
た
体
力
測
定 

〜
使
っ
て
貯
め
よ
う
筋
肉
貯
筋
〜

　人
生
80
年
！
「
老
化
の
下
り
坂
を
ゆ
る
や
か
に
！
」
を
目
的
に
、
11
月
15
日
（
水
）、
む
つ
市
中
央

公
民
館
で
健
康
教
室
を
開
催
し
た
。

　早
速
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
体
力
測
定
（
握
力
・
片
足
立
ち
な
ど
）
が
始
ま
っ
た
。
足
が
動
こ
う

が
腰
が
曲
が
ろ
う
が
頑
張
れ
る
と
こ
ろ
ま
で
頑
張
っ
た
体
力
測
定
。

　次
に
貯
筋
運
動
へ
。
年
齢
と
と
も
に
落
ち
や
す
い
太
も
も
・
足
の
付

け
根
・
脛
・
ふ
く
ら
は
ぎ
・
お
腹
の
ス
ト
レ
ッ
チ
。
休
憩
を
挟
ん
で
最

後
は
デ
ュ
ア
ル
タ
ス
ク
（
２
つ
の
事
を
同
時
に
行
う
「
な
が
ら
動
作
」

の
こ
と
）
へ
。
歩
行
機
能
や
認
知
機
能
の
改
善
や
阻
止
を
目
的
に
、

テ
ー
マ
音
楽
に
合
わ
せ
て
、
座
位
と
立
位
で
腹
筋
・
大
腿
筋
・
背
中
等

の
ス
ト
レ
ッ
チ
。
さ
ぼ
る
筋
肉
と
遅
れ
て
動
く
筋
肉
を
動
か
す
運
動
に

身
も
心
も
欣
喜
雀
躍
す
る
。

　貯
筋
体
操
で
体
を
動
か
し
て
生
涯
元
気
を
合
言
葉
に
「
面
白
か
っ

た
、
ま
た
や
り
た
い
」
と
言
っ
て
大
喜
び
。
身
も
心
も
若
返
る
楽
し
い

一
日
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
下
北
支
部

　祐
川

　猛
）

　11
月
18
日
、
江
陽
公
民
館
で
、
日
本
ス
ポ
ー
ツ
吹
き
矢
協
会
の
葛
西

征
三
氏
ほ
か
会
員
４
名
の
講
師
を
迎
え
、
ス
ポ
ー
ツ
吹
き
矢
体
験
を
行
い

ま
し
た
。

　ス
ポ
ー
ツ
吹
き
矢
式
呼
吸
法
は
「
腹
式
呼
吸
」＋「
胸
式
呼
吸
」
で

す
。
ポ
イ
ン
ト
は
呼
吸
法
と
集
中
力
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
動
き
を
身
に

つ
け
る
こ
と
。
モ
ッ
ト
ー
は
、「
楽
し
く
な
け
れ
ば
吹
き
矢
じ
ゃ
な

い
」
だ
そ
う
で
す
。

　会
員
の
方
の
実
技
の
手
本
を
見
せ
て
い
た
だ
い
た
後
、
私
た
ち
も
２

組
に
分
か
れ
て
実
技
を
体
験
し
ま
し
た
。
最
初
は
一
番
短
い
６
ｍ
の
距
離

か
ら
で
し
た
が
、
的
に
当
て
よ
う
と
必
死
で
当
た
っ
た
り
外
れ
た
り
。
早

く
な
り
が
ち
な
基
本
動
作
を
会
員
に
修
正
し
て
も
ら
い
、
繰
り
返
し
挑

戦
し
て
い
る
う
ち
に
少
し
ず
つ
的
に
当
た
る
よ
う
に
な
り
楽
し
さ
味
わ
え
ま
し
た
。
締
め
く
く
り
は
参
加

者
全
員
で
試
合
を
行
い
、
楽
し
く
爽
や
か
な
気
分
で
解
散
し
ま
し
た
。

　ス
ポ
ー
ツ
吹
き
矢
呼
吸
法
は
、
心
肺
機
能
向
上
の
成
人
病
予
防
に
繋
が
る
な
ど
い
い
こ
と
ず
く
め
で

す
。ゆ
っ
た
り
と
し
た
所
作
は
弓
道
に
似
て
い
る
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。（
八
戸
支
部

　上
杉

　靖
悠
紀
）

▼
八
戸
支
部

ス
ポ
ー
ツ
吹
き
矢
体
験

▼
上
十
三
支
部

さ
わ
や
か
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
と
伝
承
け
い
ら
ん
料
理
に
集
中

　11
月
19
日
、
秋
晴
れ
の
下
、
広
大
な
緑
地
七
戸
コ
ー
ス
で
爽
や

か
に
進
行
し
た
。
心
身
全
開
・
完
全
燃
焼
に
よ
り
全
員
僅
差
と
男

女
の
差
も
目
立
た
ず
、
15
位
ま
で
男
女
同
数
入
賞
。
日
々
の
熱
心

な
鍛
錬
に
よ
る
技
術
ア
ッ
プ
が
見
ら
れ
、
大
変
嬉
し
い
結
果
と

な
っ
た
。
こ
の
結
果
は
、
日
頃
の
練
習
と
七
戸
町
の
あ
す
な
ろ
会

委
員
で
コ
ー
ス
の
整
備
・
諸
準
備
を
万
全
に
し
た
後
に
プ
レ
ー

を
し
た
た
め
、
心
地
よ
く
存
分
に
実
力
を
発
揮
出
来
た
か
ら
だ

と
感
謝
。

　同
日
午
後
、
七
戸
公
民
館
に
於
い
て
伝
承
「
け
い
ら
ん
」
郷
土

料
理
を
体
験
し
た
。
け
い
ら
ん
料
理
を
紐
解
く
と
、
京
・
大
阪
料

理
で
南
部
藩
の
伝
承
精
進
料
理
の

一
つ
で
あ
っ
た
。
祝
い
事
は
紅
白

２
個
、
法
事
は
白
２
個
の
白
玉
を

入
れ
、
一
掴
み
の
そ
う
め
ん
、
三

つ
葉
を
添
え
て
だ
し
汁
を
注
ぎ

出
来
上
が
り
。

　講
師
に
七
戸
町
の
松
橋
澄
子
先
生
を
迎
え
、
説
明
を
受
け
て
実
践
に

入
っ
た
。
当
時
の
け
い
ら
ん
と
の
違
い
は
、
白
玉
に
澱
粉
、
餡
に
く
る

み
を
混
入
す
る
こ
と
。
手
早
く
丸
め
皮
に
包
み
熱
湯
へ
。
失
敗
が
続
く

中
、
や
り
直
し
て
成
功
。
各
班
盛
り
付
け
し
て
先
生
の
講
評
を
聞
く
。

全
員
満
足
し
共
々
握
手
を
交
わ
し
帰
路
に
着
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
上
十
三
支
部

　武
田

　茂
）

　２
月
10
日
、
健
康
あ
ふ
れ
た
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
で
今
年
度
の
事
業
を
納

め
た
。ゲ
ー
ム
の
回
数
が
進
み
、各
グ
ル
ー
プ
で〝
げ
き
〞
を
飛
ば
し
て
仲

間
と
笑
顔
で
両
手
合
わ
せ
。
嬉
々
と
し
た
歓
声
で
盛
り
上
が
り
ゲ
ー
ム
を

閉
じ
た
。
結
果
分
析
か
ら
、
夏
冬
共
に
継
続
的
に
運
動
し
て
い
る
方
は
、

体
力
持
続
か
ら
得
点
の
平
均
化
に
よ
り
上
位
を
得
た
。
結
果
は
①
佐
賀
、

②
山
本（
順
）、
③
清
野
、
④
古
澤
、
⑤
佐
藤
（
は
）、⑥
沖
津
、
⑦
成
田
、

⑧
阿
久
津
、
⑨
瀬
川
、
⑩
金
渕
、
以
下
頑
張
り
賞
。
反
省
・
感
想
・
好
評

で
閉
会
。「
継
続
は
力
な
り
」、
今
後
共
、
継
続
運
動
を
心
掛
け
て
健
康
寿

命
を
延
ば
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　（
上
十
三
支
部

　武
田

　茂
）

継
続
は
力
な
り

あすなろ友の会の活動
「あすなろ友の会」は、高齢者の生きがいと健康づくり及び仲間づくりの推進を目的に自主的に活動しています。

　あ
す
な
ろ
友
の
会
津
軽
支
部
で
は
、
２
月
14
日
午
前
10
時
半
か
ら
弘
前
市
高
崎

「
弘
前
フ
ァ
ミ
リ
ー
ボ
ウ
ル
」
で
、
会
員
30
名
が
参

加
し
て
「
親
睦
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
」
を
開
催
し
た
。

　ボ
ウ
リ
ン
グ
で
寒
さ
を
吹
っ
飛
ば
せ
と
ば
か
り
に

男
女
と
も
熱
戦
が
展
開
。
多
く
の
珍
プ
レ
ー
が
展
開

さ
れ
、笑
い
が
絶
え
な
か
っ
た
。
１
人
２
ゲ
ー
ム
の
結

果
は
次
の
通
り
。

①
植
田
康
雄
　２
７
９
点

　②
栗
林
欣
一
　２
６
５
点

③
北
山
勝
芳
　２
６
０
点

　④
水
木
健
仁

　⑤
岡
野

勇
司

　⑥
工
藤
嘉
子

　⑦
鳴
海
紀

　⑧
小
野
野
里

⑨
本
間
晴
子

　⑩
木
村
て
つ
子

　
　
　
　
　
　
　
　（
津
軽
支
部

　本
間

　操
）

　猛
吹
雪
の
１
月
25
日
、
弘
前
市
民
会
館
で
開
か
れ
た
音
楽
セ
ミ
ナ
ー
に
33
名
が
参

加
し
た
。
講
師
は
弘
前
医
療
福
祉
大
学
副
学
長
、
音
楽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
・
赤
と

ん
ぼ
会
長
の
相
澤
保
正
先
生
。

　北
原
白
秋
作
詞
、
中
山
晋
平
作
曲
の
「
砂
山
」

で
は
、「
す
ず
め
さ
よ
な
ら 

さ
よ
な
ら
あ
し
た
」

の
部
分
は
ス
ズ
メ
に
向
か
っ
て
優
し
く
歌
い
、

「
う
み
よ
さ
よ
な
ら 

さ
よ
な
ら
あ
し
た
」
は
堂
々

と
歌
う
、
こ
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
芸
術
だ
。
ヒ
ッ

ト
す
る
曲
は
詞
も
曲
も
い
い
等
々
。
こ
の
よ
う
な

お
話
を
聞
き
、
童
謡
の
ほ
か
「
鐘
の
鳴
る
丘
」
や

「
大
き
な
古
時
計
」
な
ど
を
歌
う
。

　知
っ
て
歌
っ
て
癒
や
さ
れ
る
一
日
だ
っ
た
。

　
　
　（
津
軽
支
部

　鳴
海

　紀
）

後
は
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
。

　最
後
に
お
待
ち
か
ね
の
お
弁
当
タ
イ
ム
と
な
り
、
ビ
ー
ル
を
飲
ん
だ
り
、
お
し
ゃ

べ
り
を
し
た
り
と
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
解
散
と
な
っ
た
。

（
青
森
支
部

　木
原

　一
明
）

▼
津
軽
支
部

恒
例
の
音
楽
集
会

　師
走
に
入
り
慌
た
だ
し
い
中
、
12
月
９
日
に

ラ
・
プ
ラ
ス
青
い
森
で
「
う
た
ご
え
と
演
奏
の
集

い
」
を
１
２
０
名
の
参
加
者
で
開
催
し
た
。

　オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
ト
リ
オ
セ
ブ
ン
ホ
ー
プ
に
よ
る

生
演
奏
。「
川
の
流
れ
の
よ
う
に
」
の
曲
が
流
れ
、

参
加
者
の
気
持
ち
を
掴
ん
だ
。
続
い
て
童
謡
や
懐

か
し
の
演
歌
な
ど
、
大
合
唱
で
歌
い
あ
げ
一
部
終

了
。
二
部
は
し
っ
と
り
と
し
た
名
曲
の
演
奏
か
ら
ス

タ
ー
ト
。
８
年
前
に
亡
く
な
っ
た
ご
主
人
の
大
好
き

だ
っ
た
「
シ
ク
ラ
メ
ン
の
か
ほ
り
」
を
奥
様
が
感
情

を
込
め
て
歌
い
、
ほ
ろ
っ
と
す
る
場
面
も
あ
っ
た
。

　そ
の
後
大
合
唱
で
「
高
校
３
年
生
」
な
ど
、
普
段
出
し
た
こ
と
の
な
い
大
声
で
歌

い
続
け
、
あ
っ
と
い
う
間
に
楽
し
い
時
間
も
終
わ
り
。
と
思
い
き
や
、
会
場
が
一
瞬

暗
く
な
り
、
黒
の
レ
ー
ス
の
ド
レ
ス
を
ま
と
っ
た
妖
艶
な
美
女
が
登
場
し
、
瀬
川
瑛

子
の
「
命
く
れ
な
い
」
を
歌
い
だ
し
た
。
思
わ
ぬ
サ
プ
ラ
イ
ズ
に
会
場
は
大
喝
采
の

嵐
。
な
ん
と
美
女
は
友
の
会
の
男
性
会
員
だ
っ
た
の
だ
。
次
回
は
ど
ん
な
サ
プ
ラ

イ
ズ
を
見
せ
て
く
れ
る
の
か
と
て
も
楽
し
み
。

　帰
り
際
、「
と
て
も
楽
し
か
っ
た
わ
」
と
嬉
し
い
言
葉
を
た
く
さ
ん
頂
い
た
。

　
　（
青
森
支
部

　古
川

　な
み
い
）

　天
候
に
恵
ま
れ
た
２
月
10
日（
土
）、93
名
の
参

加
者
で
キ
ュ
ー
テ
ィ
ー
ブ
ロ
ン
ズ
（
吉
本
興
業
所

属
）
の
お
笑
い
を
聞
く
会
を
開
催
し
た
。

　少
し
太
め
の
ボ
ケ
担
当
「
こ
さ
ぶ
ろ
う
」
さ
ん

と
、
ス
タ
イ
ル
の
い
い
伊
達
メ
ガ
ネ
を
か
け
た

ツ
ッ
コ
ミ
担
当
「
せ
ん
ぞ
う
」
さ
ん
。
２
人
の
息

の
合
っ
た
お
笑
い
に
会
場
は
爆
笑
の
連
続
。
オ
カ

リ
ナ
が
得
意
な
こ
さ
ぶ
ろ
う
さ
ん
は
、
口
笛
を
吹

き
な
が
ら
鼻
で
オ
カ
リ
ナ
を
奏
で
た
り
、
突
き
出

た
お
腹
で
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
な
が
ら
奏
で
た
り

と
、
会
場
を
笑
い
の
渦
に
巻
き
込
む
。
お
笑
い
の

▼
青
森
支
部

う
た
ご
え
と
演
奏
の
集
い

親
睦
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

キ
ュ
ー
テ
ィ
ー
ブ
ロ
ン
ズ
お
笑
い

▼
下
北
支
部

楽
し
か
っ
た
体
力
測
定 

〜
使
っ
て
貯
め
よ
う
筋
肉
貯
筋
〜

　人
生
80
年
！
「
老
化
の
下
り
坂
を
ゆ
る
や
か
に
！
」
を
目
的
に
、
11
月
15
日
（
水
）、
む
つ
市
中
央

公
民
館
で
健
康
教
室
を
開
催
し
た
。

　早
速
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
体
力
測
定
（
握
力
・
片
足
立
ち
な
ど
）
が
始
ま
っ
た
。
足
が
動
こ
う

が
腰
が
曲
が
ろ
う
が
頑
張
れ
る
と
こ
ろ
ま
で
頑
張
っ
た
体
力
測
定
。

　次
に
貯
筋
運
動
へ
。
年
齢
と
と
も
に
落
ち
や
す
い
太
も
も
・
足
の
付

け
根
・
脛
・
ふ
く
ら
は
ぎ
・
お
腹
の
ス
ト
レ
ッ
チ
。
休
憩
を
挟
ん
で
最

後
は
デ
ュ
ア
ル
タ
ス
ク
（
２
つ
の
事
を
同
時
に
行
う
「
な
が
ら
動
作
」

の
こ
と
）
へ
。
歩
行
機
能
や
認
知
機
能
の
改
善
や
阻
止
を
目
的
に
、

テ
ー
マ
音
楽
に
合
わ
せ
て
、
座
位
と
立
位
で
腹
筋
・
大
腿
筋
・
背
中
等

の
ス
ト
レ
ッ
チ
。
さ
ぼ
る
筋
肉
と
遅
れ
て
動
く
筋
肉
を
動
か
す
運
動
に

身
も
心
も
欣
喜
雀
躍
す
る
。

　貯
筋
体
操
で
体
を
動
か
し
て
生
涯
元
気
を
合
言
葉
に
「
面
白
か
っ

た
、
ま
た
や
り
た
い
」
と
言
っ
て
大
喜
び
。
身
も
心
も
若
返
る
楽
し
い

一
日
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
下
北
支
部

　祐
川

　猛
）

　11
月
18
日
、
江
陽
公
民
館
で
、
日
本
ス
ポ
ー
ツ
吹
き
矢
協
会
の
葛
西

征
三
氏
ほ
か
会
員
４
名
の
講
師
を
迎
え
、
ス
ポ
ー
ツ
吹
き
矢
体
験
を
行
い

ま
し
た
。

　ス
ポ
ー
ツ
吹
き
矢
式
呼
吸
法
は
「
腹
式
呼
吸
」＋「
胸
式
呼
吸
」
で

す
。
ポ
イ
ン
ト
は
呼
吸
法
と
集
中
力
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
動
き
を
身
に

つ
け
る
こ
と
。
モ
ッ
ト
ー
は
、「
楽
し
く
な
け
れ
ば
吹
き
矢
じ
ゃ
な

い
」
だ
そ
う
で
す
。

　会
員
の
方
の
実
技
の
手
本
を
見
せ
て
い
た
だ
い
た
後
、
私
た
ち
も
２

組
に
分
か
れ
て
実
技
を
体
験
し
ま
し
た
。
最
初
は
一
番
短
い
６
ｍ
の
距
離

か
ら
で
し
た
が
、
的
に
当
て
よ
う
と
必
死
で
当
た
っ
た
り
外
れ
た
り
。
早

く
な
り
が
ち
な
基
本
動
作
を
会
員
に
修
正
し
て
も
ら
い
、
繰
り
返
し
挑

戦
し
て
い
る
う
ち
に
少
し
ず
つ
的
に
当
た
る
よ
う
に
な
り
楽
し
さ
味
わ
え
ま
し
た
。
締
め
く
く
り
は
参
加

者
全
員
で
試
合
を
行
い
、
楽
し
く
爽
や
か
な
気
分
で
解
散
し
ま
し
た
。

　ス
ポ
ー
ツ
吹
き
矢
呼
吸
法
は
、
心
肺
機
能
向
上
の
成
人
病
予
防
に
繋
が
る
な
ど
い
い
こ
と
ず
く
め
で

す
。ゆ
っ
た
り
と
し
た
所
作
は
弓
道
に
似
て
い
る
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。（
八
戸
支
部

　上
杉

　靖
悠
紀
）

▼
八
戸
支
部

ス
ポ
ー
ツ
吹
き
矢
体
験

▼
上
十
三
支
部

さ
わ
や
か
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
と
伝
承
け
い
ら
ん
料
理
に
集
中

　11
月
19
日
、
秋
晴
れ
の
下
、
広
大
な
緑
地
七
戸
コ
ー
ス
で
爽
や

か
に
進
行
し
た
。
心
身
全
開
・
完
全
燃
焼
に
よ
り
全
員
僅
差
と
男

女
の
差
も
目
立
た
ず
、
15
位
ま
で
男
女
同
数
入
賞
。
日
々
の
熱
心

な
鍛
錬
に
よ
る
技
術
ア
ッ
プ
が
見
ら
れ
、
大
変
嬉
し
い
結
果
と

な
っ
た
。
こ
の
結
果
は
、
日
頃
の
練
習
と
七
戸
町
の
あ
す
な
ろ
会

委
員
で
コ
ー
ス
の
整
備
・
諸
準
備
を
万
全
に
し
た
後
に
プ
レ
ー

を
し
た
た
め
、
心
地
よ
く
存
分
に
実
力
を
発
揮
出
来
た
か
ら
だ

と
感
謝
。

　同
日
午
後
、
七
戸
公
民
館
に
於
い
て
伝
承
「
け
い
ら
ん
」
郷
土

料
理
を
体
験
し
た
。
け
い
ら
ん
料
理
を
紐
解
く
と
、
京
・
大
阪
料

理
で
南
部
藩
の
伝
承
精
進
料
理
の

一
つ
で
あ
っ
た
。
祝
い
事
は
紅
白

２
個
、
法
事
は
白
２
個
の
白
玉
を

入
れ
、
一
掴
み
の
そ
う
め
ん
、
三

つ
葉
を
添
え
て
だ
し
汁
を
注
ぎ

出
来
上
が
り
。

　講
師
に
七
戸
町
の
松
橋
澄
子
先
生
を
迎
え
、
説
明
を
受
け
て
実
践
に

入
っ
た
。
当
時
の
け
い
ら
ん
と
の
違
い
は
、
白
玉
に
澱
粉
、
餡
に
く
る

み
を
混
入
す
る
こ
と
。
手
早
く
丸
め
皮
に
包
み
熱
湯
へ
。
失
敗
が
続
く

中
、
や
り
直
し
て
成
功
。
各
班
盛
り
付
け
し
て
先
生
の
講
評
を
聞
く
。

全
員
満
足
し
共
々
握
手
を
交
わ
し
帰
路
に
着
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
上
十
三
支
部

　武
田

　茂
）

　２
月
10
日
、
健
康
あ
ふ
れ
た
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
で
今
年
度
の
事
業
を
納

め
た
。ゲ
ー
ム
の
回
数
が
進
み
、各
グ
ル
ー
プ
で〝
げ
き
〞
を
飛
ば
し
て
仲

間
と
笑
顔
で
両
手
合
わ
せ
。
嬉
々
と
し
た
歓
声
で
盛
り
上
が
り
ゲ
ー
ム
を

閉
じ
た
。
結
果
分
析
か
ら
、
夏
冬
共
に
継
続
的
に
運
動
し
て
い
る
方
は
、

体
力
持
続
か
ら
得
点
の
平
均
化
に
よ
り
上
位
を
得
た
。
結
果
は
①
佐
賀
、

②
山
本（
順
）、
③
清
野
、
④
古
澤
、
⑤
佐
藤
（
は
）、⑥
沖
津
、
⑦
成
田
、

⑧
阿
久
津
、
⑨
瀬
川
、
⑩
金
渕
、
以
下
頑
張
り
賞
。
反
省
・
感
想
・
好
評

で
閉
会
。「
継
続
は
力
な
り
」、
今
後
共
、
継
続
運
動
を
心
掛
け
て
健
康
寿

命
を
延
ば
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　（
上
十
三
支
部

　武
田

　茂
）

継
続
は
力
な
り
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あすなろ友の会の活動
「あすなろ友の会」は、高齢者の生きがいと健康づくり及び仲間づくりの推進を目的に自主的に活動しています。

　あ
す
な
ろ
友
の
会
津
軽
支
部
で
は
、
２
月
14
日
午
前
10
時
半
か
ら
弘
前
市
高
崎

「
弘
前
フ
ァ
ミ
リ
ー
ボ
ウ
ル
」
で
、
会
員
30
名
が
参

加
し
て
「
親
睦
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
」
を
開
催
し
た
。

　ボ
ウ
リ
ン
グ
で
寒
さ
を
吹
っ
飛
ば
せ
と
ば
か
り
に

男
女
と
も
熱
戦
が
展
開
。
多
く
の
珍
プ
レ
ー
が
展
開

さ
れ
、笑
い
が
絶
え
な
か
っ
た
。
１
人
２
ゲ
ー
ム
の
結

果
は
次
の
通
り
。

①
植
田
康
雄
　２
７
９
点

　②
栗
林
欣
一
　２
６
５
点

③
北
山
勝
芳
　２
６
０
点

　④
水
木
健
仁

　⑤
岡
野

勇
司

　⑥
工
藤
嘉
子

　⑦
鳴
海
紀

　⑧
小
野
野
里

⑨
本
間
晴
子

　⑩
木
村
て
つ
子

　
　
　
　
　
　
　
　（
津
軽
支
部

　本
間

　操
）

　猛
吹
雪
の
１
月
25
日
、
弘
前
市
民
会
館
で
開
か
れ
た
音
楽
セ
ミ
ナ
ー
に
33
名
が
参

加
し
た
。
講
師
は
弘
前
医
療
福
祉
大
学
副
学
長
、
音
楽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
・
赤
と

ん
ぼ
会
長
の
相
澤
保
正
先
生
。

　北
原
白
秋
作
詞
、
中
山
晋
平
作
曲
の
「
砂
山
」

で
は
、「
す
ず
め
さ
よ
な
ら 

さ
よ
な
ら
あ
し
た
」

の
部
分
は
ス
ズ
メ
に
向
か
っ
て
優
し
く
歌
い
、

「
う
み
よ
さ
よ
な
ら 

さ
よ
な
ら
あ
し
た
」
は
堂
々

と
歌
う
、
こ
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
芸
術
だ
。
ヒ
ッ

ト
す
る
曲
は
詞
も
曲
も
い
い
等
々
。
こ
の
よ
う
な

お
話
を
聞
き
、
童
謡
の
ほ
か
「
鐘
の
鳴
る
丘
」
や

「
大
き
な
古
時
計
」
な
ど
を
歌
う
。

　知
っ
て
歌
っ
て
癒
や
さ
れ
る
一
日
だ
っ
た
。

　
　
　（
津
軽
支
部

　鳴
海

　紀
）

後
は
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
。

　最
後
に
お
待
ち
か
ね
の
お
弁
当
タ
イ
ム
と
な
り
、
ビ
ー
ル
を
飲
ん
だ
り
、
お
し
ゃ

べ
り
を
し
た
り
と
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
解
散
と
な
っ
た
。

（
青
森
支
部

　木
原

　一
明
）

▼
津
軽
支
部

恒
例
の
音
楽
集
会

　師
走
に
入
り
慌
た
だ
し
い
中
、
12
月
９
日
に

ラ
・
プ
ラ
ス
青
い
森
で
「
う
た
ご
え
と
演
奏
の
集

い
」
を
１
２
０
名
の
参
加
者
で
開
催
し
た
。

　オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
ト
リ
オ
セ
ブ
ン
ホ
ー
プ
に
よ
る

生
演
奏
。「
川
の
流
れ
の
よ
う
に
」
の
曲
が
流
れ
、

参
加
者
の
気
持
ち
を
掴
ん
だ
。
続
い
て
童
謡
や
懐

か
し
の
演
歌
な
ど
、
大
合
唱
で
歌
い
あ
げ
一
部
終

了
。
二
部
は
し
っ
と
り
と
し
た
名
曲
の
演
奏
か
ら
ス

タ
ー
ト
。
８
年
前
に
亡
く
な
っ
た
ご
主
人
の
大
好
き

だ
っ
た
「
シ
ク
ラ
メ
ン
の
か
ほ
り
」
を
奥
様
が
感
情

を
込
め
て
歌
い
、
ほ
ろ
っ
と
す
る
場
面
も
あ
っ
た
。

　そ
の
後
大
合
唱
で
「
高
校
３
年
生
」
な
ど
、
普
段
出
し
た
こ
と
の
な
い
大
声
で
歌

い
続
け
、
あ
っ
と
い
う
間
に
楽
し
い
時
間
も
終
わ
り
。
と
思
い
き
や
、
会
場
が
一
瞬

暗
く
な
り
、
黒
の
レ
ー
ス
の
ド
レ
ス
を
ま
と
っ
た
妖
艶
な
美
女
が
登
場
し
、
瀬
川
瑛

子
の
「
命
く
れ
な
い
」
を
歌
い
だ
し
た
。
思
わ
ぬ
サ
プ
ラ
イ
ズ
に
会
場
は
大
喝
采
の

嵐
。
な
ん
と
美
女
は
友
の
会
の
男
性
会
員
だ
っ
た
の
だ
。
次
回
は
ど
ん
な
サ
プ
ラ

イ
ズ
を
見
せ
て
く
れ
る
の
か
と
て
も
楽
し
み
。

　帰
り
際
、「
と
て
も
楽
し
か
っ
た
わ
」
と
嬉
し
い
言
葉
を
た
く
さ
ん
頂
い
た
。

　
　（
青
森
支
部

　古
川

　な
み
い
）

　天
候
に
恵
ま
れ
た
２
月
10
日（
土
）、93
名
の
参

加
者
で
キ
ュ
ー
テ
ィ
ー
ブ
ロ
ン
ズ
（
吉
本
興
業
所

属
）
の
お
笑
い
を
聞
く
会
を
開
催
し
た
。

　少
し
太
め
の
ボ
ケ
担
当
「
こ
さ
ぶ
ろ
う
」
さ
ん

と
、
ス
タ
イ
ル
の
い
い
伊
達
メ
ガ
ネ
を
か
け
た

ツ
ッ
コ
ミ
担
当
「
せ
ん
ぞ
う
」
さ
ん
。
２
人
の
息

の
合
っ
た
お
笑
い
に
会
場
は
爆
笑
の
連
続
。
オ
カ

リ
ナ
が
得
意
な
こ
さ
ぶ
ろ
う
さ
ん
は
、
口
笛
を
吹

き
な
が
ら
鼻
で
オ
カ
リ
ナ
を
奏
で
た
り
、
突
き
出

た
お
腹
で
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
な
が
ら
奏
で
た
り

と
、
会
場
を
笑
い
の
渦
に
巻
き
込
む
。
お
笑
い
の

▼
青
森
支
部

う
た
ご
え
と
演
奏
の
集
い

親
睦
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

キ
ュ
ー
テ
ィ
ー
ブ
ロ
ン
ズ
お
笑
い

▼
下
北
支
部

楽
し
か
っ
た
体
力
測
定 

〜
使
っ
て
貯
め
よ
う
筋
肉
貯
筋
〜

　人
生
80
年
！
「
老
化
の
下
り
坂
を
ゆ
る
や
か
に
！
」
を
目
的
に
、
11
月
15
日
（
水
）、
む
つ
市
中
央

公
民
館
で
健
康
教
室
を
開
催
し
た
。

　早
速
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
体
力
測
定
（
握
力
・
片
足
立
ち
な
ど
）
が
始
ま
っ
た
。
足
が
動
こ
う

が
腰
が
曲
が
ろ
う
が
頑
張
れ
る
と
こ
ろ
ま
で
頑
張
っ
た
体
力
測
定
。

　次
に
貯
筋
運
動
へ
。
年
齢
と
と
も
に
落
ち
や
す
い
太
も
も
・
足
の
付

け
根
・
脛
・
ふ
く
ら
は
ぎ
・
お
腹
の
ス
ト
レ
ッ
チ
。
休
憩
を
挟
ん
で
最

後
は
デ
ュ
ア
ル
タ
ス
ク
（
２
つ
の
事
を
同
時
に
行
う
「
な
が
ら
動
作
」

の
こ
と
）
へ
。
歩
行
機
能
や
認
知
機
能
の
改
善
や
阻
止
を
目
的
に
、

テ
ー
マ
音
楽
に
合
わ
せ
て
、
座
位
と
立
位
で
腹
筋
・
大
腿
筋
・
背
中
等

の
ス
ト
レ
ッ
チ
。
さ
ぼ
る
筋
肉
と
遅
れ
て
動
く
筋
肉
を
動
か
す
運
動
に

身
も
心
も
欣
喜
雀
躍
す
る
。

　貯
筋
体
操
で
体
を
動
か
し
て
生
涯
元
気
を
合
言
葉
に
「
面
白
か
っ

た
、
ま
た
や
り
た
い
」
と
言
っ
て
大
喜
び
。
身
も
心
も
若
返
る
楽
し
い

一
日
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
下
北
支
部

　祐
川

　猛
）

　11
月
18
日
、
江
陽
公
民
館
で
、
日
本
ス
ポ
ー
ツ
吹
き
矢
協
会
の
葛
西

征
三
氏
ほ
か
会
員
４
名
の
講
師
を
迎
え
、
ス
ポ
ー
ツ
吹
き
矢
体
験
を
行
い

ま
し
た
。

　ス
ポ
ー
ツ
吹
き
矢
式
呼
吸
法
は
「
腹
式
呼
吸
」＋「
胸
式
呼
吸
」
で

す
。
ポ
イ
ン
ト
は
呼
吸
法
と
集
中
力
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
動
き
を
身
に

つ
け
る
こ
と
。
モ
ッ
ト
ー
は
、「
楽
し
く
な
け
れ
ば
吹
き
矢
じ
ゃ
な

い
」
だ
そ
う
で
す
。

　会
員
の
方
の
実
技
の
手
本
を
見
せ
て
い
た
だ
い
た
後
、
私
た
ち
も
２

組
に
分
か
れ
て
実
技
を
体
験
し
ま
し
た
。
最
初
は
一
番
短
い
６
ｍ
の
距
離

か
ら
で
し
た
が
、
的
に
当
て
よ
う
と
必
死
で
当
た
っ
た
り
外
れ
た
り
。
早

く
な
り
が
ち
な
基
本
動
作
を
会
員
に
修
正
し
て
も
ら
い
、
繰
り
返
し
挑

戦
し
て
い
る
う
ち
に
少
し
ず
つ
的
に
当
た
る
よ
う
に
な
り
楽
し
さ
味
わ
え
ま
し
た
。
締
め
く
く
り
は
参
加

者
全
員
で
試
合
を
行
い
、
楽
し
く
爽
や
か
な
気
分
で
解
散
し
ま
し
た
。

　ス
ポ
ー
ツ
吹
き
矢
呼
吸
法
は
、
心
肺
機
能
向
上
の
成
人
病
予
防
に
繋
が
る
な
ど
い
い
こ
と
ず
く
め
で

す
。ゆ
っ
た
り
と
し
た
所
作
は
弓
道
に
似
て
い
る
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。（
八
戸
支
部

　上
杉

　靖
悠
紀
）

▼
八
戸
支
部

ス
ポ
ー
ツ
吹
き
矢
体
験

▼
上
十
三
支
部

さ
わ
や
か
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
と
伝
承
け
い
ら
ん
料
理
に
集
中

　11
月
19
日
、
秋
晴
れ
の
下
、
広
大
な
緑
地
七
戸
コ
ー
ス
で
爽
や

か
に
進
行
し
た
。
心
身
全
開
・
完
全
燃
焼
に
よ
り
全
員
僅
差
と
男

女
の
差
も
目
立
た
ず
、
15
位
ま
で
男
女
同
数
入
賞
。
日
々
の
熱
心

な
鍛
錬
に
よ
る
技
術
ア
ッ
プ
が
見
ら
れ
、
大
変
嬉
し
い
結
果
と

な
っ
た
。
こ
の
結
果
は
、
日
頃
の
練
習
と
七
戸
町
の
あ
す
な
ろ
会

委
員
で
コ
ー
ス
の
整
備
・
諸
準
備
を
万
全
に
し
た
後
に
プ
レ
ー

を
し
た
た
め
、
心
地
よ
く
存
分
に
実
力
を
発
揮
出
来
た
か
ら
だ

と
感
謝
。

　同
日
午
後
、
七
戸
公
民
館
に
於
い
て
伝
承
「
け
い
ら
ん
」
郷
土

料
理
を
体
験
し
た
。
け
い
ら
ん
料
理
を
紐
解
く
と
、
京
・
大
阪
料

理
で
南
部
藩
の
伝
承
精
進
料
理
の

一
つ
で
あ
っ
た
。
祝
い
事
は
紅
白

２
個
、
法
事
は
白
２
個
の
白
玉
を

入
れ
、
一
掴
み
の
そ
う
め
ん
、
三

つ
葉
を
添
え
て
だ
し
汁
を
注
ぎ

出
来
上
が
り
。

　講
師
に
七
戸
町
の
松
橋
澄
子
先
生
を
迎
え
、
説
明
を
受
け
て
実
践
に

入
っ
た
。
当
時
の
け
い
ら
ん
と
の
違
い
は
、
白
玉
に
澱
粉
、
餡
に
く
る

み
を
混
入
す
る
こ
と
。
手
早
く
丸
め
皮
に
包
み
熱
湯
へ
。
失
敗
が
続
く

中
、
や
り
直
し
て
成
功
。
各
班
盛
り
付
け
し
て
先
生
の
講
評
を
聞
く
。

全
員
満
足
し
共
々
握
手
を
交
わ
し
帰
路
に
着
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
上
十
三
支
部

　武
田

　茂
）

　２
月
10
日
、
健
康
あ
ふ
れ
た
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
で
今
年
度
の
事
業
を
納

め
た
。ゲ
ー
ム
の
回
数
が
進
み
、各
グ
ル
ー
プ
で〝
げ
き
〞
を
飛
ば
し
て
仲

間
と
笑
顔
で
両
手
合
わ
せ
。
嬉
々
と
し
た
歓
声
で
盛
り
上
が
り
ゲ
ー
ム
を

閉
じ
た
。
結
果
分
析
か
ら
、
夏
冬
共
に
継
続
的
に
運
動
し
て
い
る
方
は
、

体
力
持
続
か
ら
得
点
の
平
均
化
に
よ
り
上
位
を
得
た
。
結
果
は
①
佐
賀
、

②
山
本（
順
）、
③
清
野
、
④
古
澤
、
⑤
佐
藤
（
は
）、⑥
沖
津
、
⑦
成
田
、

⑧
阿
久
津
、
⑨
瀬
川
、
⑩
金
渕
、
以
下
頑
張
り
賞
。
反
省
・
感
想
・
好
評

で
閉
会
。「
継
続
は
力
な
り
」、
今
後
共
、
継
続
運
動
を
心
掛
け
て
健
康
寿

命
を
延
ば
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　（
上
十
三
支
部

　武
田

　茂
）

継
続
は
力
な
り

あすなろ友の会の活動
「あすなろ友の会」は、高齢者の生きがいと健康づくり及び仲間づくりの推進を目的に自主的に活動しています。

　あ
す
な
ろ
友
の
会
津
軽
支
部
で
は
、
２
月
14
日
午
前
10
時
半
か
ら
弘
前
市
高
崎

「
弘
前
フ
ァ
ミ
リ
ー
ボ
ウ
ル
」
で
、
会
員
30
名
が
参

加
し
て
「
親
睦
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
」
を
開
催
し
た
。

　ボ
ウ
リ
ン
グ
で
寒
さ
を
吹
っ
飛
ば
せ
と
ば
か
り
に

男
女
と
も
熱
戦
が
展
開
。
多
く
の
珍
プ
レ
ー
が
展
開

さ
れ
、笑
い
が
絶
え
な
か
っ
た
。
１
人
２
ゲ
ー
ム
の
結

果
は
次
の
通
り
。

①
植
田
康
雄
　２
７
９
点

　②
栗
林
欣
一
　２
６
５
点

③
北
山
勝
芳
　２
６
０
点

　④
水
木
健
仁

　⑤
岡
野

勇
司

　⑥
工
藤
嘉
子

　⑦
鳴
海
紀

　⑧
小
野
野
里

⑨
本
間
晴
子

　⑩
木
村
て
つ
子

　
　
　
　
　
　
　
　（
津
軽
支
部

　本
間

　操
）

　猛
吹
雪
の
１
月
25
日
、
弘
前
市
民
会
館
で
開
か
れ
た
音
楽
セ
ミ
ナ
ー
に
33
名
が
参

加
し
た
。
講
師
は
弘
前
医
療
福
祉
大
学
副
学
長
、
音
楽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
・
赤
と

ん
ぼ
会
長
の
相
澤
保
正
先
生
。

　北
原
白
秋
作
詞
、
中
山
晋
平
作
曲
の
「
砂
山
」

で
は
、「
す
ず
め
さ
よ
な
ら 

さ
よ
な
ら
あ
し
た
」

の
部
分
は
ス
ズ
メ
に
向
か
っ
て
優
し
く
歌
い
、

「
う
み
よ
さ
よ
な
ら 

さ
よ
な
ら
あ
し
た
」
は
堂
々

と
歌
う
、
こ
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
芸
術
だ
。
ヒ
ッ

ト
す
る
曲
は
詞
も
曲
も
い
い
等
々
。
こ
の
よ
う
な

お
話
を
聞
き
、
童
謡
の
ほ
か
「
鐘
の
鳴
る
丘
」
や

「
大
き
な
古
時
計
」
な
ど
を
歌
う
。

　知
っ
て
歌
っ
て
癒
や
さ
れ
る
一
日
だ
っ
た
。

　
　
　（
津
軽
支
部

　鳴
海

　紀
）

後
は
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
。

　最
後
に
お
待
ち
か
ね
の
お
弁
当
タ
イ
ム
と
な
り
、
ビ
ー
ル
を
飲
ん
だ
り
、
お
し
ゃ

べ
り
を
し
た
り
と
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
解
散
と
な
っ
た
。

（
青
森
支
部

　木
原

　一
明
）

▼
津
軽
支
部

恒
例
の
音
楽
集
会

　師
走
に
入
り
慌
た
だ
し
い
中
、
12
月
９
日
に

ラ
・
プ
ラ
ス
青
い
森
で
「
う
た
ご
え
と
演
奏
の
集

い
」
を
１
２
０
名
の
参
加
者
で
開
催
し
た
。

　オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
ト
リ
オ
セ
ブ
ン
ホ
ー
プ
に
よ
る

生
演
奏
。「
川
の
流
れ
の
よ
う
に
」
の
曲
が
流
れ
、

参
加
者
の
気
持
ち
を
掴
ん
だ
。
続
い
て
童
謡
や
懐

か
し
の
演
歌
な
ど
、
大
合
唱
で
歌
い
あ
げ
一
部
終

了
。
二
部
は
し
っ
と
り
と
し
た
名
曲
の
演
奏
か
ら
ス

タ
ー
ト
。
８
年
前
に
亡
く
な
っ
た
ご
主
人
の
大
好
き

だ
っ
た
「
シ
ク
ラ
メ
ン
の
か
ほ
り
」
を
奥
様
が
感
情

を
込
め
て
歌
い
、
ほ
ろ
っ
と
す
る
場
面
も
あ
っ
た
。

　そ
の
後
大
合
唱
で
「
高
校
３
年
生
」
な
ど
、
普
段
出
し
た
こ
と
の
な
い
大
声
で
歌

い
続
け
、
あ
っ
と
い
う
間
に
楽
し
い
時
間
も
終
わ
り
。
と
思
い
き
や
、
会
場
が
一
瞬

暗
く
な
り
、
黒
の
レ
ー
ス
の
ド
レ
ス
を
ま
と
っ
た
妖
艶
な
美
女
が
登
場
し
、
瀬
川
瑛

子
の
「
命
く
れ
な
い
」
を
歌
い
だ
し
た
。
思
わ
ぬ
サ
プ
ラ
イ
ズ
に
会
場
は
大
喝
采
の

嵐
。
な
ん
と
美
女
は
友
の
会
の
男
性
会
員
だ
っ
た
の
だ
。
次
回
は
ど
ん
な
サ
プ
ラ

イ
ズ
を
見
せ
て
く
れ
る
の
か
と
て
も
楽
し
み
。

　帰
り
際
、「
と
て
も
楽
し
か
っ
た
わ
」
と
嬉
し
い
言
葉
を
た
く
さ
ん
頂
い
た
。

　
　（
青
森
支
部

　古
川

　な
み
い
）

　天
候
に
恵
ま
れ
た
２
月
10
日（
土
）、93
名
の
参

加
者
で
キ
ュ
ー
テ
ィ
ー
ブ
ロ
ン
ズ
（
吉
本
興
業
所

属
）
の
お
笑
い
を
聞
く
会
を
開
催
し
た
。

　少
し
太
め
の
ボ
ケ
担
当
「
こ
さ
ぶ
ろ
う
」
さ
ん

と
、
ス
タ
イ
ル
の
い
い
伊
達
メ
ガ
ネ
を
か
け
た

ツ
ッ
コ
ミ
担
当
「
せ
ん
ぞ
う
」
さ
ん
。
２
人
の
息

の
合
っ
た
お
笑
い
に
会
場
は
爆
笑
の
連
続
。
オ
カ

リ
ナ
が
得
意
な
こ
さ
ぶ
ろ
う
さ
ん
は
、
口
笛
を
吹

き
な
が
ら
鼻
で
オ
カ
リ
ナ
を
奏
で
た
り
、
突
き
出

た
お
腹
で
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
な
が
ら
奏
で
た
り

と
、
会
場
を
笑
い
の
渦
に
巻
き
込
む
。
お
笑
い
の

▼
青
森
支
部

う
た
ご
え
と
演
奏
の
集
い

親
睦
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

キ
ュ
ー
テ
ィ
ー
ブ
ロ
ン
ズ
お
笑
い

▼
下
北
支
部

楽
し
か
っ
た
体
力
測
定 

〜
使
っ
て
貯
め
よ
う
筋
肉
貯
筋
〜

　人
生
80
年
！
「
老
化
の
下
り
坂
を
ゆ
る
や
か
に
！
」
を
目
的
に
、
11
月
15
日
（
水
）、
む
つ
市
中
央

公
民
館
で
健
康
教
室
を
開
催
し
た
。

　早
速
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
体
力
測
定
（
握
力
・
片
足
立
ち
な
ど
）
が
始
ま
っ
た
。
足
が
動
こ
う

が
腰
が
曲
が
ろ
う
が
頑
張
れ
る
と
こ
ろ
ま
で
頑
張
っ
た
体
力
測
定
。

　次
に
貯
筋
運
動
へ
。
年
齢
と
と
も
に
落
ち
や
す
い
太
も
も
・
足
の
付

け
根
・
脛
・
ふ
く
ら
は
ぎ
・
お
腹
の
ス
ト
レ
ッ
チ
。
休
憩
を
挟
ん
で
最

後
は
デ
ュ
ア
ル
タ
ス
ク
（
２
つ
の
事
を
同
時
に
行
う
「
な
が
ら
動
作
」

の
こ
と
）
へ
。
歩
行
機
能
や
認
知
機
能
の
改
善
や
阻
止
を
目
的
に
、

テ
ー
マ
音
楽
に
合
わ
せ
て
、
座
位
と
立
位
で
腹
筋
・
大
腿
筋
・
背
中
等

の
ス
ト
レ
ッ
チ
。
さ
ぼ
る
筋
肉
と
遅
れ
て
動
く
筋
肉
を
動
か
す
運
動
に

身
も
心
も
欣
喜
雀
躍
す
る
。

　貯
筋
体
操
で
体
を
動
か
し
て
生
涯
元
気
を
合
言
葉
に
「
面
白
か
っ

た
、
ま
た
や
り
た
い
」
と
言
っ
て
大
喜
び
。
身
も
心
も
若
返
る
楽
し
い

一
日
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
下
北
支
部

　祐
川

　猛
）

　11
月
18
日
、
江
陽
公
民
館
で
、
日
本
ス
ポ
ー
ツ
吹
き
矢
協
会
の
葛
西

征
三
氏
ほ
か
会
員
４
名
の
講
師
を
迎
え
、
ス
ポ
ー
ツ
吹
き
矢
体
験
を
行
い

ま
し
た
。

　ス
ポ
ー
ツ
吹
き
矢
式
呼
吸
法
は
「
腹
式
呼
吸
」＋「
胸
式
呼
吸
」
で

す
。
ポ
イ
ン
ト
は
呼
吸
法
と
集
中
力
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
動
き
を
身
に

つ
け
る
こ
と
。
モ
ッ
ト
ー
は
、「
楽
し
く
な
け
れ
ば
吹
き
矢
じ
ゃ
な

い
」
だ
そ
う
で
す
。

　会
員
の
方
の
実
技
の
手
本
を
見
せ
て
い
た
だ
い
た
後
、
私
た
ち
も
２

組
に
分
か
れ
て
実
技
を
体
験
し
ま
し
た
。
最
初
は
一
番
短
い
６
ｍ
の
距
離

か
ら
で
し
た
が
、
的
に
当
て
よ
う
と
必
死
で
当
た
っ
た
り
外
れ
た
り
。
早

く
な
り
が
ち
な
基
本
動
作
を
会
員
に
修
正
し
て
も
ら
い
、
繰
り
返
し
挑

戦
し
て
い
る
う
ち
に
少
し
ず
つ
的
に
当
た
る
よ
う
に
な
り
楽
し
さ
味
わ
え
ま
し
た
。
締
め
く
く
り
は
参
加

者
全
員
で
試
合
を
行
い
、
楽
し
く
爽
や
か
な
気
分
で
解
散
し
ま
し
た
。

　ス
ポ
ー
ツ
吹
き
矢
呼
吸
法
は
、
心
肺
機
能
向
上
の
成
人
病
予
防
に
繋
が
る
な
ど
い
い
こ
と
ず
く
め
で

す
。ゆ
っ
た
り
と
し
た
所
作
は
弓
道
に
似
て
い
る
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。（
八
戸
支
部

　上
杉

　靖
悠
紀
）

▼
八
戸
支
部

ス
ポ
ー
ツ
吹
き
矢
体
験

▼
上
十
三
支
部

さ
わ
や
か
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
と
伝
承
け
い
ら
ん
料
理
に
集
中

　11
月
19
日
、
秋
晴
れ
の
下
、
広
大
な
緑
地
七
戸
コ
ー
ス
で
爽
や

か
に
進
行
し
た
。
心
身
全
開
・
完
全
燃
焼
に
よ
り
全
員
僅
差
と
男

女
の
差
も
目
立
た
ず
、
15
位
ま
で
男
女
同
数
入
賞
。
日
々
の
熱
心

な
鍛
錬
に
よ
る
技
術
ア
ッ
プ
が
見
ら
れ
、
大
変
嬉
し
い
結
果
と

な
っ
た
。
こ
の
結
果
は
、
日
頃
の
練
習
と
七
戸
町
の
あ
す
な
ろ
会

委
員
で
コ
ー
ス
の
整
備
・
諸
準
備
を
万
全
に
し
た
後
に
プ
レ
ー

を
し
た
た
め
、
心
地
よ
く
存
分
に
実
力
を
発
揮
出
来
た
か
ら
だ

と
感
謝
。

　同
日
午
後
、
七
戸
公
民
館
に
於
い
て
伝
承
「
け
い
ら
ん
」
郷
土

料
理
を
体
験
し
た
。
け
い
ら
ん
料
理
を
紐
解
く
と
、
京
・
大
阪
料

理
で
南
部
藩
の
伝
承
精
進
料
理
の

一
つ
で
あ
っ
た
。
祝
い
事
は
紅
白

２
個
、
法
事
は
白
２
個
の
白
玉
を

入
れ
、
一
掴
み
の
そ
う
め
ん
、
三

つ
葉
を
添
え
て
だ
し
汁
を
注
ぎ

出
来
上
が
り
。

　講
師
に
七
戸
町
の
松
橋
澄
子
先
生
を
迎
え
、
説
明
を
受
け
て
実
践
に

入
っ
た
。
当
時
の
け
い
ら
ん
と
の
違
い
は
、
白
玉
に
澱
粉
、
餡
に
く
る

み
を
混
入
す
る
こ
と
。
手
早
く
丸
め
皮
に
包
み
熱
湯
へ
。
失
敗
が
続
く

中
、
や
り
直
し
て
成
功
。
各
班
盛
り
付
け
し
て
先
生
の
講
評
を
聞
く
。

全
員
満
足
し
共
々
握
手
を
交
わ
し
帰
路
に
着
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
上
十
三
支
部

　武
田

　茂
）

　２
月
10
日
、
健
康
あ
ふ
れ
た
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
で
今
年
度
の
事
業
を
納

め
た
。ゲ
ー
ム
の
回
数
が
進
み
、各
グ
ル
ー
プ
で〝
げ
き
〞
を
飛
ば
し
て
仲

間
と
笑
顔
で
両
手
合
わ
せ
。
嬉
々
と
し
た
歓
声
で
盛
り
上
が
り
ゲ
ー
ム
を

閉
じ
た
。
結
果
分
析
か
ら
、
夏
冬
共
に
継
続
的
に
運
動
し
て
い
る
方
は
、

体
力
持
続
か
ら
得
点
の
平
均
化
に
よ
り
上
位
を
得
た
。
結
果
は
①
佐
賀
、

②
山
本（
順
）、
③
清
野
、
④
古
澤
、
⑤
佐
藤
（
は
）、⑥
沖
津
、
⑦
成
田
、

⑧
阿
久
津
、
⑨
瀬
川
、
⑩
金
渕
、
以
下
頑
張
り
賞
。
反
省
・
感
想
・
好
評

で
閉
会
。「
継
続
は
力
な
り
」、
今
後
共
、
継
続
運
動
を
心
掛
け
て
健
康
寿

命
を
延
ば
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　（
上
十
三
支
部

　武
田

　茂
）

継
続
は
力
な
り
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その四　ホドホドの健康は「前向きな気持ち」にあり。

たぶん

動
か
す
、
好
き
嫌
い
の
な
い
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食

事
。
そ
ん
な
中
、
ど
の
ペ
ー
ジ
を
読
ん
で
も
共
通
し

て
い
る
と
感
じ
る
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
前
向
き
な
気
持

ち
」
で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
苦
労
や
病
気
や
逆
境
に
も

へ
こ
た
れ
な
い
精
神
力
と
強
い
身
体
の
裏
に
は
〝
く

よ
く
よ
し
な
い
〞〝
出
来
事
は
良
い
方
向
に
捉
え
る
〞

と
い
う
、
と
て
も
柔
軟
な
考
え
方―

前
向
き
な
気
持

ち―

が
隠
さ
れ
て
い
ま
す
。

　心
配
事
が
あ
る
と
食
欲
が
な
い
、
怒
る
と
血
圧
が

上
が
る
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
観
て
感
動
し
涙
が
出

　〝
ホ
ド
ホ
ド
の
健
康
〞
の
秘
訣
を
３
回
に
わ
た
っ

て
考
え
て
き
ま
し
た
。
一
つ
目
は
「
血
行
ア
ッ
プ
」、

二
つ
目
は
病
気
に
な
る
前
の
「
セ
ル
フ
ケ
ア
」、
三

つ
目
は
「
自
分
に
合
っ
た
健
康
法
の
実
施
」。

　私
が
こ
の
コ
ー
ナ
ー
の
題
名
を
「
人
も
う
ら
や
む

健
康
の
コ
コ
ロ
」
で
は
な
く
「
ホ
ド
ホ
ド
に…

」
に

し
た
理
由
は
た
だ
ひ
と
つ
。「
健
康
」
自
体
が
生
き

る
目
的
で
は
な
い
、
と
考
え
る
か
ら
で
す
。
私
を
含

め
て
多
く
の
方
々
の
目
指
し
た
い
と
こ
ろ
は
、
な
ん

と
い
っ
て
も
「
自
分
な
り
に
楽
し
く
て
生
き
が
い
の

あ
る
人
生
」
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
こ

に
近
づ
く
た
め
に
大
切
な
の
は
、
や
は
り

「
健
康
」
で
あ
る
こ
と
。
で
も
、
私
た
ち
に

必
要
な
の
は
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
の
よ
う
な

筋
力
・
体
力
で
は
な
く
、
や
り
た
い
事
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
が
出
来
る
自
立
し
た

健
康
状
態
で
あ
り
、
そ
れ
を
継
続
で
き
る
く

ら
い
の
体
力
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
「
ホ
ド
ホ
ド

の
健
康
」
だ
と
思
う
の
で
す
。
と
い
う
こ
と

で
、
今
回
ラ
ス
ト
を
飾
る
〝
人
生
を
楽
し
む

た
め
に
必
要
な
健
康
〞
の
秘
訣
は
、
こ
れ
こ

そ
秀
逸
！
と
私
が
個
人
的
に
考
え
て
い
る
も

の―

「
前
向
き
な
気
持
ち
」
で
す
。

　こ
の
機
関
誌
「
あ
す
な
ろ
倶
楽
部
」
に
は

〝
す
こ
や
か
長
寿
コ
ー
ナ
ー
〞
と
い
う
、
健

康
長
寿
を
実
践
し
て
い
る
シ
ニ
ア
の
方
々
の

記
事
が
あ
り
、
様
々
な
健
康
長
寿
の
秘
訣
が

隠
さ
れ
て
い
ま
す
。
あ
ふ
れ
る
好
奇
心
、
早

寝
早
起
き
規
則
正
し
い
生
活
、
身
体
を
よ
く

ホドホドに

健康のココロ

る
、
好
き
な
人
と
デ
ー
ト
だ
と
思
う
と
わ
く
わ
く
ド
キ
ド
キ
緊
張
し
て

眠
れ
な
い…

な
ど
、
気
持
ち
は
身
体
に
直
結
し
て
い
ま
す
。
シ
ョ
ッ
ク

な
事
や
悲
し
い
事
が
あ
る
と
体
調
が
悪
く
な
っ
て
し
ま
う
、
と
い
う
事

も
私
た
ち
は
身
を
以
て
知
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
逆
手
に
取
ろ
う
と
い

う
の
が
今
回
の
秘
訣
〝
前
向
き
な
コ
コ
ロ
〞
で
す
。

　私
た
ち
の
脳
は
騙
さ
れ
や
す
い
と
い
う
事
が
様
々
な
研
究
で
分
か
っ

て
き
て
い
ま
す
。
有
効
な
成
分
を
含
ん
で
い
な
い
偽
の
薬
（
プ
ラ
セ

ボ
）
を
服
用
し
た
の
に
症
状
が
改
善
し
た
り
、
口
角
（
唇
の
端
）
を
上

げ
て
笑
っ
た
よ
う
な
表
情
を
つ
く
る
だ
け
で
免
疫
力
が
上
が
っ
た
り…

人
間
の
身
体
と
い
う
の
は
不
思
議
に
満
ち
て
い
て
自
分
自
身
に
「
大
丈

夫
」
と
言
い
聞
か
せ
た
り
、「
よ
く
や
っ
た
」
と
ほ
め
る
こ
と
で
力
が

湧
い
た
り
元
気
に
な
っ
た
り
す
る
も
の
ら
し
い
の
で
す
。
だ
と
す
れ
ば

そ
れ
を
利
用
し
な
い
手
は
あ
り
ま
せ
ん
。
体
調
が
悪
い
時
、
落
ち
込
む

よ
う
な
事
が
続
い
た
時
は
「
こ
れ
は
人
生
の
休
憩
時
間
だ
。
私
は
大
丈

夫
！
」
と
考
え
、
無
理
せ
ず
じ
っ
く
り
休
ん
で
、
回
復
し
た
ら
何
を
し

よ
う
か
と
計
画
を
練
り
ま
し
ょ
う
。
体
力
に
自
信
が
な
く
て
挑
戦
す
る

の
を
た
め
ら
っ
て
い
る
事
が
あ
る
な
ら
「
き
っ
と
マ
イ
ペ
ー
ス
で
な
ら

で
き
る
は
ず
。」
と
自
分
に
暗
示
を
か
け
て
小
さ
な
一
歩
を
踏
み
出
し
て

み
ま
し
ょ
う
。
無
理
だ
と
い
う
気
持
ち
や
出
来
な
い
と
い
う
思
い
込
み

は
、
案
外
自
分
が
勝
手
に
作
り
出
し
て
い
る
枠
組
で
、
私
た
ち
の
体
力

や
能
力
に
は
も
っ
と
大
き
な
可
能
性
が
あ
る
は
ず
で
す
。「
も
う
少
し

動
け
る
」「
こ
の
体
調
不
良
も
必
ず
良
く
な
る
」
と
い
う
前
向
き
な
気

持
ち
や
あ
き
ら
め
な
い
姿
勢
は
、
私
た
ち
の
健
康
の
応
援
団
と
な
り
、

い
つ
し
か
ホ
ド
ホ
ド
に
健
康
な
状
態
が
続
い
て
い
る
は
ず
で
す
。

　私
自
身
、
年
を
重
ね
て
感
じ
る
の
は
、
視
力
は
落
ち
、
聞
こ
え
は
悪

く
な
り
、
素
早
く
動
け
な
く
な
り
、
物
や
人
の
名
前
が
思
い
出
せ
ず

〝
あ
れ
あ
れ
、
こ
れ
こ
れ
〞
と
連
呼
し
て
い
る
今
の
自
分
で
す
。
新
し

い
事
は
頭
に
入
ら
ず
知
識
は
増
え
な
い
の
に
、
体
重
と
腹
回
り
の
サ
イ

ズ
は
増
え
る
一
方
。
な
ん
と
か
自
分
を
褒
め
よ
う
に
も
良
い
と
こ
ろ

が
見
つ
け
ら
れ
ず
四
苦
八
苦
。
で
も
、
そ
こ
は
考
え
方
ひ
と
つ
。

〝
す
こ
や
か
長
寿
コ
ー
ナ
ー
〞
の
大
先
輩
に
な
ら
っ
て
「
出
来
な
い
事

が
増
え
て
も
元
気
で
生
き
て
い
る
。
マ
イ
ペ
ー
ス
で
い
こ
う
。
ワ
ッ

ハ
ッ
ハ
」
と
笑
い
飛
ば
し
て
、
前
向
き
な
気
持
ち
で
暮
ら
し
て
い
ま

す
。
な
い
も
の
ね
だ
り
を
す
る
よ
り
も
、
自
分
の
中
に
あ
る
も
の
・
出

来
る
事
を
探
し
て
ど
ん
ど
ん
伸
ば
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
何
歳

に
な
っ
て
も
様
々
な
事
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
お
過

ご
し
く
だ
さ
い
。
そ
う
す
れ
ば
、
い
つ
の
間
に
か
ホ
ド
ホ
ド
の
健
康
が

あ
な
た
の
そ
ば
に
い
る
は
ず
で
す
。
皆
様
が
ホ
ド
ホ
ド
に
健
康
で
、
笑

顔
で
元
気
に
長
生
き
し
て
く
だ
さ
る
こ
と
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
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け
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力
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上
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り…

人
間
の
身
体
と
い
う
の
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不
思
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に
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て
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分
自
身
に
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大
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と
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る
こ
と
で
力
が

湧
い
た
り
元
気
に
な
っ
た
り
す
る
も
の
ら
し
い
の
で
す
。
だ
と
す
れ
ば

そ
れ
を
利
用
し
な
い
手
は
あ
り
ま
せ
ん
。
体
調
が
悪
い
時
、
落
ち
込
む

よ
う
な
事
が
続
い
た
時
は
「
こ
れ
は
人
生
の
休
憩
時
間
だ
。
私
は
大
丈

夫
！
」
と
考
え
、
無
理
せ
ず
じ
っ
く
り
休
ん
で
、
回
復
し
た
ら
何
を
し

よ
う
か
と
計
画
を
練
り
ま
し
ょ
う
。
体
力
に
自
信
が
な
く
て
挑
戦
す
る

の
を
た
め
ら
っ
て
い
る
事
が
あ
る
な
ら
「
き
っ
と
マ
イ
ペ
ー
ス
で
な
ら

で
き
る
は
ず
。」
と
自
分
に
暗
示
を
か
け
て
小
さ
な
一
歩
を
踏
み
出
し
て

み
ま
し
ょ
う
。
無
理
だ
と
い
う
気
持
ち
や
出
来
な
い
と
い
う
思
い
込
み

は
、
案
外
自
分
が
勝
手
に
作
り
出
し
て
い
る
枠
組
で
、
私
た
ち
の
体
力

や
能
力
に
は
も
っ
と
大
き
な
可
能
性
が
あ
る
は
ず
で
す
。「
も
う
少
し

動
け
る
」「
こ
の
体
調
不
良
も
必
ず
良
く
な
る
」
と
い
う
前
向
き
な
気

持
ち
や
あ
き
ら
め
な
い
姿
勢
は
、
私
た
ち
の
健
康
の
応
援
団
と
な
り
、

い
つ
し
か
ホ
ド
ホ
ド
に
健
康
な
状
態
が
続
い
て
い
る
は
ず
で
す
。

　私
自
身
、
年
を
重
ね
て
感
じ
る
の
は
、
視
力
は
落
ち
、
聞
こ
え
は
悪

く
な
り
、
素
早
く
動
け
な
く
な
り
、
物
や
人
の
名
前
が
思
い
出
せ
ず

〝
あ
れ
あ
れ
、
こ
れ
こ
れ
〞
と
連
呼
し
て
い
る
今
の
自
分
で
す
。
新
し

い
事
は
頭
に
入
ら
ず
知
識
は
増
え
な
い
の
に
、
体
重
と
腹
回
り
の
サ
イ

ズ
は
増
え
る
一
方
。
な
ん
と
か
自
分
を
褒
め
よ
う
に
も
良
い
と
こ
ろ

が
見
つ
け
ら
れ
ず
四
苦
八
苦
。
で
も
、
そ
こ
は
考
え
方
ひ
と
つ
。

〝
す
こ
や
か
長
寿
コ
ー
ナ
ー
〞
の
大
先
輩
に
な
ら
っ
て
「
出
来
な
い
事

が
増
え
て
も
元
気
で
生
き
て
い
る
。
マ
イ
ペ
ー
ス
で
い
こ
う
。
ワ
ッ

ハ
ッ
ハ
」
と
笑
い
飛
ば
し
て
、
前
向
き
な
気
持
ち
で
暮
ら
し
て
い
ま

す
。
な
い
も
の
ね
だ
り
を
す
る
よ
り
も
、
自
分
の
中
に
あ
る
も
の
・
出

来
る
事
を
探
し
て
ど
ん
ど
ん
伸
ば
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
何
歳

に
な
っ
て
も
様
々
な
事
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
お
過

ご
し
く
だ
さ
い
。
そ
う
す
れ
ば
、
い
つ
の
間
に
か
ホ
ド
ホ
ド
の
健
康
が

あ
な
た
の
そ
ば
に
い
る
は
ず
で
す
。
皆
様
が
ホ
ド
ホ
ド
に
健
康
で
、
笑

顔
で
元
気
に
長
生
き
し
て
く
だ
さ
る
こ
と
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

お
か
し
く
な
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ゾ
ン
ビ
の
雰
囲

気
を
出
す
た
め
に
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
を
巻
い
て
マ
イ

ケ
ル
ジ
ャ
ク
ソ
ン
の
「
ス
リ
ラ
ー
」
を
踊
っ
て
み
ま
し
た
。

何
を
や
る
に
も
面
白
が
る
と
、
い
つ
の
間
に
か
楽
し
く
な
り

ま
す
よ
。
楽
し
む
気
持
ち
も
健
康
の
味
方
だ
と
思
い
ま
す
。

その四　ホドホドの健康は「前向きな気持ち」にあり。

たぶん

動
か
す
、
好
き
嫌
い
の
な
い
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食

事
。
そ
ん
な
中
、
ど
の
ペ
ー
ジ
を
読
ん
で
も
共
通
し

て
い
る
と
感
じ
る
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
前
向
き
な
気
持

ち
」
で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
苦
労
や
病
気
や
逆
境
に
も

へ
こ
た
れ
な
い
精
神
力
と
強
い
身
体
の
裏
に
は
〝
く

よ
く
よ
し
な
い
〞〝
出
来
事
は
良
い
方
向
に
捉
え
る
〞

と
い
う
、
と
て
も
柔
軟
な
考
え
方―

前
向
き
な
気
持

ち―

が
隠
さ
れ
て
い
ま
す
。

　心
配
事
が
あ
る
と
食
欲
が
な
い
、
怒
る
と
血
圧
が

上
が
る
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
観
て
感
動
し
涙
が
出

　〝
ホ
ド
ホ
ド
の
健
康
〞
の
秘
訣
を
３
回
に
わ
た
っ

て
考
え
て
き
ま
し
た
。
一
つ
目
は
「
血
行
ア
ッ
プ
」、

二
つ
目
は
病
気
に
な
る
前
の
「
セ
ル
フ
ケ
ア
」、
三

つ
目
は
「
自
分
に
合
っ
た
健
康
法
の
実
施
」。

　私
が
こ
の
コ
ー
ナ
ー
の
題
名
を
「
人
も
う
ら
や
む

健
康
の
コ
コ
ロ
」
で
は
な
く
「
ホ
ド
ホ
ド
に…

」
に

し
た
理
由
は
た
だ
ひ
と
つ
。「
健
康
」
自
体
が
生
き

る
目
的
で
は
な
い
、
と
考
え
る
か
ら
で
す
。
私
を
含

め
て
多
く
の
方
々
の
目
指
し
た
い
と
こ
ろ
は
、
な
ん

と
い
っ
て
も
「
自
分
な
り
に
楽
し
く
て
生
き
が
い
の

あ
る
人
生
」
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
こ

に
近
づ
く
た
め
に
大
切
な
の
は
、
や
は
り

「
健
康
」
で
あ
る
こ
と
。
で
も
、
私
た
ち
に

必
要
な
の
は
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
の
よ
う
な

筋
力
・
体
力
で
は
な
く
、
や
り
た
い
事
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
が
出
来
る
自
立
し
た

健
康
状
態
で
あ
り
、
そ
れ
を
継
続
で
き
る
く

ら
い
の
体
力
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
「
ホ
ド
ホ
ド

の
健
康
」
だ
と
思
う
の
で
す
。
と
い
う
こ
と

で
、
今
回
ラ
ス
ト
を
飾
る
〝
人
生
を
楽
し
む

た
め
に
必
要
な
健
康
〞
の
秘
訣
は
、
こ
れ
こ

そ
秀
逸
！
と
私
が
個
人
的
に
考
え
て
い
る
も

の―

「
前
向
き
な
気
持
ち
」
で
す
。

　こ
の
機
関
誌
「
あ
す
な
ろ
倶
楽
部
」
に
は

〝
す
こ
や
か
長
寿
コ
ー
ナ
ー
〞
と
い
う
、
健

康
長
寿
を
実
践
し
て
い
る
シ
ニ
ア
の
方
々
の

記
事
が
あ
り
、
様
々
な
健
康
長
寿
の
秘
訣
が

隠
さ
れ
て
い
ま
す
。
あ
ふ
れ
る
好
奇
心
、
早

寝
早
起
き
規
則
正
し
い
生
活
、
身
体
を
よ
く

ホドホドに

健康のココロ

る
、
好
き
な
人
と
デ
ー
ト
だ
と
思
う
と
わ
く
わ
く
ド
キ
ド
キ
緊
張
し
て

眠
れ
な
い…

な
ど
、
気
持
ち
は
身
体
に
直
結
し
て
い
ま
す
。
シ
ョ
ッ
ク

な
事
や
悲
し
い
事
が
あ
る
と
体
調
が
悪
く
な
っ
て
し
ま
う
、
と
い
う
事

も
私
た
ち
は
身
を
以
て
知
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
逆
手
に
取
ろ
う
と
い

う
の
が
今
回
の
秘
訣
〝
前
向
き
な
コ
コ
ロ
〞
で
す
。

　私
た
ち
の
脳
は
騙
さ
れ
や
す
い
と
い
う
事
が
様
々
な
研
究
で
分
か
っ

て
き
て
い
ま
す
。
有
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な
成
分
を
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で
い
な
い
偽
の
薬
（
プ
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を
服
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し
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に
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が
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し
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を
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の
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、
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早
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け
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く
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、
物
や
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の
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前
が
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出
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あ
れ
あ
れ
、
こ
れ
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と
連
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今
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。
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は
頭
に
入
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に
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重
と
腹
回
り
の
サ
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ズ
は
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る
一
方
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と
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に
も
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と
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。
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気
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。
マ
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で
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。
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と
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ば
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、
前
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な
気
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で
暮
ら
し
て
い
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す
。
な
い
も
の
ね
だ
り
を
す
る
よ
り
も
、
自
分
の
中
に
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る
も
の
・
出

来
る
事
を
探
し
て
ど
ん
ど
ん
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ば
し
て
い
き
ま
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う
。
そ
し
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に
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も
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に
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る
気
持
ち
を
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だ
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に
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に
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て
き
て
い
ま
す
。
有
効
な
成
分
を
含
ん
で
い
な
い
偽
の
薬
（
プ
ラ
セ

ボ
）
を
服
用
し
た
の
に
症
状
が
改
善
し
た
り
、
口
角
（
唇
の
端
）
を
上

げ
て
笑
っ
た
よ
う
な
表
情
を
つ
く
る
だ
け
で
免
疫
力
が
上
が
っ
た
り…

人
間
の
身
体
と
い
う
の
は
不
思
議
に
満
ち
て
い
て
自
分
自
身
に
「
大
丈

夫
」
と
言
い
聞
か
せ
た
り
、「
よ
く
や
っ
た
」
と
ほ
め
る
こ
と
で
力
が

湧
い
た
り
元
気
に
な
っ
た
り
す
る
も
の
ら
し
い
の
で
す
。
だ
と
す
れ
ば

そ
れ
を
利
用
し
な
い
手
は
あ
り
ま
せ
ん
。
体
調
が
悪
い
時
、
落
ち
込
む

よ
う
な
事
が
続
い
た
時
は
「
こ
れ
は
人
生
の
休
憩
時
間
だ
。
私
は
大
丈

夫
！
」
と
考
え
、
無
理
せ
ず
じ
っ
く
り
休
ん
で
、
回
復
し
た
ら
何
を
し

よ
う
か
と
計
画
を
練
り
ま
し
ょ
う
。
体
力
に
自
信
が
な
く
て
挑
戦
す
る

の
を
た
め
ら
っ
て
い
る
事
が
あ
る
な
ら
「
き
っ
と
マ
イ
ペ
ー
ス
で
な
ら

で
き
る
は
ず
。」
と
自
分
に
暗
示
を
か
け
て
小
さ
な
一
歩
を
踏
み
出
し
て

み
ま
し
ょ
う
。
無
理
だ
と
い
う
気
持
ち
や
出
来
な
い
と
い
う
思
い
込
み

は
、
案
外
自
分
が
勝
手
に
作
り
出
し
て
い
る
枠
組
で
、
私
た
ち
の
体
力

や
能
力
に
は
も
っ
と
大
き
な
可
能
性
が
あ
る
は
ず
で
す
。「
も
う
少
し

動
け
る
」「
こ
の
体
調
不
良
も
必
ず
良
く
な
る
」
と
い
う
前
向
き
な
気

持
ち
や
あ
き
ら
め
な
い
姿
勢
は
、
私
た
ち
の
健
康
の
応
援
団
と
な
り
、

い
つ
し
か
ホ
ド
ホ
ド
に
健
康
な
状
態
が
続
い
て
い
る
は
ず
で
す
。

　私
自
身
、
年
を
重
ね
て
感
じ
る
の
は
、
視
力
は
落
ち
、
聞
こ
え
は
悪

く
な
り
、
素
早
く
動
け
な
く
な
り
、
物
や
人
の
名
前
が
思
い
出
せ
ず

〝
あ
れ
あ
れ
、
こ
れ
こ
れ
〞
と
連
呼
し
て
い
る
今
の
自
分
で
す
。
新
し

い
事
は
頭
に
入
ら
ず
知
識
は
増
え
な
い
の
に
、
体
重
と
腹
回
り
の
サ
イ

ズ
は
増
え
る
一
方
。
な
ん
と
か
自
分
を
褒
め
よ
う
に
も
良
い
と
こ
ろ

が
見
つ
け
ら
れ
ず
四
苦
八
苦
。
で
も
、
そ
こ
は
考
え
方
ひ
と
つ
。

〝
す
こ
や
か
長
寿
コ
ー
ナ
ー
〞
の
大
先
輩
に
な
ら
っ
て
「
出
来
な
い
事

が
増
え
て
も
元
気
で
生
き
て
い
る
。
マ
イ
ペ
ー
ス
で
い
こ
う
。
ワ
ッ

ハ
ッ
ハ
」
と
笑
い
飛
ば
し
て
、
前
向
き
な
気
持
ち
で
暮
ら
し
て
い
ま

す
。
な
い
も
の
ね
だ
り
を
す
る
よ
り
も
、
自
分
の
中
に
あ
る
も
の
・
出

来
る
事
を
探
し
て
ど
ん
ど
ん
伸
ば
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
何
歳

に
な
っ
て
も
様
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に
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ン
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る
気
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を
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ず
に
お
過

ご
し
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だ
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。
そ
う
す
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ば
、
い
つ
の
間
に
か
ホ
ド
ホ
ド
の
健
康
が

あ
な
た
の
そ
ば
に
い
る
は
ず
で
す
。
皆
様
が
ホ
ド
ホ
ド
に
健
康
で
、
笑

顔
で
元
気
に
長
生
き
し
て
く
だ
さ
る
こ
と
を
お
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し
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。
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眠
れ
な
い…

な
ど
、
気
持
ち
は
身
体
に
直
結
し
て
い
ま
す
。
シ
ョ
ッ
ク

な
事
や
悲
し
い
事
が
あ
る
と
体
調
が
悪
く
な
っ
て
し
ま
う
、
と
い
う
事

も
私
た
ち
は
身
を
以
て
知
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
逆
手
に
取
ろ
う
と
い

う
の
が
今
回
の
秘
訣
〝
前
向
き
な
コ
コ
ロ
〞
で
す
。

　私
た
ち
の
脳
は
騙
さ
れ
や
す
い
と
い
う
事
が
様
々
な
研
究
で
分
か
っ

て
き
て
い
ま
す
。
有
効
な
成
分
を
含
ん
で
い
な
い
偽
の
薬
（
プ
ラ
セ

ボ
）
を
服
用
し
た
の
に
症
状
が
改
善
し
た
り
、
口
角
（
唇
の
端
）
を
上

げ
て
笑
っ
た
よ
う
な
表
情
を
つ
く
る
だ
け
で
免
疫
力
が
上
が
っ
た
り…

人
間
の
身
体
と
い
う
の
は
不
思
議
に
満
ち
て
い
て
自
分
自
身
に
「
大
丈

夫
」
と
言
い
聞
か
せ
た
り
、「
よ
く
や
っ
た
」
と
ほ
め
る
こ
と
で
力
が

湧
い
た
り
元
気
に
な
っ
た
り
す
る
も
の
ら
し
い
の
で
す
。
だ
と
す
れ
ば

そ
れ
を
利
用
し
な
い
手
は
あ
り
ま
せ
ん
。
体
調
が
悪
い
時
、
落
ち
込
む

よ
う
な
事
が
続
い
た
時
は
「
こ
れ
は
人
生
の
休
憩
時
間
だ
。
私
は
大
丈

夫
！
」
と
考
え
、
無
理
せ
ず
じ
っ
く
り
休
ん
で
、
回
復
し
た
ら
何
を
し

よ
う
か
と
計
画
を
練
り
ま
し
ょ
う
。
体
力
に
自
信
が
な
く
て
挑
戦
す
る

の
を
た
め
ら
っ
て
い
る
事
が
あ
る
な
ら
「
き
っ
と
マ
イ
ペ
ー
ス
で
な
ら

で
き
る
は
ず
。」
と
自
分
に
暗
示
を
か
け
て
小
さ
な
一
歩
を
踏
み
出
し
て

み
ま
し
ょ
う
。
無
理
だ
と
い
う
気
持
ち
や
出
来
な
い
と
い
う
思
い
込
み

は
、
案
外
自
分
が
勝
手
に
作
り
出
し
て
い
る
枠
組
で
、
私
た
ち
の
体
力

や
能
力
に
は
も
っ
と
大
き
な
可
能
性
が
あ
る
は
ず
で
す
。「
も
う
少
し

動
け
る
」「
こ
の
体
調
不
良
も
必
ず
良
く
な
る
」
と
い
う
前
向
き
な
気

持
ち
や
あ
き
ら
め
な
い
姿
勢
は
、
私
た
ち
の
健
康
の
応
援
団
と
な
り
、

い
つ
し
か
ホ
ド
ホ
ド
に
健
康
な
状
態
が
続
い
て
い
る
は
ず
で
す
。

　私
自
身
、
年
を
重
ね
て
感
じ
る
の
は
、
視
力
は
落
ち
、
聞
こ
え
は
悪

く
な
り
、
素
早
く
動
け
な
く
な
り
、
物
や
人
の
名
前
が
思
い
出
せ
ず

〝
あ
れ
あ
れ
、
こ
れ
こ
れ
〞
と
連
呼
し
て
い
る
今
の
自
分
で
す
。
新
し

い
事
は
頭
に
入
ら
ず
知
識
は
増
え
な
い
の
に
、
体
重
と
腹
回
り
の
サ
イ

ズ
は
増
え
る
一
方
。
な
ん
と
か
自
分
を
褒
め
よ
う
に
も
良
い
と
こ
ろ

が
見
つ
け
ら
れ
ず
四
苦
八
苦
。
で
も
、
そ
こ
は
考
え
方
ひ
と
つ
。

〝
す
こ
や
か
長
寿
コ
ー
ナ
ー
〞
の
大
先
輩
に
な
ら
っ
て
「
出
来
な
い
事

が
増
え
て
も
元
気
で
生
き
て
い
る
。
マ
イ
ペ
ー
ス
で
い
こ
う
。
ワ
ッ

ハ
ッ
ハ
」
と
笑
い
飛
ば
し
て
、
前
向
き
な
気
持
ち
で
暮
ら
し
て
い
ま

す
。
な
い
も
の
ね
だ
り
を
す
る
よ
り
も
、
自
分
の
中
に
あ
る
も
の
・
出

来
る
事
を
探
し
て
ど
ん
ど
ん
伸
ば
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
何
歳

に
な
っ
て
も
様
々
な
事
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
お
過

ご
し
く
だ
さ
い
。
そ
う
す
れ
ば
、
い
つ
の
間
に
か
ホ
ド
ホ
ド
の
健
康
が

あ
な
た
の
そ
ば
に
い
る
は
ず
で
す
。
皆
様
が
ホ
ド
ホ
ド
に
健
康
で
、
笑

顔
で
元
気
に
長
生
き
し
て
く
だ
さ
る
こ
と
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

お
か
し
く
な
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ゾ
ン
ビ
の
雰
囲

気
を
出
す
た
め
に
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
を
巻
い
て
マ
イ

ケ
ル
ジ
ャ
ク
ソ
ン
の
「
ス
リ
ラ
ー
」
を
踊
っ
て
み
ま
し
た
。

何
を
や
る
に
も
面
白
が
る
と
、
い
つ
の
間
に
か
楽
し
く
な
り

ま
す
よ
。
楽
し
む
気
持
ち
も
健
康
の
味
方
だ
と
思
い
ま
す
。

その四　ホドホドの健康は「前向きな気持ち」にあり。

たぶん

動
か
す
、
好
き
嫌
い
の
な
い
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食

事
。
そ
ん
な
中
、
ど
の
ペ
ー
ジ
を
読
ん
で
も
共
通
し

て
い
る
と
感
じ
る
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
前
向
き
な
気
持

ち
」
で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
苦
労
や
病
気
や
逆
境
に
も

へ
こ
た
れ
な
い
精
神
力
と
強
い
身
体
の
裏
に
は
〝
く

よ
く
よ
し
な
い
〞〝
出
来
事
は
良
い
方
向
に
捉
え
る
〞

と
い
う
、
と
て
も
柔
軟
な
考
え
方―

前
向
き
な
気
持

ち―

が
隠
さ
れ
て
い
ま
す
。

　心
配
事
が
あ
る
と
食
欲
が
な
い
、
怒
る
と
血
圧
が

上
が
る
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
観
て
感
動
し
涙
が
出

　〝
ホ
ド
ホ
ド
の
健
康
〞
の
秘
訣
を
３
回
に
わ
た
っ

て
考
え
て
き
ま
し
た
。
一
つ
目
は
「
血
行
ア
ッ
プ
」、

二
つ
目
は
病
気
に
な
る
前
の
「
セ
ル
フ
ケ
ア
」、
三

つ
目
は
「
自
分
に
合
っ
た
健
康
法
の
実
施
」。

　私
が
こ
の
コ
ー
ナ
ー
の
題
名
を
「
人
も
う
ら
や
む

健
康
の
コ
コ
ロ
」
で
は
な
く
「
ホ
ド
ホ
ド
に…

」
に

し
た
理
由
は
た
だ
ひ
と
つ
。「
健
康
」
自
体
が
生
き

る
目
的
で
は
な
い
、
と
考
え
る
か
ら
で
す
。
私
を
含

め
て
多
く
の
方
々
の
目
指
し
た
い
と
こ
ろ
は
、
な
ん

と
い
っ
て
も
「
自
分
な
り
に
楽
し
く
て
生
き
が
い
の

あ
る
人
生
」
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
こ

に
近
づ
く
た
め
に
大
切
な
の
は
、
や
は
り

「
健
康
」
で
あ
る
こ
と
。
で
も
、
私
た
ち
に

必
要
な
の
は
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
の
よ
う
な

筋
力
・
体
力
で
は
な
く
、
や
り
た
い
事
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
が
出
来
る
自
立
し
た

健
康
状
態
で
あ
り
、
そ
れ
を
継
続
で
き
る
く

ら
い
の
体
力
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
「
ホ
ド
ホ
ド

の
健
康
」
だ
と
思
う
の
で
す
。
と
い
う
こ
と

で
、
今
回
ラ
ス
ト
を
飾
る
〝
人
生
を
楽
し
む

た
め
に
必
要
な
健
康
〞
の
秘
訣
は
、
こ
れ
こ

そ
秀
逸
！
と
私
が
個
人
的
に
考
え
て
い
る
も

の―

「
前
向
き
な
気
持
ち
」
で
す
。

　こ
の
機
関
誌
「
あ
す
な
ろ
倶
楽
部
」
に
は

〝
す
こ
や
か
長
寿
コ
ー
ナ
ー
〞
と
い
う
、
健

康
長
寿
を
実
践
し
て
い
る
シ
ニ
ア
の
方
々
の

記
事
が
あ
り
、
様
々
な
健
康
長
寿
の
秘
訣
が

隠
さ
れ
て
い
ま
す
。
あ
ふ
れ
る
好
奇
心
、
早

寝
早
起
き
規
則
正
し
い
生
活
、
身
体
を
よ
く
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、
好
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と
デ
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だ
と
思
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と
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ド
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緊
張
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眠
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な
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な
ど
、
気
持
ち
は
身
体
に
直
結
し
て
い
ま
す
。
シ
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ッ
ク

な
事
や
悲
し
い
事
が
あ
る
と
体
調
が
悪
く
な
っ
て
し
ま
う
、
と
い
う
事

も
私
た
ち
は
身
を
以
て
知
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
逆
手
に
取
ろ
う
と
い

う
の
が
今
回
の
秘
訣
〝
前
向
き
な
コ
コ
ロ
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で
す
。

　私
た
ち
の
脳
は
騙
さ
れ
や
す
い
と
い
う
事
が
様
々
な
研
究
で
分
か
っ

て
き
て
い
ま
す
。
有
効
な
成
分
を
含
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で
い
な
い
偽
の
薬
（
プ
ラ
セ

ボ
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を
服
用
し
た
の
に
症
状
が
改
善
し
た
り
、
口
角
（
唇
の
端
）
を
上

げ
て
笑
っ
た
よ
う
な
表
情
を
つ
く
る
だ
け
で
免
疫
力
が
上
が
っ
た
り…

人
間
の
身
体
と
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う
の
は
不
思
議
に
満
ち
て
い
て
自
分
自
身
に
「
大
丈

夫
」
と
言
い
聞
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せ
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、「
よ
く
や
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」
と
ほ
め
る
こ
と
で
力
が

湧
い
た
り
元
気
に
な
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す
る
も
の
ら
し
い
の
で
す
。
だ
と
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ば
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を
利
用
し
な
い
手
は
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。
体
調
が
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い
時
、
落
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込
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よ
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な
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が
続
い
た
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は
「
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は
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の
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時
間
だ
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私
は
大
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！
」
と
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え
、
無
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せ
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り
休
ん
で
、
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し
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ら
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を
し
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と
計
画
を
練
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ょ
う
。
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力
に
自
信
が
な
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る
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を
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る
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が
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る
な
ら
「
き
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ペ
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ス
で
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で
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と
自
分
に
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示
を
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を
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み
出
し
て

み
ま
し
ょ
う
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だ
と
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う
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や
出
来
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と
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う
思
い
込
み

は
、
案
外
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が
勝
手
に
作
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出
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い
る
枠
組
で
、
私
た
ち
の
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力

や
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に
は
も
っ
と
大
き
な
可
能
性
が
あ
る
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で
す
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も
う
少
し
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こ
の
体
調
不
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も
必
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良
く
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る
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と
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う
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な
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や
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な
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は
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た
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の
健
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の
応
援
団
と
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り
、
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つ
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に
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な
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態
が
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て
い
る
は
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で
す
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　私
自
身
、
年
を
重
ね
て
感
じ
る
の
は
、
視
力
は
落
ち
、
聞
こ
え
は
悪

く
な
り
、
素
早
く
動
け
な
く
な
り
、
物
や
人
の
名
前
が
思
い
出
せ
ず

〝
あ
れ
あ
れ
、
こ
れ
こ
れ
〞
と
連
呼
し
て
い
る
今
の
自
分
で
す
。
新
し

い
事
は
頭
に
入
ら
ず
知
識
は
増
え
な
い
の
に
、
体
重
と
腹
回
り
の
サ
イ

ズ
は
増
え
る
一
方
。
な
ん
と
か
自
分
を
褒
め
よ
う
に
も
良
い
と
こ
ろ

が
見
つ
け
ら
れ
ず
四
苦
八
苦
。
で
も
、
そ
こ
は
考
え
方
ひ
と
つ
。

〝
す
こ
や
か
長
寿
コ
ー
ナ
ー
〞
の
大
先
輩
に
な
ら
っ
て
「
出
来
な
い
事

が
増
え
て
も
元
気
で
生
き
て
い
る
。
マ
イ
ペ
ー
ス
で
い
こ
う
。
ワ
ッ

ハ
ッ
ハ
」
と
笑
い
飛
ば
し
て
、
前
向
き
な
気
持
ち
で
暮
ら
し
て
い
ま

す
。
な
い
も
の
ね
だ
り
を
す
る
よ
り
も
、
自
分
の
中
に
あ
る
も
の
・
出

来
る
事
を
探
し
て
ど
ん
ど
ん
伸
ば
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
何
歳

に
な
っ
て
も
様
々
な
事
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
お
過

ご
し
く
だ
さ
い
。
そ
う
す
れ
ば
、
い
つ
の
間
に
か
ホ
ド
ホ
ド
の
健
康
が

あ
な
た
の
そ
ば
に
い
る
は
ず
で
す
。
皆
様
が
ホ
ド
ホ
ド
に
健
康
で
、
笑

顔
で
元
気
に
長
生
き
し
て
く
だ
さ
る
こ
と
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
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、
と
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も
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軟
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ま
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と
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、
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る
と
血
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、
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ン
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て
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動
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の
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え
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き
ま
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た
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は
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血
行
ア
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プ
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は
病
気
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前
の
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フ
ケ
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目
は
「
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分
に
合
っ
た
健
康
法
の
実
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が
こ
の
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の
題
名
を
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人
も
う
ら
や
む

健
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の
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で
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く
「
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ド
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に
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た
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由
は
た
だ
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つ
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健
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」
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が
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る
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的
で
は
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、
と
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ら
で
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の
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の
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と
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は
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な
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と
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も
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に
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の
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人
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で
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な
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と
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で
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、
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と
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だ
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の
で
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で
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を
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こ
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こ
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逸
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と
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が
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的
に
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も
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な
気
持
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で
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の
機
関
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あ
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ろ
倶
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部
」
に
は
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こ
や
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と
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、
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を
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る
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が
あ
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、
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身
体
を
よ
く

昭和36年生まれ。血液型はＢ型。
人生の基本方針は「健康第一」と「転んでも前向き」。三日坊主のベテランで、チョコレートが大好き。

　※健康運動指導士とは「個々人の心身の状態に応じた、安全で効果的な運動を実施するための運動プログ
　　ラムの作成及び指導を行う者」として（公財）健康・体力づくり事業財団が認定する資格です。

● プロフィール ● 健康運動指導士　棟方由美子

る
、
好
き
な
人
と
デ
ー
ト
だ
と
思
う
と
わ
く
わ
く
ド
キ
ド
キ
緊
張
し
て

眠
れ
な
い…

な
ど
、
気
持
ち
は
身
体
に
直
結
し
て
い
ま
す
。
シ
ョ
ッ
ク

な
事
や
悲
し
い
事
が
あ
る
と
体
調
が
悪
く
な
っ
て
し
ま
う
、
と
い
う
事

も
私
た
ち
は
身
を
以
て
知
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
逆
手
に
取
ろ
う
と
い

う
の
が
今
回
の
秘
訣
〝
前
向
き
な
コ
コ
ロ
〞
で
す
。

　私
た
ち
の
脳
は
騙
さ
れ
や
す
い
と
い
う
事
が
様
々
な
研
究
で
分
か
っ

て
き
て
い
ま
す
。
有
効
な
成
分
を
含
ん
で
い
な
い
偽
の
薬
（
プ
ラ
セ

ボ
）
を
服
用
し
た
の
に
症
状
が
改
善
し
た
り
、
口
角
（
唇
の
端
）
を
上

げ
て
笑
っ
た
よ
う
な
表
情
を
つ
く
る
だ
け
で
免
疫
力
が
上
が
っ
た
り…

人
間
の
身
体
と
い
う
の
は
不
思
議
に
満
ち
て
い
て
自
分
自
身
に
「
大
丈

夫
」
と
言
い
聞
か
せ
た
り
、「
よ
く
や
っ
た
」
と
ほ
め
る
こ
と
で
力
が

湧
い
た
り
元
気
に
な
っ
た
り
す
る
も
の
ら
し
い
の
で
す
。
だ
と
す
れ
ば

そ
れ
を
利
用
し
な
い
手
は
あ
り
ま
せ
ん
。
体
調
が
悪
い
時
、
落
ち
込
む

よ
う
な
事
が
続
い
た
時
は
「
こ
れ
は
人
生
の
休
憩
時
間
だ
。
私
は
大
丈

夫
！
」
と
考
え
、
無
理
せ
ず
じ
っ
く
り
休
ん
で
、
回
復
し
た
ら
何
を
し

よ
う
か
と
計
画
を
練
り
ま
し
ょ
う
。
体
力
に
自
信
が
な
く
て
挑
戦
す
る

の
を
た
め
ら
っ
て
い
る
事
が
あ
る
な
ら
「
き
っ
と
マ
イ
ペ
ー
ス
で
な
ら

で
き
る
は
ず
。」
と
自
分
に
暗
示
を
か
け
て
小
さ
な
一
歩
を
踏
み
出
し
て

み
ま
し
ょ
う
。
無
理
だ
と
い
う
気
持
ち
や
出
来
な
い
と
い
う
思
い
込
み

は
、
案
外
自
分
が
勝
手
に
作
り
出
し
て
い
る
枠
組
で
、
私
た
ち
の
体
力

や
能
力
に
は
も
っ
と
大
き
な
可
能
性
が
あ
る
は
ず
で
す
。「
も
う
少
し

動
け
る
」「
こ
の
体
調
不
良
も
必
ず
良
く
な
る
」
と
い
う
前
向
き
な
気

持
ち
や
あ
き
ら
め
な
い
姿
勢
は
、
私
た
ち
の
健
康
の
応
援
団
と
な
り
、

い
つ
し
か
ホ
ド
ホ
ド
に
健
康
な
状
態
が
続
い
て
い
る
は
ず
で
す
。

　私
自
身
、
年
を
重
ね
て
感
じ
る
の
は
、
視
力
は
落
ち
、
聞
こ
え
は
悪

く
な
り
、
素
早
く
動
け
な
く
な
り
、
物
や
人
の
名
前
が
思
い
出
せ
ず

〝
あ
れ
あ
れ
、
こ
れ
こ
れ
〞
と
連
呼
し
て
い
る
今
の
自
分
で
す
。
新
し

い
事
は
頭
に
入
ら
ず
知
識
は
増
え
な
い
の
に
、
体
重
と
腹
回
り
の
サ
イ

ズ
は
増
え
る
一
方
。
な
ん
と
か
自
分
を
褒
め
よ
う
に
も
良
い
と
こ
ろ

が
見
つ
け
ら
れ
ず
四
苦
八
苦
。
で
も
、
そ
こ
は
考
え
方
ひ
と
つ
。

〝
す
こ
や
か
長
寿
コ
ー
ナ
ー
〞
の
大
先
輩
に
な
ら
っ
て
「
出
来
な
い
事

が
増
え
て
も
元
気
で
生
き
て
い
る
。
マ
イ
ペ
ー
ス
で
い
こ
う
。
ワ
ッ

ハ
ッ
ハ
」
と
笑
い
飛
ば
し
て
、
前
向
き
な
気
持
ち
で
暮
ら
し
て
い
ま

す
。
な
い
も
の
ね
だ
り
を
す
る
よ
り
も
、
自
分
の
中
に
あ
る
も
の
・
出

来
る
事
を
探
し
て
ど
ん
ど
ん
伸
ば
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
何
歳

に
な
っ
て
も
様
々
な
事
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
お
過

ご
し
く
だ
さ
い
。
そ
う
す
れ
ば
、
い
つ
の
間
に
か
ホ
ド
ホ
ド
の
健
康
が

あ
な
た
の
そ
ば
に
い
る
は
ず
で
す
。
皆
様
が
ホ
ド
ホ
ド
に
健
康
で
、
笑

顔
で
元
気
に
長
生
き
し
て
く
だ
さ
る
こ
と
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

お
か
し
く
な
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ゾ
ン
ビ
の
雰
囲

気
を
出
す
た
め
に
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
を
巻
い
て
マ
イ

ケ
ル
ジ
ャ
ク
ソ
ン
の
「
ス
リ
ラ
ー
」
を
踊
っ
て
み
ま
し
た
。

何
を
や
る
に
も
面
白
が
る
と
、
い
つ
の
間
に
か
楽
し
く
な
り

ま
す
よ
。
楽
し
む
気
持
ち
も
健
康
の
味
方
だ
と
思
い
ま
す
。
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仲間づくりCaf́e
卓
球
で
心
も
体
も
健
康
に
‼

健
友
ク
ラ
ブ

　
　
　

沖
館
新
卓
球
ク
ラ
ブ（
青
森
市
）

　毎
週
木
曜
日
午
後
一
時
か
ら
四
時
ま
で
沖
館
市
民
セ
ン

タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル
は
、
使
用
す
る
ボ
ー
ル
は
違
う
が
卓

球
に
情
熱
を
注
ぎ
、
練
習
に
励
ん
で
い
る
二
チ
ー
ム
の
熱

気
で
一
杯
で
す
。

　「
健
友
ク
ラ
ブ
」
は
硬
式
ボ
ー
ル
（
直
径
40
ミ
リ
）
専

門
。
当
初
は
厚
生
年
金
ホ
ー
ル
で
卓
球
講
座
を
週
一
回

行
っ
て
い
ま
し
た
。
初
心
者
の
み
の
ピ
ン
ポ
ン
教
室
で
し

た
が
、
週
一
回
の
練
習
で
は
物
足
り
な
い
と
、
沖
館
市
民

セ
ン
タ
ー
で
の
練
習
も
増
や
し
ま
し
た
。

　平
成
19
年
辻
村
一
徳
さ
ん
が
代
表
と
な
り
、
以
前
か
ら

の
活
動
内
容
を
若
干
変
更
し「
健
友
ク
ラ
ブ
」を
結
成
し
ま

し
た
。
卓
球
を
通
し
て
会
員
の
健
康
増
進
と
相
互
の
親
睦

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
83
歳
を
筆
頭
に
65
歳
以
上
の
会
員
20
名
が
練
習
に
励
ん
で

い
ま
す
。
最
初
の
一
時
間
は
基
礎
練
習
を
ビ
ッ
チ
リ
し
、
15
分
の
休
憩
を
挟
む
。（
重

要
な
連
絡
事
項
・
情
報
交
換
の
時
間
）
後
半
は
ダ
ブ
ル
ス
で
試
合
を
し
、
お
互
い
に
笑

顔
で
励
ま
し
合
い
、
技
を
競
い
合
い
、
強
い
絆
の
下
に
心
地
よ
い
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

　オ
レ
ン
ジ
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
（
直
径
44
ミ
リ
）
を
使
用
し
小
沼
國
士
さ
ん
を
代
表
と
す

る
「
沖
館
新
卓
球
ク
ラ
ブ
」
は
、
平
成
14
年
、
セ
ン
タ
ー
主
催
の
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球

講
座
に
参
加
し
た
メ
ン
バ
ー
達
で
講
座
終
了
後
に
立
ち
上
げ
た
ク
ラ
ブ
で
す
。

　最
初
は
、
只
々
楽
し
く
ピ
ン
ポ
ン
の
練
習
で
し
た
が
、
月
日
の
経
過
と
共
に
腕
を
上

げ
、
県
内
外
の
大
会
に
出
場
す
る
様
に
な
り
（
青
森
県
は
レ
ベ
ル
が
高
く
、
県
予
選
を

通
過
す
る
の
が
難
し
い
。）
良
い
成
績
を
収
め
て
い
ま
す
。「
会
員
仲
良
く
・
楽
し
く
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
今
日
も
コ
ー
ト
狭
し
と
動
き
ま
わ
る
選
手
達
30
名
。「
最
高
年
齢
の
人

は
何
歳
く
ら
い
？
」
と
尋
ね
た
ら
「
ひ
・
み
・
つ
」
だ
っ
て
！

　と
に
か
く
み
ん
な
お
年
の
割
に
は
若
い
・
動
け
る
・
し
ゃ
べ
る
・
勝
負
に
こ
だ
わ

る
。
こ
ん
な
こ
と
が
若
さ
と
シ
ル
バ
ー
レ
デ
ィ
・
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
を
保
っ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
ね
。
現
在
、
ど
ち
ら
の
ク
ラ
ブ
も
人
気
で
定
員
い
っ
ぱ
い
で
す
。
二
つ
の
ク

ラ
ブ
の
今
後
益
々
の
ご
活
躍
を
願
っ
て
い
ま
す
。

《
お
問
合
せ
先
》

・「
健
友
ク
ラ
ブ
」   

代
表
：
辻
村
一
徳 

／ 

連
絡
先
：
０
１
７
（
７
８
１
）
２
１
９
０

・「
沖
館
新
卓
球
ク
ラ
ブ
」

　
　
　
　
　
　
　
　

   
代
表
：
小
沼
國
士 

／ 

連
絡
先
：
０
１
７
（
７
８
１
）
６
４
６
５

（
地
域
通
信
員

　三
浦

　良
子
）

沖館卓球クラブの練習中

◀健友クラブの皆さん

沖館新卓球クラブの皆さん▶

仲間づ
くりCaf́e

　行
政
の
力
を
借
り
る
訳
で
も
な
く
、
地
域
の
住

民
が
自
発
的
に
「
自
分
た
ち
の
健
康
は
、
自
分
た

ち
の
手
で
」
の
意
気
込
み
で
組
織
を
立
上
げ
、
活

動
し
て
い
る
団
体
が
あ
る
と
言
う
。
し
か
も
そ
の

先
頭
に
立
っ
て
い
る
の
が
、
卒
寿
（
90
歳
）
を
過

ぎ
た
女
性
と
聞
い
て
、
早
速
取
材
に
出
掛
け
た
。

　「
津
川
さ
ん
の
体
操
教
室
」
の
名
称
で
、
地
域

の
高
齢
者
が
毎
月
第
１
・
第
３
木
曜
日
に
集
ま

り
、
介
護
予
防
運
動
に
取
組
ん
で
お
ら
れ
る
と
の

こ
と
。
ま
ず
驚
い
た
の
は
、
参
加
者
の
元
気
度
と

運
動
メ
ニ
ュ
ー
の
確
か
さ
。
お
馴
染
み
の
ラ
ジ
オ

体
操
で
身
体
を
ほ
ぐ
し
た
後
、
津
川
さ
ん
が
考
案

し
た
と
い
う
各
種
の
運
動
で
、
全
身
に
負
荷
を
与

え
る
の
で
す
が
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
の
メ

ニ
ュ
ー
に
勝
る
と
も
劣
ら
ぬ
内
容
で
あ
る
。
腹
筋

や
大
腿
四
頭
筋
の
筋
力
低
下
を
防
止
す
る
運
動

（
ス
ト
レ
ッ
チ
と
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）
や
、
上

半
身
の
捻
転
運
動
、
大
腿
背
部
の
ス
ト
レ
ッ
チ
、
膝
関
節
や
股
関
節
等
の
伸
展
運
動
や

屈
曲
運
動
。
お
お
よ
そ
30
分
程
の
運
動
の
後
は
皆
さ
ん
の
額
に
汗
が
滲
み
、
相
当
な
運

動
量
で
あ
る
こ
と
が
見
て
取
れ
た
。

　現
役
を
退
い
た
高
齢
者
は
、
往
々
に
し
て
社
会
的
な
関
わ
り
が
希
薄
に
な
り
家
に
引

き
こ
も
り
が
ち
で
、
そ
れ
が
心
身
両
面
の
機
能
を
低
下
さ
せ
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ
を
低
下
さ
せ
る

大
き
な
要
因
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、「
津
川
さ
ん
の
体
操
教
室
」
に
参
加
さ
れ

て
お
ら
れ
る
皆
さ
ん
に
は
微
塵
も
そ
れ
が
感
じ
ら
れ
な
い
。

《
お
問
合
せ
先
》

　団
体
名
／
代
表

　『津
川
さ
ん
の
体
操
教
室
』 

／ 

代
表
・
津
川

　ゑ
き

　問
合
せ
先

　

 

０
１
７
５
（
２
２
）
５
２
２
１

　会
場
／
活
動
日

　横
迎
町
集
会
所 

／ 

毎
月
第
１
・
第
３
木
曜
日

　13
時
30
分
〜

　そ

　の

　他

　参
加
料
は
不
要
で
す
。
動
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
下
さ
い
！

（
地
域
通
信
員
・
菊
池

　三
十
義
）

自
分
た
ち
の
健
康
は
、

　
　自分
た
ち
の
手
で

津
川
さ
ん
の
体
操
教
室（
む
つ
市
）

仲間づくりCaf́e
卓
球
で
心
も
体
も
健
康
に
‼

健
友
ク
ラ
ブ

　
　
　

沖
館
新
卓
球
ク
ラ
ブ（
青
森
市
）

　毎
週
木
曜
日
午
後
一
時
か
ら
四
時
ま
で
沖
館
市
民
セ
ン

タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル
は
、
使
用
す
る
ボ
ー
ル
は
違
う
が
卓

球
に
情
熱
を
注
ぎ
、
練
習
に
励
ん
で
い
る
二
チ
ー
ム
の
熱

気
で
一
杯
で
す
。

　「
健
友
ク
ラ
ブ
」
は
硬
式
ボ
ー
ル
（
直
径
40
ミ
リ
）
専

門
。
当
初
は
厚
生
年
金
ホ
ー
ル
で
卓
球
講
座
を
週
一
回

行
っ
て
い
ま
し
た
。
初
心
者
の
み
の
ピ
ン
ポ
ン
教
室
で
し

た
が
、
週
一
回
の
練
習
で
は
物
足
り
な
い
と
、
沖
館
市
民

セ
ン
タ
ー
で
の
練
習
も
増
や
し
ま
し
た
。

　平
成
19
年
辻
村
一
徳
さ
ん
が
代
表
と
な
り
、
以
前
か
ら

の
活
動
内
容
を
若
干
変
更
し「
健
友
ク
ラ
ブ
」を
結
成
し
ま

し
た
。
卓
球
を
通
し
て
会
員
の
健
康
増
進
と
相
互
の
親
睦

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
83
歳
を
筆
頭
に
65
歳
以
上
の
会
員
20
名
が
練
習
に
励
ん
で

い
ま
す
。
最
初
の
一
時
間
は
基
礎
練
習
を
ビ
ッ
チ
リ
し
、
15
分
の
休
憩
を
挟
む
。（
重

要
な
連
絡
事
項
・
情
報
交
換
の
時
間
）
後
半
は
ダ
ブ
ル
ス
で
試
合
を
し
、
お
互
い
に
笑

顔
で
励
ま
し
合
い
、
技
を
競
い
合
い
、
強
い
絆
の
下
に
心
地
よ
い
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

　オ
レ
ン
ジ
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
（
直
径
44
ミ
リ
）
を
使
用
し
小
沼
國
士
さ
ん
を
代
表
と
す

る
「
沖
館
新
卓
球
ク
ラ
ブ
」
は
、
平
成
14
年
、
セ
ン
タ
ー
主
催
の
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球

講
座
に
参
加
し
た
メ
ン
バ
ー
達
で
講
座
終
了
後
に
立
ち
上
げ
た
ク
ラ
ブ
で
す
。

　最
初
は
、
只
々
楽
し
く
ピ
ン
ポ
ン
の
練
習
で
し
た
が
、
月
日
の
経
過
と
共
に
腕
を
上

げ
、
県
内
外
の
大
会
に
出
場
す
る
様
に
な
り
（
青
森
県
は
レ
ベ
ル
が
高
く
、
県
予
選
を

通
過
す
る
の
が
難
し
い
。）
良
い
成
績
を
収
め
て
い
ま
す
。「
会
員
仲
良
く
・
楽
し
く
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
今
日
も
コ
ー
ト
狭
し
と
動
き
ま
わ
る
選
手
達
30
名
。「
最
高
年
齢
の
人

は
何
歳
く
ら
い
？
」
と
尋
ね
た
ら
「
ひ
・
み
・
つ
」
だ
っ
て
！

　と
に
か
く
み
ん
な
お
年
の
割
に
は
若
い
・
動
け
る
・
し
ゃ
べ
る
・
勝
負
に
こ
だ
わ

る
。
こ
ん
な
こ
と
が
若
さ
と
シ
ル
バ
ー
レ
デ
ィ
・
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
を
保
っ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
ね
。
現
在
、
ど
ち
ら
の
ク
ラ
ブ
も
人
気
で
定
員
い
っ
ぱ
い
で
す
。
二
つ
の
ク

ラ
ブ
の
今
後
益
々
の
ご
活
躍
を
願
っ
て
い
ま
す
。
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仲間づ
くりCaf́e

　行
政
の
力
を
借
り
る
訳
で
も
な
く
、
地
域
の
住

民
が
自
発
的
に
「
自
分
た
ち
の
健
康
は
、
自
分
た

ち
の
手
で
」
の
意
気
込
み
で
組
織
を
立
上
げ
、
活

動
し
て
い
る
団
体
が
あ
る
と
言
う
。
し
か
も
そ
の

先
頭
に
立
っ
て
い
る
の
が
、
卒
寿
（
90
歳
）
を
過

ぎ
た
女
性
と
聞
い
て
、
早
速
取
材
に
出
掛
け
た
。

　「
津
川
さ
ん
の
体
操
教
室
」
の
名
称
で
、
地
域

の
高
齢
者
が
毎
月
第
１
・
第
３
木
曜
日
に
集
ま

り
、
介
護
予
防
運
動
に
取
組
ん
で
お
ら
れ
る
と
の

こ
と
。
ま
ず
驚
い
た
の
は
、
参
加
者
の
元
気
度
と

運
動
メ
ニ
ュ
ー
の
確
か
さ
。
お
馴
染
み
の
ラ
ジ
オ

体
操
で
身
体
を
ほ
ぐ
し
た
後
、
津
川
さ
ん
が
考
案

し
た
と
い
う
各
種
の
運
動
で
、
全
身
に
負
荷
を
与

え
る
の
で
す
が
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
の
メ

ニ
ュ
ー
に
勝
る
と
も
劣
ら
ぬ
内
容
で
あ
る
。
腹
筋

や
大
腿
四
頭
筋
の
筋
力
低
下
を
防
止
す
る
運
動

（
ス
ト
レ
ッ
チ
と
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）
や
、
上

半
身
の
捻
転
運
動
、
大
腿
背
部
の
ス
ト
レ
ッ
チ
、
膝
関
節
や
股
関
節
等
の
伸
展
運
動
や

屈
曲
運
動
。
お
お
よ
そ
30
分
程
の
運
動
の
後
は
皆
さ
ん
の
額
に
汗
が
滲
み
、
相
当
な
運

動
量
で
あ
る
こ
と
が
見
て
取
れ
た
。

　現
役
を
退
い
た
高
齢
者
は
、
往
々
に
し
て
社
会
的
な
関
わ
り
が
希
薄
に
な
り
家
に
引

き
こ
も
り
が
ち
で
、
そ
れ
が
心
身
両
面
の
機
能
を
低
下
さ
せ
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ
を
低
下
さ
せ
る

大
き
な
要
因
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、「
津
川
さ
ん
の
体
操
教
室
」
に
参
加
さ
れ

て
お
ら
れ
る
皆
さ
ん
に
は
微
塵
も
そ
れ
が
感
じ
ら
れ
な
い
。

《
お
問
合
せ
先
》

　団
体
名
／
代
表

　『津
川
さ
ん
の
体
操
教
室
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卓
球
で
心
も
体
も
健
康
に
‼

健
友
ク
ラ
ブ

　
　
　

沖
館
新
卓
球
ク
ラ
ブ（
青
森
市
）

　毎
週
木
曜
日
午
後
一
時
か
ら
四
時
ま
で
沖
館
市
民
セ
ン

タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル
は
、
使
用
す
る
ボ
ー
ル
は
違
う
が
卓

球
に
情
熱
を
注
ぎ
、
練
習
に
励
ん
で
い
る
二
チ
ー
ム
の
熱

気
で
一
杯
で
す
。

　「
健
友
ク
ラ
ブ
」
は
硬
式
ボ
ー
ル
（
直
径
40
ミ
リ
）
専

門
。
当
初
は
厚
生
年
金
ホ
ー
ル
で
卓
球
講
座
を
週
一
回

行
っ
て
い
ま
し
た
。
初
心
者
の
み
の
ピ
ン
ポ
ン
教
室
で
し

た
が
、
週
一
回
の
練
習
で
は
物
足
り
な
い
と
、
沖
館
市
民

セ
ン
タ
ー
で
の
練
習
も
増
や
し
ま
し
た
。

　平
成
19
年
辻
村
一
徳
さ
ん
が
代
表
と
な
り
、
以
前
か
ら

の
活
動
内
容
を
若
干
変
更
し「
健
友
ク
ラ
ブ
」を
結
成
し
ま

し
た
。
卓
球
を
通
し
て
会
員
の
健
康
増
進
と
相
互
の
親
睦

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
83
歳
を
筆
頭
に
65
歳
以
上
の
会
員
20
名
が
練
習
に
励
ん
で

い
ま
す
。
最
初
の
一
時
間
は
基
礎
練
習
を
ビ
ッ
チ
リ
し
、
15
分
の
休
憩
を
挟
む
。（
重

要
な
連
絡
事
項
・
情
報
交
換
の
時
間
）
後
半
は
ダ
ブ
ル
ス
で
試
合
を
し
、
お
互
い
に
笑

顔
で
励
ま
し
合
い
、
技
を
競
い
合
い
、
強
い
絆
の
下
に
心
地
よ
い
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

　オ
レ
ン
ジ
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
（
直
径
44
ミ
リ
）
を
使
用
し
小
沼
國
士
さ
ん
を
代
表
と
す

る
「
沖
館
新
卓
球
ク
ラ
ブ
」
は
、
平
成
14
年
、
セ
ン
タ
ー
主
催
の
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球

講
座
に
参
加
し
た
メ
ン
バ
ー
達
で
講
座
終
了
後
に
立
ち
上
げ
た
ク
ラ
ブ
で
す
。

　最
初
は
、
只
々
楽
し
く
ピ
ン
ポ
ン
の
練
習
で
し
た
が
、
月
日
の
経
過
と
共
に
腕
を
上

げ
、
県
内
外
の
大
会
に
出
場
す
る
様
に
な
り
（
青
森
県
は
レ
ベ
ル
が
高
く
、
県
予
選
を

通
過
す
る
の
が
難
し
い
。）
良
い
成
績
を
収
め
て
い
ま
す
。「
会
員
仲
良
く
・
楽
し
く
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
今
日
も
コ
ー
ト
狭
し
と
動
き
ま
わ
る
選
手
達
30
名
。「
最
高
年
齢
の
人

は
何
歳
く
ら
い
？
」
と
尋
ね
た
ら
「
ひ
・
み
・
つ
」
だ
っ
て
！

　と
に
か
く
み
ん
な
お
年
の
割
に
は
若
い
・
動
け
る
・
し
ゃ
べ
る
・
勝
負
に
こ
だ
わ

る
。
こ
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な
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と
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・
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し
か
も
そ
の

先
頭
に
立
っ
て
い
る
の
が
、
卒
寿
（
90
歳
）
を
過

ぎ
た
女
性
と
聞
い
て
、
早
速
取
材
に
出
掛
け
た
。

　「
津
川
さ
ん
の
体
操
教
室
」
の
名
称
で
、
地
域

の
高
齢
者
が
毎
月
第
１
・
第
３
木
曜
日
に
集
ま

り
、
介
護
予
防
運
動
に
取
組
ん
で
お
ら
れ
る
と
の

こ
と
。
ま
ず
驚
い
た
の
は
、
参
加
者
の
元
気
度
と

運
動
メ
ニ
ュ
ー
の
確
か
さ
。
お
馴
染
み
の
ラ
ジ
オ

体
操
で
身
体
を
ほ
ぐ
し
た
後
、
津
川
さ
ん
が
考
案

し
た
と
い
う
各
種
の
運
動
で
、
全
身
に
負
荷
を
与

え
る
の
で
す
が
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
の
メ

ニ
ュ
ー
に
勝
る
と
も
劣
ら
ぬ
内
容
で
あ
る
。
腹
筋

や
大
腿
四
頭
筋
の
筋
力
低
下
を
防
止
す
る
運
動

（
ス
ト
レ
ッ
チ
と
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）
や
、
上

半
身
の
捻
転
運
動
、
大
腿
背
部
の
ス
ト
レ
ッ
チ
、
膝
関
節
や
股
関
節
等
の
伸
展
運
動
や

屈
曲
運
動
。
お
お
よ
そ
30
分
程
の
運
動
の
後
は
皆
さ
ん
の
額
に
汗
が
滲
み
、
相
当
な
運

動
量
で
あ
る
こ
と
が
見
て
取
れ
た
。

　現
役
を
退
い
た
高
齢
者
は
、
往
々
に
し
て
社
会
的
な
関
わ
り
が
希
薄
に
な
り
家
に
引

き
こ
も
り
が
ち
で
、
そ
れ
が
心
身
両
面
の
機
能
を
低
下
さ
せ
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ
を
低
下
さ
せ
る

大
き
な
要
因
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、「
津
川
さ
ん
の
体
操
教
室
」
に
参
加
さ
れ

て
お
ら
れ
る
皆
さ
ん
に
は
微
塵
も
そ
れ
が
感
じ
ら
れ
な
い
。

《
お
問
合
せ
先
》

　団
体
名
／
代
表

　『津
川
さ
ん
の
体
操
教
室
』 

／ 

代
表
・
津
川

　ゑ
き

　問
合
せ
先

　

 

０
１
７
５
（
２
２
）
５
２
２
１

　会
場
／
活
動
日

　横
迎
町
集
会
所 

／ 

毎
月
第
１
・
第
３
木
曜
日

　13
時
30
分
〜

　そ

　の

　他

　参
加
料
は
不
要
で
す
。
動
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
下
さ
い
！

（
地
域
通
信
員
・
菊
池

　三
十
義
）

自
分
た
ち
の
健
康
は
、

　
　自分
た
ち
の
手
で

津
川
さ
ん
の
体
操
教
室（
む
つ
市
）
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きんぴらごぼうの柳川風煮
主　菜

１． なべに水と豚ひき肉を入れ火が通ったら、きんぴらご
ぼうを加える。

２． 割りほぐした卵をまわし入れ、半熟になったら万能ね
ぎを入れ器に盛る。

「肉のカロリー」（低カロリー順）

とり肉 …  ささみ ▶むね▶もも▶手羽

＊ 全体的にひき肉は脂肪分が多く高カロリー

牛　肉 … モモ▶ヒレ（赤身）▶サーロイン▶ばら
豚　肉 … モモ▶ヒレ（赤身）▶ロース▶ばら

きんぴらごぼう（市販品） 1パック（50g）
……………………………………豚ひき肉 30g

…………………………………………水 100ml
……………………………………………卵 1個

……………………………………万能ねぎ 10g

長いもと、めかぶのポン酢
副菜（県産品）

長いも …………………………… 1/8 本（60g）
めかぶ ……………………………………… 40g
ポン酢 ………………………………… 小さじ 1

１． 長いもは皮をむき、スライサーでせん切りにする。
２． 器に、１のながいもとめかぶを入れ、ポン酢をかける。
好みで柚子こしょうを添える。

※ 長いもなどのイモ類は野菜に含まれません

エネルギー       221 kcal
たんぱく質 14.0 g
脂質 12.6 g
食塩相当量 0.7 g

１人分の
栄養量

【野菜の摂取量】 60g

材料（１人分）

作 り 方

１人分の
栄養量

エネルギー　　 47 kcal
たんぱく質　　　1.7 g
脂質 0.4 g

カルシウム　　 41 mg
鉄 0.3 mg
食塩相当量　　　 0.6 g

【野菜の摂取量】 　0g

材料（１人分）

作 り 方

（青森県食生活改善推進員連絡協議会「ヘルスアップ cooking」より」）

ヘルスアップヘルスアップヘルスアップヘルスアップ CookingCookingCookingCooking
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〇訪問歯科保健指導
　各種団体・事業所を訪問し、歯科講話や歯みがき指導を行い、歯と口の健康づくりを支援します。
〇歯と口の健康に関する知識の普及啓発
　歯の健康に関する広報・ポスター・リーフレットの配布等を行い、歯と口の健康に関心を持って

いただけるよう支援します。
〇歯と口の健康に関する調査研究
　歯と口の健康に関する実態調査・研究を行います。
〇歯と口の健康相談
　随時、歯と口の健康に関する電話相談等を受け付け、助言を行います。

青森県口腔保健支援センターで行っている業務青森県口腔保健支援センターで行っている業務青森県口腔保健支援センターで行っている業務

東地方保健所
青森県口腔保健支援センター担当

☎　017-739-5421

　「高
齢
者
の
口
腔
ケ
ア
」
は
最
終
回
と
な
り
ま
す
。
今
回

は
「
入
れ
歯
」
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

　多く
の
歯
が
抜
け
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
と
、
噛
む
力
が

低
下
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
残
り
の
歯
に
負
担
が
か
か
り
、

歯
が
傾
い
た
り
、
伸
び
出
し
た
り
し
て
、
噛
み
合
せ
が
悪
く

な
っ
て
き
ま
す
。
入
れ
歯
を
い
れ
る
こ
と
で
、
よ
く
噛
め
る

よ
う
に
な
っ
た
り
、
言
葉
が
は
っ
き
り
伝
わ
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。　ただ

、「
入
れ
歯
」
に
も
自
分
の
歯
と
同
じ
よ
う
に
、
食
べ

か
す
や
プ
ラ
ー
ク
（
歯
垢
）
が
つ
き
ま
す
の
で
、
入
れ
歯
の

お
手
入
れ
が
不
十
分
な
場
合
に
い
ろ
い
ろ
な
ト
ラ
ブ
ル
が

起
き
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

①
口
臭
が
発
生
し
や
す
く
な
る

②
口
内
炎
の
原
因
に
な
る

③
入
れ
歯
に
色
素
や
歯
石
が
沈
着
し
や
す
く
な
る

④
部
分
入
れ
歯
の
場
合
、
バ
ネ
な
ど
が
か
か
っ
て
い
る
歯

が
む
し
歯
や
歯
周
病
に
な
る

等
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
毎
日
の
お
手
入
れ
で
入
れ
歯

を
清
潔
に
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　そこ
で
、
自
分
で
で
き
る
入
れ
歯
の
清
掃
に
つ
い
て
３
つ

の
ポ
イ
ン
ト
を
説
明
い
た
し
ま
す
。

１
入
れ
歯
の
破
損
と
排
水
口
へ
の
流
出
の
防
止

・
入
れ
歯
を
清
掃
す
る
と
き
は
、
落
下
に
よ
る
破
損
と
排

水
口
へ
の
流
出
を
防
ぐ
た
め
に
、
水
を
張
っ
た
洗
面
器

等
を
下
に
置
き
ま
し
ょ
う
。（
図
１
）

図１

図２

２
入
れ
歯
専
用
歯
ブ
ラ
シ
の
使
用

・
入
れ
歯
専
用
歯
ブ
ラ
シ
に
は
形
状
が
違
う
軟
ら
か
い
毛

と
硬
い
毛
の
２
種
類
の
毛
が
つ
い
て
お
り
、
入
れ
歯
の

裏
の
部
分
と
表
の
部
分
を
磨
き
分
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。

・
入
れ
歯
の
裏
の
部
分
は
デ
リ
ケ
ー
ト
な
の
で
、
軟
ら
か

い
毛
で
や
さ
し
く
磨
き
ま
し
ょ
う
。

・
入
れ
歯
の
表
の
部
分
は
硬
い
毛
で
磨
き
ま
し
ょ
う
。
特

に
バ
ネ
の
部
分
は
汚
れ
が
残
り
や
す
い
の
で
丁
寧
に
磨

き
ま
し
ょ
う
。（
図
２
）

３
洗
浄
保
管

・
就
寝
前
は
入
れ
歯
を
必
ず
清
掃
し
、
水
と
入
れ
歯
洗
浄

剤
を
入
れ
た
容
器
に
保
管
し
ま
し
ょ
う
。
ブ
ラ
シ
で
は

落
と
し
き
れ
な
い
汚
れ
や
菌
な
ど
を
化
学
的
に
除
去
で

き
ま
す
。

　最後
に
、
お
口
の
状
態
は
変
化
し
ま
す
。
入
れ
歯
の
具
合

が
悪
い
場
合
は
ご
自
分
で
調
整
せ
ず
、
歯
科
医
院
で
調
整
し

て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。
残
っ
て
い
る
歯
や
粘
膜
を
清
潔
に
保

つ
た
め
に
も
定
期
点
検
を
受
け
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

第４回第４回第４回第４回

﹁
入
れ
歯
の
お
手
入
れ
﹂
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Ｎ 41°00′00″Ｎ 41°00′00″

　　　　　昭和14年青森市生まれ。昭和32年に青森県立青森高等学
校卒業後、ＮＨＫ青森放送局に入局。以後、東北各地の放送
局に勤務。平成８年にＮＨＫ文化センター青森支社長となり、

平成10年に「みやこうた」を創案。現在は、「みやこうたを創り楽しむ会」
会長の他、ＮＨＫ文化センター「みやこうたを楽しむ」講師、各地「みやこう
た教室」講師をしている。

みやこうたを創り楽しむ会会長
　湊　望（みなと　ほまれ）

北緯４１度・青森の魅力北緯４１度・青森の魅力北緯４１度・青森の魅力

「
夫
婦
幸
せ
求
め
て
九
十
九
坂
」

　
　
〜「
し
あ
わ
せ
の
み
や
こ
う
た
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
」か
ら
〜

「
夫
婦
幸
せ
求
め
て
九
十
九
坂
」

　
　
〜「
し
あ
わ
せ
の
み
や
こ
う
た
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
」か
ら
〜

第
８
回

～ 応 募 作 品 の 紹 介 ～

①
夫
婦
・
長
寿

　夫
婦
円
満
は
長
寿
の
秘
訣
。「
家
族
愛
」「
思
い

や
り
」
の
大
切
さ
を
思
い
知
ら
さ
れ
ま
す
。

・
夫
婦

　
泣
き
笑
い
あ
り
て

　
シ
ワ
の
数

・
八
十
路

　
長
寿
の
く
す
り
は

　
夫
婦
風
呂

・
八
十
路

　
夫
の
手
を
と
っ
て

　
寺
め
ぐ
り

・
妻
と

　
手
を
と
り
取
ら
れ
て

　
老
い
の
坂

・
妻
に

　
贈
っ
て
あ
げ
た
い

　
バ
ラ
と
夢

・
妻
の

　
小
さ
な
寝
息
や

　
月
明
か
り

・
夫
婦

　
寄
り
添
い
笑
顔
で

　
ガ
ン
治
療

・
愛
と

　
気
付
い
た
う
す
味

　
五
十
年

・
信
じ

　
頼
り
つ
頼
ら
れ

　
夫
婦
道

・
嫁
に

　
感
謝
の
気
持
ち
を

　
忘
れ
な
い

・
嫁
と

　
妻
卒
業
し
て

　
今
同
志

・
ぱ
っ
と

　
灯
と
笑
顔
の

　
待
つ
家
へ

・
爪
に

　
初
ネ
イ
ル
を
す
る

　
百
歳
婆

・
米
寿

　
学
べ
る
元
気
に

　
日
々
感
謝

・
父
母
と

　
生
き
た
ん
だ
よ
ね
と

　
盃
重
ね

・
あ
た
し
ゃ

　
し
あ
わ
せ
幸
せ

　
朝
が
来
た

③
孫
・
ひ
孫

　①
と
と
も
に
、
作
品
数
が
特
に
多
い
テ
ー
マ
で
す
。
可

愛
が
っ
た
孫
た
ち
が
立
派
に
成
長
、
や
が
て
家
族
や
社
会

へ
恩
返
し
し
て
く
れ
る
。
こ
れ
は
「
持
続
可
能
型
社
会
」

へ
向
け
て
の
理
想
的
な
姿
で
す
。

・
ぼ
け
て

　
い
る
閑
な
い
古
希

　
孫
生
ま
れ

・
ひ
ま
ご

　
正
月
く
る
の
に

　
指
を
お
る

・
文
字
が

　
踊
っ
て
は
み
出
す

　
児
の
賀
状

・
初
日

　
両
手
を
揃
え
る

　
小
さ
な
手

・
じ
ゃ
あ
ね

　
ば
あ
ち
ゃ
ん
い
つ
ま
で

　
手
を
ふ
る
の

・
笑
み
て

　
親
指
す
い
つ
つ

　
眠
る
孫

・
孫
が

　
も
う
寝
た
よ
と
言
う

　
イ
ブ
の
夜

・
孫
と

　
歩
け
ば
忘
れ
る

　
膝
痛
も

・
軽
し

　
孫
ら
に
押
さ
れ
る

　
車
椅
子

・
老
え
ば

　
手
塩
の
孫
た
ち

　
爺
の
杖

②
健
康
・
介
護

　長
寿
高
齢
者
に
と
っ
て
「
介
護
や
入
院
」
は

い
つ
か
辿
る
道
。
そ
の
備
え
に
は
「
健
康
長
寿
」

を
伸
ば
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

・
お
金

　
な
い
が
有
難
い

　
こ
の
元
気

・
日
々
を

健
や
か
に
く
ら
す

あ
り
が
た
さ

・
耳
も

　
目
も
足
も
悪
い

　
口
だ
け
は

・
幸
は

　
変
わ
ら
ぬ
く
ら
し
の

　
中
に
あ
り

・
深
夜

　
母
の
寝
顔
見
に

　
わ
れ
通
う

・
介
護

　
束
の
間
の
休
み

　
惰
眠
す
る

・
介
護

　
そ
ろ
え
た
イ
ケ
メ
ン

　
指
名
制

・
仰
ぐ

　
真
っ
青
な
空
の

　
退
院
日

・
旦
那

　
加
齢
に
負
け
ず
に

　
趣
味
に
生
き

・
無
事
に

　
朝
陽
を
迎
え
る

　
有
り
難
さ

⑤
故
郷
・
食

　他
県
か
ら
も
津
軽
や
青
森
へ
の
エ
ー
ル
が
多
数
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。
青
森
に
は
地
域
資
源
が
溢
れ
て
い

ま
す
。
さ
あ
、一
緒
に
「
ふ
る
さ
と
再
発
見
」
。

・
都
会

　
思
わ
ず
振
り
向
く

　
津
軽
弁

・
津
軽

　
雪
降
る
ふ
る
さ
と

　
父
母
の
愛

・
ね
ぶ
た

　
初
恋
の
君
の

　
帰
る
夏

・
﹁
津
軽
﹂

　
読
み
つ
つ
太
宰
と

　
二
人
旅

・
メ
ロ
ス

　
津
軽
野
長
閑
に

　
夢
乗
せ
て

・
グ
ル
メ

　
お
い
し
く
旅
す
る

　
津
軽
そ
ば

・
母
の

　
ま
な
板
の
音
が

　
隠
し
味

・
そ
う
だ

　
け
の
汁
食
べ
よ
う

　
具
だ
く
さ
ん

・
至
福

　
メ
バ
ル
食
材
で

　
味
覚
旅

・
金
多

　
豆
蔵
の
掛
け
合
い

　
も
し
れ
ー
よ
！

・
レ
ッ
ツ

　
ハ
ッ
ピ
ー
ラ
イ
フ
だ
！

　
青
森
で

つ
ま

ま
め
じ
ょ

④
子
ど
も
作
品

　あ
ど
け
な
い
も
の
か
ら
大
人
顔
負
け
の
も
の
ま
で
、子
ど

も
作
品
に
は
た
く
さ
ん
の
魅
力
が
あ
り
ま
す
。改
め
て
詳
し

く
取
り
上
げ
た
い
部
門
で
す
。

・
い
の
ち

　
生
き
る
こ
と
の
意
味

　
探
す
た
び

　

︵
高
１
︶

・
い
の
ち

　
国
宝
以
上
の

　
宝
物

　
　
　
　
　
　

︵
中
３
︶

・
祖
母
は

　
八
十
過
ぎ
て
も

　
希
望
の
芽

　
　
　

︵
中
１
︶

・
あ
の
ね

　
出
来
事
を
話
す

　
夕
ご
飯

　
　
　
　

︵
小
６
︶

・
へ
ば
な

　
あ
っ
ち
じ
ゃ
き
け
な
い

　
国
こ
と
ば
︵
小
４
︶

・
そ
ふ
の

　
つ
く
る
ま
っ
し
ぐ
ら

　
日
本
一

　
　

︵
小
４
︶

・
声
が

　
な
く
て
も
生
き
て
る

　
お
じ
い
ち
ゃ
ん
︵
小
４
︶

・
車
内

　
季
節
で
変
化
の

　
メ
ロ
ス
号

　
　
　
　

︵
小
３
︶

⑥
み
や
こ
う
た

　み
や
こ
う
た
へ
の
応
援
・
励
ま
し
も
目
立
ち
ま
し

た
。
こ
の
新
文
芸
が
人
々
へ
「
楽
し
み
」「
励
ま
し
」

を
も
た
ら
す
と
す
れ
ば
嬉
し
い
こ
と
で
す
。

・
幸
を

　
み
や
こ
う
た
で
知
る

　
青
森
路

・
粋
な

　
言
葉
の
あ
そ
び
が

　
い
ま
二
十
歳

・
み
や
こ

　
う
た
に
二
十
年

　
あ
り
が
と
う

・
い
ま
や
﹁
み
や
こ
﹂
の
知
名
度

　
全
国
区

　「
し
あ
わ
せ
の
み
や
こ
う
た
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
２
０
１
８
」

が
行
わ
れ
、
３
４
９
０
点
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
冒
頭

は
そ
の
作
品
の
１
つ
で
す
。

　「
一
般
・
高
校
生
の
部
」
で
は
、
県
内
を
は
じ
め
北
海
道
か

ら
沖
縄
ま
で
広
く
応
募
が
あ
り
、
20
周
年
を
迎
え
た
「
み
や
こ

う
た
」
の
広
が
り
を
思
わ
せ
ま
す
。
そ
の
内
容
は
別
項
の
と
お

り
。「
夫
婦
」「
長
寿
」「
健
康
・
介
護
」「
孫
・
曾
孫
・
家
族
」

「
故
郷
・
食
」
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
し
た
。

　「
中
学
・
小
学
生
の
部
」
で
は
、「
家
族
」「
学
校
」「
食
べ

物
・
遊
び
」「
故
郷
」「
自
然
」
さ
ら
に
「
命
」「
平
和
」
な
ど
に

及
ん
で
い
ま
す
。
今
回
は
「
し
あ
わ
せ
」
を
テ
ー
マ
に
豊
か
な

感
性
、
詩
情
あ
ふ
れ
る
作
品
の
い
く
つ
か
を
紹
介
し
ま
す
。

・
部
門
／
A
一
般
・
高
校
生
の
部

　B
中
学
・
小
学
生
の
部

　
　
　
　C
写
真
・
イ
ラ
ス
ト
入
り
の
部

・
課
題
／
テ
ー
マ
「
し
あ
わ
せ
」、
そ
の
他
（
自
由
句
）

・
１
人
合
計
２
点
ま
で
応
募
可
能

・
賞
／
最
優
秀
賞

　A
２
点

　B
２
点

　C
１
点

優
秀
賞

　A
15
点

　B
15
点

　C
５
点

・
募
集
期
間
／
２
０
１
７
年
12
月
17
日
〜
２
０
１
８
年
１
月
29
日

・
発
表
／
２
０
１
８
年
２
月
22
日

・
主
催
／
中
泊
町
教
育
委
員
会
、
み
や
こ
う
た
を
創
り
楽
し
む
会

　

・
後
援
／
中
泊
町
、
青
森
県
教
育
委
員
会
、
津
軽
鉄
道
㈱
、

　
　
　
　Ｎ
Ｈ
Ｋ
文
化
セ
ン
タ
ー
青
森
支
社

　

北
緯
41
度
・（
し
あ
わ
せ
い
っ
ぱ
い
）中
泊
町

　し
あ
わ
せ
の
み
や
こ
う
た
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
２
０
１
８

　
　
　
　〜
「
み
や
こ
う
た
」
創
設
20
周
年
〜

　３部門合わせて最優秀賞５点、優秀
賞35点が選ばれ、いずれも秀作揃いで
した。

コンクール募集要項

笑顔 後期高齢を 遺産とし
（大鰐・須藤春雄）

C写真・イラスト入りの部
（応募数：18）

津鉄 ストーブ列車が 雪煙
（中泊・徐福）

都会 思わず振り向く 津軽弁
（五所川原・三上めぐみ）

A一般・高校の部
（応募数：1,269）

家族 苦しい時こそ 乗り越えろ
（木ノ下中２年・國安智輝）

ごめん わたしがさいしょに
あやまるね

（武田小２年・新木心陽）

B中学・小学生の部
（応募数：2,203）

コンクール
最優秀賞作品
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Ｎ 41°00′00″Ｎ 41°00′00″

　　　　　昭和14年青森市生まれ。昭和32年に青森県立青森高等学
校卒業後、ＮＨＫ青森放送局に入局。以後、東北各地の放送
局に勤務。平成８年にＮＨＫ文化センター青森支社長となり、

平成10年に「みやこうた」を創案。現在は、「みやこうたを創り楽しむ会」
会長の他、ＮＨＫ文化センター「みやこうたを楽しむ」講師、各地「みやこう
た教室」講師をしている。

みやこうたを創り楽しむ会会長
　湊　望（みなと　ほまれ）

北緯４１度・青森の魅力北緯４１度・青森の魅力北緯４１度・青森の魅力

「
夫
婦
幸
せ
求
め
て
九
十
九
坂
」

　
　
〜「
し
あ
わ
せ
の
み
や
こ
う
た
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
」か
ら
〜

「
夫
婦
幸
せ
求
め
て
九
十
九
坂
」

　
　
〜「
し
あ
わ
せ
の
み
や
こ
う
た
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
」か
ら
〜

第
８
回

～ 応 募 作 品 の 紹 介 ～

①
夫
婦
・
長
寿

　夫
婦
円
満
は
長
寿
の
秘
訣
。「
家
族
愛
」「
思
い

や
り
」
の
大
切
さ
を
思
い
知
ら
さ
れ
ま
す
。

・
夫
婦

　
泣
き
笑
い
あ
り
て

　
シ
ワ
の
数

・
八
十
路

　
長
寿
の
く
す
り
は

　
夫
婦
風
呂

・
八
十
路

　
夫
の
手
を
と
っ
て

　
寺
め
ぐ
り

・
妻
と

　
手
を
と
り
取
ら
れ
て

　
老
い
の
坂

・
妻
に

　
贈
っ
て
あ
げ
た
い

　
バ
ラ
と
夢

・
妻
の

　
小
さ
な
寝
息
や

　
月
明
か
り

・
夫
婦

　
寄
り
添
い
笑
顔
で

　
ガ
ン
治
療

・
愛
と

　
気
付
い
た
う
す
味

　
五
十
年

・
信
じ

　
頼
り
つ
頼
ら
れ

　
夫
婦
道

・
嫁
に

　
感
謝
の
気
持
ち
を

　
忘
れ
な
い

・
嫁
と

　
妻
卒
業
し
て

　
今
同
志

・
ぱ
っ
と

　
灯
と
笑
顔
の

　
待
つ
家
へ

・
爪
に

　
初
ネ
イ
ル
を
す
る

　
百
歳
婆

・
米
寿

　
学
べ
る
元
気
に

　
日
々
感
謝

・
父
母
と

　
生
き
た
ん
だ
よ
ね
と

　
盃
重
ね

・
あ
た
し
ゃ

　
し
あ
わ
せ
幸
せ

　
朝
が
来
た

③
孫
・
ひ
孫

　①
と
と
も
に
、
作
品
数
が
特
に
多
い
テ
ー
マ
で
す
。
可

愛
が
っ
た
孫
た
ち
が
立
派
に
成
長
、
や
が
て
家
族
や
社
会

へ
恩
返
し
し
て
く
れ
る
。
こ
れ
は
「
持
続
可
能
型
社
会
」

へ
向
け
て
の
理
想
的
な
姿
で
す
。

・
ぼ
け
て

　
い
る
閑
な
い
古
希

　
孫
生
ま
れ

・
ひ
ま
ご

　
正
月
く
る
の
に

　
指
を
お
る

・
文
字
が

　
踊
っ
て
は
み
出
す

　
児
の
賀
状

・
初
日

　
両
手
を
揃
え
る

　
小
さ
な
手

・
じ
ゃ
あ
ね

　
ば
あ
ち
ゃ
ん
い
つ
ま
で

　
手
を
ふ
る
の

・
笑
み
て

　
親
指
す
い
つ
つ

　
眠
る
孫

・
孫
が

　
も
う
寝
た
よ
と
言
う

　
イ
ブ
の
夜

・
孫
と

　
歩
け
ば
忘
れ
る

　
膝
痛
も

・
軽
し

　
孫
ら
に
押
さ
れ
る

　
車
椅
子

・
老
え
ば

　
手
塩
の
孫
た
ち

　
爺
の
杖

②
健
康
・
介
護

　長
寿
高
齢
者
に
と
っ
て
「
介
護
や
入
院
」
は

い
つ
か
辿
る
道
。
そ
の
備
え
に
は
「
健
康
長
寿
」

を
伸
ば
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

・
お
金

　
な
い
が
有
難
い

　
こ
の
元
気

・
日
々
を

健
や
か
に
く
ら
す

あ
り
が
た
さ

・
耳
も

　
目
も
足
も
悪
い

　
口
だ
け
は

・
幸
は

　
変
わ
ら
ぬ
く
ら
し
の

　
中
に
あ
り

・
深
夜

　
母
の
寝
顔
見
に

　
わ
れ
通
う

・
介
護

　
束
の
間
の
休
み

　
惰
眠
す
る

・
介
護

　
そ
ろ
え
た
イ
ケ
メ
ン

　
指
名
制

・
仰
ぐ

　
真
っ
青
な
空
の

　
退
院
日

・
旦
那

　
加
齢
に
負
け
ず
に

　
趣
味
に
生
き

・
無
事
に

　
朝
陽
を
迎
え
る

　
有
り
難
さ

⑤
故
郷
・
食

　他
県
か
ら
も
津
軽
や
青
森
へ
の
エ
ー
ル
が
多
数
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。
青
森
に
は
地
域
資
源
が
溢
れ
て
い

ま
す
。
さ
あ
、一
緒
に
「
ふ
る
さ
と
再
発
見
」
。

・
都
会

　
思
わ
ず
振
り
向
く

　
津
軽
弁

・
津
軽

　
雪
降
る
ふ
る
さ
と

　
父
母
の
愛

・
ね
ぶ
た

　
初
恋
の
君
の

　
帰
る
夏

・
﹁
津
軽
﹂

　
読
み
つ
つ
太
宰
と

　
二
人
旅

・
メ
ロ
ス

　
津
軽
野
長
閑
に

　
夢
乗
せ
て

・
グ
ル
メ

　
お
い
し
く
旅
す
る

　
津
軽
そ
ば

・
母
の

　
ま
な
板
の
音
が

　
隠
し
味

・
そ
う
だ

　
け
の
汁
食
べ
よ
う

　
具
だ
く
さ
ん

・
至
福

　
メ
バ
ル
食
材
で

　
味
覚
旅

・
金
多

　
豆
蔵
の
掛
け
合
い

　
も
し
れ
ー
よ
！

・
レ
ッ
ツ

　
ハ
ッ
ピ
ー
ラ
イ
フ
だ
！

　
青
森
で

つ
ま

ま
め
じ
ょ

④
子
ど
も
作
品

　あ
ど
け
な
い
も
の
か
ら
大
人
顔
負
け
の
も
の
ま
で
、子
ど

も
作
品
に
は
た
く
さ
ん
の
魅
力
が
あ
り
ま
す
。改
め
て
詳
し

く
取
り
上
げ
た
い
部
門
で
す
。

・
い
の
ち

　
生
き
る
こ
と
の
意
味

　
探
す
た
び

　

︵
高
１
︶

・
い
の
ち

　
国
宝
以
上
の

　
宝
物

　
　
　
　
　
　

︵
中
３
︶

・
祖
母
は

　
八
十
過
ぎ
て
も

　
希
望
の
芽

　
　
　

︵
中
１
︶

・
あ
の
ね

　
出
来
事
を
話
す

　
夕
ご
飯

　
　
　
　

︵
小
６
︶

・
へ
ば
な

　
あ
っ
ち
じ
ゃ
き
け
な
い

　
国
こ
と
ば
︵
小
４
︶

・
そ
ふ
の

　
つ
く
る
ま
っ
し
ぐ
ら

　
日
本
一

　
　

︵
小
４
︶

・
声
が

　
な
く
て
も
生
き
て
る

　
お
じ
い
ち
ゃ
ん
︵
小
４
︶

・
車
内

　
季
節
で
変
化
の

　
メ
ロ
ス
号

　
　
　
　

︵
小
３
︶

⑥
み
や
こ
う
た

　み
や
こ
う
た
へ
の
応
援
・
励
ま
し
も
目
立
ち
ま
し

た
。
こ
の
新
文
芸
が
人
々
へ
「
楽
し
み
」「
励
ま
し
」

を
も
た
ら
す
と
す
れ
ば
嬉
し
い
こ
と
で
す
。

・
幸
を

　
み
や
こ
う
た
で
知
る

　
青
森
路

・
粋
な

　
言
葉
の
あ
そ
び
が

　
い
ま
二
十
歳

・
み
や
こ

　
う
た
に
二
十
年

　
あ
り
が
と
う

・
い
ま
や
﹁
み
や
こ
﹂
の
知
名
度

　
全
国
区

　「
し
あ
わ
せ
の
み
や
こ
う
た
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
２
０
１
８
」

が
行
わ
れ
、
３
４
９
０
点
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
冒
頭

は
そ
の
作
品
の
１
つ
で
す
。

　「
一
般
・
高
校
生
の
部
」
で
は
、
県
内
を
は
じ
め
北
海
道
か

ら
沖
縄
ま
で
広
く
応
募
が
あ
り
、
20
周
年
を
迎
え
た
「
み
や
こ

う
た
」
の
広
が
り
を
思
わ
せ
ま
す
。
そ
の
内
容
は
別
項
の
と
お

り
。「
夫
婦
」「
長
寿
」「
健
康
・
介
護
」「
孫
・
曾
孫
・
家
族
」

「
故
郷
・
食
」
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
し
た
。

　「
中
学
・
小
学
生
の
部
」
で
は
、「
家
族
」「
学
校
」「
食
べ

物
・
遊
び
」「
故
郷
」「
自
然
」
さ
ら
に
「
命
」「
平
和
」
な
ど
に

及
ん
で
い
ま
す
。
今
回
は
「
し
あ
わ
せ
」
を
テ
ー
マ
に
豊
か
な

感
性
、
詩
情
あ
ふ
れ
る
作
品
の
い
く
つ
か
を
紹
介
し
ま
す
。

・
部
門
／
A
一
般
・
高
校
生
の
部

　B
中
学
・
小
学
生
の
部

　
　
　
　C
写
真
・
イ
ラ
ス
ト
入
り
の
部

・
課
題
／
テ
ー
マ
「
し
あ
わ
せ
」、
そ
の
他
（
自
由
句
）

・
１
人
合
計
２
点
ま
で
応
募
可
能

・
賞
／
最
優
秀
賞

　A
２
点

　B
２
点

　C
１
点

優
秀
賞

　A
15
点

　B
15
点

　C
５
点

・
募
集
期
間
／
２
０
１
７
年
12
月
17
日
〜
２
０
１
８
年
１
月
29
日

・
発
表
／
２
０
１
８
年
２
月
22
日

・
主
催
／
中
泊
町
教
育
委
員
会
、
み
や
こ
う
た
を
創
り
楽
し
む
会

　

・
後
援
／
中
泊
町
、
青
森
県
教
育
委
員
会
、
津
軽
鉄
道
㈱
、

　
　
　
　Ｎ
Ｈ
Ｋ
文
化
セ
ン
タ
ー
青
森
支
社

　

北
緯
41
度
・（
し
あ
わ
せ
い
っ
ぱ
い
）中
泊
町

　し
あ
わ
せ
の
み
や
こ
う
た
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
２
０
１
８

　
　
　
　〜
「
み
や
こ
う
た
」
創
設
20
周
年
〜

　３部門合わせて最優秀賞５点、優秀
賞35点が選ばれ、いずれも秀作揃いで
した。

コンクール募集要項

笑顔 後期高齢を 遺産とし
（大鰐・須藤春雄）

C写真・イラスト入りの部
（応募数：18）

津鉄 ストーブ列車が 雪煙
（中泊・徐福）

都会 思わず振り向く 津軽弁
（五所川原・三上めぐみ）

A一般・高校の部
（応募数：1,269）

家族 苦しい時こそ 乗り越えろ
（木ノ下中２年・國安智輝）

ごめん わたしがさいしょに
あやまるね

（武田小２年・新木心陽）

B中学・小学生の部
（応募数：2,203）

コンクール
最優秀賞作品

Ｎ 41°00′00″Ｎ 41°00′00″

　　　　　昭和14年青森市生まれ。昭和32年に青森県立青森高等学
校卒業後、ＮＨＫ青森放送局に入局。以後、東北各地の放送
局に勤務。平成８年にＮＨＫ文化センター青森支社長となり、

平成10年に「みやこうた」を創案。現在は、「みやこうたを創り楽しむ会」
会長の他、ＮＨＫ文化センター「みやこうたを楽しむ」講師、各地「みやこう
た教室」講師をしている。

みやこうたを創り楽しむ会会長
　湊　望（みなと　ほまれ）

北緯４１度・青森の魅力北緯４１度・青森の魅力北緯４１度・青森の魅力

「
夫
婦
幸
せ
求
め
て
九
十
九
坂
」

　
　
〜「
し
あ
わ
せ
の
み
や
こ
う
た
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
」か
ら
〜

「
夫
婦
幸
せ
求
め
て
九
十
九
坂
」

　
　
〜「
し
あ
わ
せ
の
み
や
こ
う
た
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
」か
ら
〜

第
８
回

～ 応 募 作 品 の 紹 介 ～

①
夫
婦
・
長
寿

　夫
婦
円
満
は
長
寿
の
秘
訣
。「
家
族
愛
」「
思
い
や

り
」
の
大
切
さ
を
思
い
知
ら
さ
れ
ま
す
。

・
夫
婦

　
泣
き
笑
い
あ
り
て

　
シ
ワ
の
数

・
八
十
路

　
長
寿
の
く
す
り
は

　
夫
婦
風
呂

・
八
十
路

　
夫
の
手
を
と
っ
て

　
寺
め
ぐ
り

・
妻
と

　
手
を
と
り
取
ら
れ
て

　
老
い
の
坂

・
妻
に

　
贈
っ
て
あ
げ
た
い

　
バ
ラ
と
夢

・
妻
の

　
小
さ
な
寝
息
や

　
月
明
か
り

・
夫
婦

　
寄
り
添
い
笑
顔
で

　
ガ
ン
治
療

・
愛
と

　
気
付
い
た
う
す
味

　
五
十
年

・
信
じ

　
頼
り
つ
頼
ら
れ

　
夫
婦
道

・
嫁
に

　
感
謝
の
気
持
ち
を

　
忘
れ
な
い

・
嫁
と

　
妻
卒
業
し
て

　
今
同
志

・
ぱ
っ
と

　
灯
と
笑
顔
の

　
待
つ
家
へ

・
爪
に

　
初
ネ
イ
ル
を
す
る

　
百
歳
婆

・
米
寿

　
学
べ
る
元
気
に

　
日
々
感
謝

・
父
母
と

　
生
き
た
ん
だ
よ
ね
と

　
盃
重
ね

・
あ
た
し
ゃ

　
し
あ
わ
せ
幸
せ

　
朝
が
来
た

・
あ
ん
だ

や
っ
ぱ
り
あ
ん
だ
よ

つ
ぎ
の
世
も

③
孫
・
ひ
孫

　①
と
と
も
に
、
作
品
数
が
特
に
多
い
テ
ー
マ
で
す
。
可

愛
が
っ
た
孫
た
ち
が
立
派
に
成
長
、
や
が
て
家
族
や
社
会

へ
恩
返
し
し
て
く
れ
る
。
こ
れ
は
「
持
続
可
能
型
社
会
」

へ
向
け
て
の
理
想
的
な
姿
で
す
。

・
ぼ
け
て

　
い
る
閑
な
い
古
希

　
孫
生
ま
れ

・
ひ
ま
ご

　
正
月
く
る
の
に

　
指
を
お
る

・
文
字
が

　
踊
っ
て
は
み
出
す

　
児
の
賀
状

・
初
日

　
両
手
を
揃
え
る

　
小
さ
な
手

・
じ
ゃ
あ
ね

　
ば
あ
ち
ゃ
ん
い
つ
ま
で

　
手
を
ふ
る
の

・
笑
み
て

　
親
指
す
い
つ
つ

　
眠
る
孫

・
孫
が

　
も
う
寝
た
よ
と
言
う

　
イ
ブ
の
夜

・
孫
と

　
歩
け
ば
忘
れ
る

　
膝
痛
も

・
軽
し

　
孫
ら
に
押
さ
れ
る

　
車
椅
子

・
老
え
ば

　
手
塩
の
孫
た
ち

　
爺
の
杖

②
健
康
・
介
護

　長
寿
高
齢
者
に
と
っ
て
「
介
護
や
入
院
」
は
い

つ
か
辿
る
道
。
そ
の
備
え
に
は
「
健
康
長
寿
」
を

伸
ば
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

・
お
金

　
な
い
が
有
難
い

　
こ
の
元
気

・
日
々
を

健
や
か
に
く
ら
す

あ
り
が
た
さ

・
耳
も

　
目
も
足
も
悪
い

　
口
だ
け
は

・
幸
は

　
変
わ
ら
ぬ
く
ら
し
の

　
中
に
あ
り

・
深
夜

　
母
の
寝
顔
見
に

　
わ
れ
通
う

・
介
護

　
束
の
間
の
休
み

　
惰
眠
す
る

・
介
護

　
そ
ろ
え
た
イ
ケ
メ
ン

　
指
名
制

・
仰
ぐ

　
真
っ
青
な
空
の

　
退
院
日

⑤
故
郷
・
食

　他
県
か
ら
も
津
軽
や
青
森
へ
の
エ
ー
ル
が
多
数
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。
青
森
に
は
地
域
資
源
が
溢
れ
て
い

ま
す
。
さ
あ
、一
緒
に
「
ふ
る
さ
と
再
発
見
」
。

・
都
会

　
思
わ
ず
振
り
向
く

　
津
軽
弁

・
津
軽

　
雪
降
る
ふ
る
さ
と

　
父
母
の
愛

・
ね
ぶ
た

　
初
恋
の
君
の

　
帰
る
夏

・
﹁
津
軽
﹂

　
読
み
つ
つ
太
宰
と

　
二
人
旅

・
メ
ロ
ス

　
津
軽
野
長
閑
に

　
夢
乗
せ
て

・
グ
ル
メ

　
お
い
し
く
旅
す
る

　
津
軽
そ
ば

・
母
の

　
ま
な
板
の
音
が

　
隠
し
味

・
そ
う
だ

　
け
の
汁
食
べ
よ
う

　
具
だ
く
さ
ん

・
至
福

　
メ
バ
ル
食
材
で

　
味
覚
旅

・
金
多

　
豆
蔵
の
掛
け
合
い

　
も
し
れ
ー
よ
！

・
レ
ッ
ツ

　
ハ
ッ
ピ
ー
ラ
イ
フ
だ
！

　
青
森
で

つ
ま

あ
か
り

ま
め
じ
ょ

④
子
ど
も
作
品

　あ
ど
け
な
い
も
の
か
ら
大
人
顔
負
け
の
も
の
ま
で
、子
ど

も
作
品
に
は
た
く
さ
ん
の
魅
力
が
あ
り
ま
す
。
改
め
て
詳

し
く
取
り
上
げ
た
い
部
門
で
す
。

・
い
の
ち

　
生
き
る
こ
と
の
意
味

　
探
す
た
び

　

︵
高
１
︶

・
い
の
ち

　
国
宝
以
上
の

　
宝
物

　
　
　
　
　
　

︵
中
３
︶

・
祖
母
は

　
八
十
過
ぎ
て
も

　
希
望
の
芽

　
　
　

︵
中
１
︶

・
あ
の
ね

　
出
来
事
を
話
す

　
夕
ご
飯

　
　
　
　

︵
小
６
︶

・
へ
ば
な

　
あ
っ
ち
じ
ゃ
き
け
な
い

　
国
こ
と
ば
︵
小
４
︶

・
そ
ふ
の

　
つ
く
る
ま
っ
し
ぐ
ら

　
日
本
一

　
　

︵
小
４
︶

・
声
が

　
な
く
て
も
生
き
て
る

　
お
じ
い
ち
ゃ
ん
︵
小
４
︶

・
車
内

　
季
節
で
変
化
の

　
メ
ロ
ス
号

　
　
　
　

︵
小
３
︶

⑥
み
や
こ
う
た

　み
や
こ
う
た
へ
の
応
援
・
励
ま
し
も
目
立
ち
ま
し

た
。
こ
の
新
文
芸
が
人
々
へ
「
楽
し
み
」「
励
ま
し
」

を
も
た
ら
す
と
す
れ
ば
嬉
し
い
こ
と
で
す
。

・
幸
を

　
み
や
こ
う
た
で
知
る

　
青
森
路

・
粋
な

　
言
葉
の
あ
そ
び
が

　
い
ま
二
十
歳

・
み
や
こ

　
う
た
に
二
十
年

　
あ
り
が
と
う

・
い
ま
や
﹁
み
や
こ
﹂
の
知
名
度

　
全
国
区

・
旦
那

　
加
齢
に
負
け
ず
に

　
趣
味
に
生
き

・
無
事
に

　
朝
陽
を
迎
え
る

　
有
り
難
さ

　「
し
あ
わ
せ
の
み
や
こ
う
た
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
２
０
１
８
」

が
行
わ
れ
、
３
４
９
０
点
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
冒
頭

は
そ
の
作
品
の
１
つ
で
す
。

　「
一
般
・
高
校
生
の
部
」
で
は
、
県
内
を
は
じ
め
北
海
道
か

ら
沖
縄
ま
で
広
く
応
募
が
あ
り
、
20
周
年
を
迎
え
た
「
み
や
こ

う
た
」
の
広
が
り
を
思
わ
せ
ま
す
。
そ
の
内
容
は
別
項
の
と
お

り
。「
夫
婦
」「
長
寿
」「
健
康
・
介
護
」「
孫
・
曾
孫
・
家
族
」

「
故
郷
・
食
」
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
し
た
。

　「
中
学
・
小
学
生
の
部
」
で
は
、「
家
族
」「
学
校
」「
食
べ

物
・
遊
び
」「
故
郷
」「
自
然
」
さ
ら
に
「
命
」「
平
和
」
な
ど
に

及
ん
で
い
ま
す
。
今
回
は
「
し
あ
わ
せ
」
を
テ
ー
マ
に
豊
か
な

感
性
、
詩
情
あ
ふ
れ
る
作
品
の
い
く
つ
か
を
紹
介
し
ま
す
。

・
部
門
／
A
一
般
・
高
校
生
の
部

　B
中
学
・
小
学
生
の
部

　
　
　
　C
写
真
・
イ
ラ
ス
ト
入
り
の
部

・
課
題
／
テ
ー
マ
「
し
あ
わ
せ
」、
そ
の
他
（
自
由
句
）

・
１
人
合
計
２
点
ま
で
応
募
可
能

・
賞
／
最
優
秀
賞

　A
２
点

　B
２
点

　C
１
点

優
秀
賞

　A
15
点

　B
15
点

　C
５
点

・
募
集
期
間
／
２
０
１
７
年
12
月
17
日
〜
２
０
１
８
年
１
月
29
日

・
発
表
／
２
０
１
８
年
２
月
22
日

・
主
催
／
中
泊
町
教
育
委
員
会
、
み
や
こ
う
た
を
創
り
楽
し
む
会

　

・
後
援
／
中
泊
町
、
青
森
県
教
育
委
員
会
、
津
軽
鉄
道
㈱
、

　
　
　
　Ｎ
Ｈ
Ｋ
文
化
セ
ン
タ
ー
青
森
支
社

　

北
緯
41
度
・（
し
あ
わ
せ
い
っ
ぱ
い
）中
泊
町

　し
あ
わ
せ
の
み
や
こ
う
た
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
２
０
１
８

　
　
　
　〜
「
み
や
こ
う
た
」
創
設
20
周
年
〜

　３部門合わせて最優秀賞５点、優秀
賞35点が選ばれ、いずれも秀作揃いで
した。

コンクール募集要項

笑顔 後期高齢を 遺産とし
（大鰐・須藤春雄）

C写真・イラスト入りの部
（応募数：18）

津鉄 ストーブ列車が 雪煙
（中泊・徐福）

都会 思わず振り向く 津軽弁
（五所川原・三上めぐみ）

A一般・高校の部
（応募数：1,269）

家族 苦しい時こそ 乗り越えろ
（木ノ下中２年・國安智輝）

ごめん わたしがさいしょに
あやまるね

（武田小２年・新木心陽）

B中学・小学生の部
（応募数：2,203）

コンクール
最優秀賞作品

20
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解説 ポイント

◆豆やナッツ類は、
　３歳頃までは食べさせないでください。

・小さく砕いた豆やナッツ類でも食べ
させないでください。

・兄や姉がいる家庭では、兄や姉が食べ
ていても、食べさせないでください。

◆少し大きい子どもの場合でも、
　誤嚥防止のために、食べることに集中さ
せ、落ち着いてゆっくりと噛み砕いて食
べさせるようにしてください。

食品をかみ砕く力や喉が未発達な子どもが、
豆やナッツ類を食べた場合、小さな破片が気
道に入ってしまいます。
そのまま放置していると、気管支炎や肺炎を
起こす危険があるほか、体内の水分で膨らん
で窒息を引き起こすこともあります。

豆やナッツ類は身近な食品ですが、子どもに
とってはリスクのある食品でもあり、入院を
要する重症に至ることがあります。
誤嚥事故を防ぐためには、誤嚥や誤飲をする
恐れのあるものは片づけるなど、子どもの周
囲の環境を整えることも大切です。

青森県消費生活センター

くらしの情報

☎ １８８
い　 や　 や！（局番なし）

（お近くの消費生活センターにつながります）

青森県消費生活センター
マスコットキャラクター

テルミちゃん
☎（TEL Me)

☎ ０１７-７２２-３３４３

〒030-0822
青森市中央３-20-30　県民福祉プラザ５階

●相談受付時間
　平日　　　　9：00〜17：30
　土・日・祝　10：00〜16：00　

●休日
　年末・年始

豆やナッツ類は、
３歳頃までは食べさせないようにしましょう！

「おかしいな」「困ったな」と思ったら

消費者ホットライン

■消費生活センターは、暮らしのさまざまな
　トラブルの相談を受付けています。

■相談は無料で秘密厳守です。

■どんな小さな不安でも困った時はお気軽にどうぞ。

青森県消費生活センター

３歳の子どもが、ピーナッツを食べた直後にむせて、
強いせきが続き、顔面そう白になり、病院へ到着する
ころには呼吸困難な状況になった。

胸部ＣＴにより、気管支に異物があることがわかり、
気管支鏡検査を行ったところ、ピーナッツが確認され、
直ちに除去した。　　　　　 （３歳児　重症事例）

編集
後記

　今年度の機関誌「あすなろ倶楽部」の発行はこれで最後になります。沢山のお力添えをいただいた皆様
に感謝申し上げます。本当にありがとうございました！
　今年度から始まった「名所・旧跡めぐり」では、地域の名所を紹介してきました。ぜひ皆さま、お出かけの
際の参考にしてください。お友達を誘って「名所・旧跡めぐり」なんて楽しいかも！　　　　　　    （小塚）

文芸欄

輪
島

さ
つ
え︵
青
森
市
︶

八
戸

洋
子︵
青
森
市
︶

絵

手

紙

横
に
な
り

吹
い
て
も
歌
う

ハ
ー
モ
ニ
カ

余
白
な
き

志
功
の
版
画

秋
涼
し

押
し
花
の

栞
を
作
り
し

カ
レ
ッ
ジ
の

　
　
　
　
友
ら
思
は
る

本
を
読
み
つ
つ

蟷
螂
が

扉
の
前
に
て

ノ
ッ
ク
す
る

　
　
　
　
実
に
誰
か
の

化
身
の
よ
う
に

工

藤

京

子
︵
弘
前
市
︶

鈴

木

リ

ヨ
︵
八
戸
市
︶

宮
越

恵
美
子
︵
中
泊
町
︶

甲
地

し
の
ぶ
︵
東
北
町
︶

川

　
柳

俳

　
句

短

　
歌

み
や
こ
う
た

か
ま
き
り

背
中

　
赤
い
ラ
ン
ド
セ
ル

　
持
て
余
し

風

晴

　貢
︵
青
森
市
︶

カ
ー
リ
ン
グ
交
流
大
会
は
32
名
が
参
加
。

柿
崎
勉
さ
ん
、工
藤
き
み
さ
ん
の
選
手
宣

誓
後
、講
習
会
を
実
施
。

　優
勝
＝
チ
ー
ム
ヨ
ネ
／
準
優
勝
＝
チ
ー

ム
全
力
／
３
位
＝
雪
だ
る
ま
／
シ
ル
バ
ー

賞
＝
シ
ャ
ン
シ
ャ
ン

ス
キ
ー
交
流
大
会
は
27
名
が
参
加
。
奈
良

正
大
さ
ん
、木
村
博
子
さ
ん
の
選
手
宣
誓

後
、競
技
開
始
。
結
果
は
以
下
の
通
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（敬
称
略
）

80
歳
以
上
の
部

　優
勝
＝
松
橋
桂
子

準
優
勝
＝
沼
尾
十
二
／
３
位
＝
及
川
康
治

76
歳
〜
79
歳
の
部

　優
勝
＝
前
田
歸
一

準
優
勝
＝
煤
田
実
／
３
位
＝
佐
藤
精
吾

70
歳
〜
75
歳
の
部

　優
勝
＝
渡
邊
賢
治

準
優
勝
＝
佐
々
木
悟
／
３
位
＝
斉
藤
登

60
歳
〜
64
歳
の
部

　優
勝
＝
樋
口
光
郎

準
優
勝
＝
木
村
博
子
／
３
位
＝
工
藤
茂
雄

特
別
賞（
タ
イ
ム
第
１
位
）
及
川
康
治
、

前
田
歸
一
、
齊
藤
登
、
工
藤
茂
雄

　皆
さ
ん
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

　「あ
お
も
り
シ
ニ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・
冬
季
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
」

と
し
て
、カ
ー
リ
ン
グ
交
流
大
会
と
ス
キ
ー
交
流
大
会
が
次
の
日
程
で

開
催
さ
れ
た
。

カ
ー
リ
ン
グ
交
流
大
会

　平成
29
年
12
月
７
日（
木
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　み
ち
ぎ
ん
ド
リ
ー
ム
ス
タ
ジ
ア
ム

ス
キ
ー
交
流
大
会

　平成
30
年
１
月
27
日（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　大
鰐
町
ス
キ
ー
場

平
成
29
年
度

冬
季
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
報
告

21
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解説 ポイント

◆豆やナッツ類は、
　３歳頃までは食べさせないでください。

・小さく砕いた豆やナッツ類でも食べ
させないでください。

・兄や姉がいる家庭では、兄や姉が食べ
ていても、食べさせないでください。

◆少し大きい子どもの場合でも、
　誤嚥防止のために、食べることに集中さ
せ、落ち着いてゆっくりと噛み砕いて食
べさせるようにしてください。

食品をかみ砕く力や喉が未発達な子どもが、
豆やナッツ類を食べた場合、小さな破片が気
道に入ってしまいます。
そのまま放置していると、気管支炎や肺炎を
起こす危険があるほか、体内の水分で膨らん
で窒息を引き起こすこともあります。

豆やナッツ類は身近な食品ですが、子どもに
とってはリスクのある食品でもあり、入院を
要する重症に至ることがあります。
誤嚥事故を防ぐためには、誤嚥や誤飲をする
恐れのあるものは片づけるなど、子どもの周
囲の環境を整えることも大切です。

青森県消費生活センター

くらしの情報

☎ １８８
い　 や　 や！（局番なし）

（お近くの消費生活センターにつながります）

青森県消費生活センター
マスコットキャラクター

テルミちゃん
☎（TEL Me)

☎ ０１７-７２２-３３４３

〒030-0822
青森市中央３-20-30　県民福祉プラザ５階

●相談受付時間
　平日　　　　9：00〜17：30
　土・日・祝　10：00〜16：00　

●休日
　年末・年始

豆やナッツ類は、
３歳頃までは食べさせないようにしましょう！

「おかしいな」「困ったな」と思ったら

消費者ホットライン

■消費生活センターは、暮らしのさまざまな
　トラブルの相談を受付けています。

■相談は無料で秘密厳守です。

■どんな小さな不安でも困った時はお気軽にどうぞ。

青森県消費生活センター

３歳の子どもが、ピーナッツを食べた直後にむせて、
強いせきが続き、顔面そう白になり、病院へ到着する
ころには呼吸困難な状況になった。

胸部ＣＴにより、気管支に異物があることがわかり、
気管支鏡検査を行ったところ、ピーナッツが確認され、
直ちに除去した。　　　　　 （３歳児　重症事例）

編集
後記

　今年度の機関誌「あすなろ倶楽部」の発行はこれで最後になります。沢山のお力添えをいただいた皆様
に感謝申し上げます。本当にありがとうございました！
　今年度から始まった「名所・旧跡めぐり」では、地域の名所を紹介してきました。ぜひ皆さま、お出かけの
際の参考にしてください。お友達を誘って「名所・旧跡めぐり」なんて楽しいかも！　　　　　　    （小塚）

文芸欄
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た
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ま
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り

背
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赤
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ラ
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ド
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持
て
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風

晴

　貢
︵
青
森
市
︶

カ
ー
リ
ン
グ
交
流
大
会
は
32
名
が
参
加
。

柿
崎
勉
さ
ん
、工
藤
き
み
さ
ん
の
選
手
宣

誓
後
、講
習
会
を
実
施
。

　優
勝
＝
チ
ー
ム
ヨ
ネ
／
準
優
勝
＝
チ
ー

ム
全
力
／
３
位
＝
雪
だ
る
ま
／
シ
ル
バ
ー

賞
＝
シ
ャ
ン
シ
ャ
ン

ス
キ
ー
交
流
大
会
は
27
名
が
参
加
。
奈
良

正
大
さ
ん
、木
村
博
子
さ
ん
の
選
手
宣
誓

後
、競
技
開
始
。
結
果
は
以
下
の
通
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（敬
称
略
）

80
歳
以
上
の
部

　優
勝
＝
松
橋
桂
子

準
優
勝
＝
沼
尾
十
二
／
３
位
＝
及
川
康
治

76
歳
〜
79
歳
の
部

　優
勝
＝
前
田
歸
一

準
優
勝
＝
煤
田
実
／
３
位
＝
佐
藤
精
吾

70
歳
〜
75
歳
の
部

　優
勝
＝
渡
邊
賢
治

準
優
勝
＝
佐
々
木
悟
／
３
位
＝
斉
藤
登

60
歳
〜
64
歳
の
部

　優
勝
＝
樋
口
光
郎

準
優
勝
＝
木
村
博
子
／
３
位
＝
工
藤
茂
雄

特
別
賞（
タ
イ
ム
第
１
位
）
及
川
康
治
、

前
田
歸
一
、
齊
藤
登
、
工
藤
茂
雄

　皆
さ
ん
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

　「あ
お
も
り
シ
ニ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・
冬
季
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
」

と
し
て
、カ
ー
リ
ン
グ
交
流
大
会
と
ス
キ
ー
交
流
大
会
が
次
の
日
程
で

開
催
さ
れ
た
。

カ
ー
リ
ン
グ
交
流
大
会

　平成
29
年
12
月
７
日（
木
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　み
ち
ぎ
ん
ド
リ
ー
ム
ス
タ
ジ
ア
ム

ス
キ
ー
交
流
大
会

　平成
30
年
１
月
27
日（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　大
鰐
町
ス
キ
ー
場

平
成
29
年
度

冬
季
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
報
告
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　県民福祉プラザは、高齢者や障害の

ある方々のモデルハウスや福祉機器

を紹介し、福祉に関する情報の収集及

び提供を行うことと、県民の皆様が福

祉に関して研修等を行うことができ

る総合的なサービスを提供する拠点

として建設されました。

　どうぞお気軽にご来館され、また、

研修等ご利用の際は、お気軽にお問

合わせの上、ご利用ください。

貸館部分使用料（１時間単位）
利用時間：午前９時から午後９時まで

※準備及び撤収時間含む

県民ホール
大研修室
中研修室
小研修室
多目的室４Ａ
多目的室４Ｂ
講師控室２
多目的室３Ｂ
多目的室３Ｃ
講師控室１
多目的室２Ａ
多目的室２Ｂ
調理実習室

階

４階

３階

２階

５階

3,900 円
1,200 円
910円
320円
590円
590円
270円
380円
260円
270円
900円
370円
530円

5,070 円
5,850 円
7,020 円
7,800 円

1,950 円
600円
455円
160円
295円
295円
135円
190円
130円
135円
450円
185円
265円

2,535 円
2,925 円
3,510 円
3,900 円

350 席
100 名
75 名
24 名
40 名
45 名
ー

30 名
19畳
ー

50名
24名
5台

1,000 円未満
2,000 円未満
3,000 円未満
3,000 円以上

入場料その他
これに類する
料金

※県民ホール利用で入場料を徴収する場合の使用料

部屋名 利用定員
社会福祉法
人等が使用
する場合

左記以外の
場合

平
成
30年

３
月
29日

発
行

発
行
者
　
青
森
県
長
寿
社
会
振
興
セ
ン
タ
ー

印
刷
　
青
森
オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
株
式
会
社

編集・発行　青森県長寿社会振興センター
〒030-0822　青森市中央３丁目 20-30　県民福祉プラザ３階　Tel : 017-777-6311   Fax : 017-735-1160

ホームページ　http://www.choju-aomori.or.jp/

交通機関
市営バス
　●中央環状線「県民福祉プラザ前」
　　下車
　●JR青森駅前４番のりばから市民
　　病院行き、青森公立大学行き、
　　横内環状線、問屋町行き、大野浜
　　田環状線、朝日放送行き15分、
　 「働く女性の家前」下車、徒歩１分
　●国道４号線「市役所前」、「NTT前」  
　　下車、徒歩10分
タクシー
　●JR青森駅前より約10分

駐車場
駐車スペースが少ないので、なるべく
公共交通機関等をご利用ください。

利用時間・休館日
施　　設

貸館部分
（県民ホール、研修室等）

モデルハウスコーナー
福祉機器展示コーナー
情報提供コーナー等その他

貸館事務
（研修室等利用申込等）

利用時間 休 館 日

午前9時～午後9時

午前9時～午後5時

午前9時～午後5時

毎月第３月曜日

12月29日～１月３日

〒030-0822 青森市中央３丁目20番30号
TEL 017-777-9191　FAX 017-777-0013県民福祉プラザ
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